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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ







　カーテンを閉め切った薄うす暗ぐらい部屋。俺は一人きりでパソコンの前に座っていた。

　モニターには動画の日刊ランキングが映っている。

　そのトップを飾かざっているのは見慣れた動画──他でもない俺の投とう稿こうした実じつ況きよう動画だ。

　力の入らない指でその動画をクリックすると、ゲームのＢＧＭと共に賑にぎやかな声が流れ出した。ぼんやりと見つめている間にも再生数とコメントは増えていく。

　──ランキング一位。ずっと夢だった。この光景を見るために、今日まであいつらと大おお騒さわぎして、ケンカして、足あ搔がいて……けれど今はこんなにも虚むなしい。

　窓に当たる雨の音が虚うつろに響ひびく。いつか血眼になって奪うばい合ったマイクも、今はひっそりと沈ちん黙もくを保っていた。

「…………」

　首を巡めぐらせる。パソコンの光に浮うかび上がった光景は、自分の部屋なのにひどく殺風景に見えた。つい数日前まではあんなに物があって、嫌いやになるほど騒さわがしかったのに。秒針の音がやけに耳に付く。

「……飯、作んねーと」

　呟つぶやいてみるけれど、身体からだは動いてくれなかった。

　背もたれに寄りかかりながらぼんやりと考える。

　どうしてこうなってしまったんだろう。

　花はなも、紗さ々さ乃のも、カズキも、ゆえも……俺の下もとから去ってしまった。

　あの時俺が動けば、何か変わったのだろうか？　今とは別の未来が待っていたのだろうか？　けれど後こう悔かいしたって、もう、すべては手て遅おくれで。誰だれ一人ひとり戻もどってきやしないという事実だけが、揺ゆるぎない静けさでもってそこにずしりと横たわっていた。

　崩くずれるように突つっ伏ぷす。机がごつりと虚しい音を立てた。

「……どうすれば良かったんだよ、なぁ……」

　返事はない。最後に見た花の表情が、──睨にらむみたいな、あるいは泣き出す寸前の子どもみたいな顔が、脳裏にこびりついて離はなれなかった。

　パソコンから流れ出す楽しそうな声が、薄暗い部屋に虚しく響いていた。










　　　■第一章　フローラ







　何を考えているのか分からないと言われたことはないだろうか？

　俺こと大和やまと宗むね彦ひこはしょっちゅう、なんなら妹にさえ「お兄ちゃんって何考えて生きてるの？」と心底怪け訝げんそうな目を向けられるのだが、それはどうも俺があまり感情を表に出さないせいらしい。別に強こわ面もてというわけでもないのだがもともと表情筋が硬かたいのに加えて、そうしゃべるタイプでもないからというのもあるのだろう。

　そして俺と同じ経験があるやつなら分かるだろうが、そう問われる時に限って頭に浮かんでいるのはくだらないことだったりする。

　たとえば「やばい、宿題忘れた。次の英語当たりませんように」とか、「はー、空から女の子が降ってこないかなぁ」とか、「帰ったらあのゲーム一気にクリアしちゃおう」とか「学校がテロリストに占せん拠きよされたらどうかっこよく切り抜ぬけよう」とか、……まあつまるところ見かけによらずちょっと夢見がちなのだ。でも平へい凡ぼんな男子高校生の頭の中なんてせいぜいそんなもんだろう。

　そんな平凡な高校生の一人である俺は、郊こう外がいの中流家庭に生まれ、五つ離れた妹が一人いる。両親の仲は良好。今住んでいる一戸建ては俺が生まれた時からあるもので、父さんが家族のためにと相当がんばったらしい。地元の中学を出て、特に悩なやむことなく近場の高校に進学。部活には入っていない……理由は後述。血液型はＯ型。獅し子し座ざ。成績は中の中の下。地味で平凡。友達はそう多くはないがいないわけでもない。クラスでの立ち位置は……おいおい語るとしよう。

　特筆すべきことといえば両親が不在だから多少は家事ができるということくらいだが、それもドラマチックな理由などではなく、単にこの春から父が勤め先の関係で海外に滞たい在ざいしているからというありきたりな話だ。父は一人では何もできない人なので母もついていった。「お土産楽しみにしててねー！」と海外生活を楽しむ気満々だった。

　もちろん俺たち兄妹も一いつ緒しよに行くという選せん択たく肢しもあったのだが、俺が家事全ぜん般ぱんまかなえることもあり、住み慣れた日本で二人暮らしすることを選んだ。

　今のところ特に不便ということもなく、むしろのびのび生活している。生活費は毎月充じゆう分ぶんな額入ってくるし、最低限の家事さえこなしてしまえば夜よ更ふかししようがゲーム三ざん昧まいだろうが文句を言われない。

　……まあ妹の手前、最低限度の人間らしい生活を保ってはいるが……本当なら朝までゲームというただれた生活をしたいところだ。俺が部活に入っていない理由もここにある。平へい穏おんを愛する俺の唯ゆい一いつの趣しゆ味みがゲームなのだ。それもただプレイをするだけじゃなく、去年からゲーム実況をやっている。

　ゲーム実況とは読んで字の通り実況しながらゲームをプレイするというもので、今やたくさんの動画がネット上にアップされ、ニヤニヤ動画やＭｙｔｕｂｅなどで一大ブームを巻き起こしている。

　取り扱あつかわれるゲームはさまざま。言わずと知れた神ゲーに隠かくれた名作、大作ＲＰＧに超ちよう短編フラッシュゲームなどなど。コントローラーを叩たたき付けたくなるようないわゆる『クソゲー』といわれるゲームだって、実況者のテンションと視し聴ちよう者のコメントで大いに盛り上がり、コアなゲーマーはもちろん、あまりゲームに馴な染じみのない人でも楽しめる。

　再生数一〇〇万を超こえる有名実況者になると熱心なファンも多く、カリスマ的人気を誇ほこる。……俺は残念ながら再生数五〇〇が関の山の、いわゆる底辺だが……

　ゲーム実況を始めたきっかけはささいなこと。ほんの小さい頃ころに、見知らぬ女の子と一緒にゲームをしたことがあるのだ。

　どうしてそうなったのか詳くわしいことは省くが、とにかくその子はゲームをしたことがないらしく、俺がプレイするのを横で見ているだけで、けれどしきりと解説を求めたり、「雲のうえにのれるの!?」と驚おどろいたり、「もっとぴょんぴょんして！」とリクエストしたりした。俺も自分のアクションで女の子が笑ってくれるのがとても嬉うれしくて、少しでも楽しんでくれるように、無む駄だに遠回りしてみたり隠し技わざを発動させたりと、いろいろやった。

　それきり再会することもなく、もうその子の顔も忘れてしまったが、その時の経験が心の奥に根を張ったまま平凡でゲーム好きな少年に育った俺は、中学二年生の時に初めて実況動画を見て衝しよう撃げきを受けた。

（あ……これって……！）

　実況者のプレイでコメントが賑わい、見知らぬ人たちがゲームを通して繫つながっていくその様子は、小さい頃にあの女の子と一緒にはしゃいだ感覚とすごく近かったのだ。その瞬しゆん間かん、胸に湧わき上がってきた懐なつかしさと情熱が、平凡に生きてきた俺の根っこをゆさぶった。

　以来、実況のやり方を必死にリサーチし、環かん境きようを整え、そしてついにゲーム実況を始めたのが去年。

　やってみるとこれが楽しくて、底辺なりに細々と続けている。再生数やコメントはまだ少ないが、自分の動画がきっかけでそのゲームを好きになってくれたり、あるいは感動や笑いを共有できたりすると、やっぱりやって良かったと思えるのだ。

　ただ、俺がゲーム実況をしていることは妹や友人には内ない緒しよにしている。知り合いが見ていると思うと気き恥はずかしくて好きなことができなくなりそうだというのがその理由。だからクラスでは、単にゲームが好きな人、あるいはオタクくらいの認識で通っている。

　地味で平凡でゲーム好きで、少しばかり妄もう想そう癖へきのある男子高校生。それが俺、大和宗彦だ。










　よく晴れた水曜日の朝。

　欠伸あくびをこらえつつ窓際の席に着き、ソシャゲの日課をこなしていると、教室の対角から視線を感じた。

「ねぇ、なんかまたゲームしてるよ。すごい無表情なんですケド。ウケる～」

「あいつって何考えてんのか分かんないよねー」

　ひそひそと、けれどまったく隠すつもりのない声量で会話を交わしているのは、制服を好き勝手アレンジし、髪かみを明るく染めている女子たち──いわゆるギャル集団である。

「……っ」

　背中にじわりと嫌な汗あせが浮かんだ。俺は昔から注目されるのが少々苦手なのだ。平和主義、事なかれ主義、目立たず巻き込まれず首を突っ込まずをモットーにしていて、できうる限り地味に生きていきたいと日々願っている。のに、

「何が楽しいんだろー？」

「うちの兄貴もゲームするけど、なんか女の子とデート？　して、えっちする？　みたいなのやってるよ」

「えー、なにそれサイテー、信じらんなぁ～い！」

「あいつもそういうのやってんのかな!?　ちょっと見てきてよ」

「えー、無理無理！　怖こわいもん！」

　い、居づらい……たいへん居づらい……！　聞こえないふりをしながらも、スマホをタップする手元が狂くるう。せめて空気として扱ってくれたらいいものを、なんで本人に聞こえるように話題に出すんだよ……！　早く来てくれ、田た辺なべでも井いの上うえでもいいから……っ！　そしてお兄さんの趣味についてはそっとしといてあげてほしい。ギャルゲーもエロゲーも名作がたくさんあるんだよ？

　なんてことは一切顔に出さず、ゲームに熱中するふりを続ける。

　それにしてもギャルという人種は、こっちが何か害を与あたえてるわけでもないのに、なんでちょいちょい俺みたいな地味な男を突っついてくるのだろう。ちょっと苦手なんだよなぁ。……ハッ！　まさか俺に気があるなんてことは……!?

「ゲームならなんでも喜んでやるのかなー？」

「オセロ与えてみたら？」

　あ、違ちがうわ、動物園感覚なんだアレ。「ハシビロコウってさとうきび食べるのかな？」「知らない、投げてみたら？」みたいなニュアンスだった。ハシビロコウはハシビロコウなりに檻おりの中で平和に生きているので、どうぞそっとしておいてほしい……

「おっすー、大和」

　そこに現れたのは天の助け、数少ない友人である田辺であった。

「……よう、田辺」

「うっわ、何だよ怖い顔して？　また難しいこと考えてんのか？」

「いや、早くおまえが来ればいいなって思ってた」

「マジかよ、オレのこと好きすぎか？　あ、てか『パジドラ』、期間限定報ほう酬しゆう手に入れた？　あのボスけっこー硬いんだけど」

「あー、最初光パーティーで苦戦して、次は防ぼう御ぎよ重視のパーティーで行ったら案外楽に突とつ破ぱできたわ。防御中心に組んでみたら？」

「えー、防御メンツあんまし厚くねーんだよなァ」

　田辺が前の席に座ってスマホを取り出した時、教室に鈴すずのような声が響ひびき渡わたった。

「おはよー」

「あ、花はな！　おはよー！」

　ギャル集団から黄色い歓かん声せいが上がって、教室が一気に華はなやぐ。

　教室に入ってきたのはひときわ目を引く女子だった。あどけなくて小さな顔、透すけるような肌はだに今にもこぼれてしまいそうなぱっちりした瞳ひとみ。さらさらとなびく髪。

　彼女が入ってきた瞬間に教室の雰ふん囲い気きがパッと明るくなった。

「あっ、花、そのグロス新色じゃね!?　ヤベー！　パネー！」

「雑誌に載のってたやつっしょ!?　ヤバいヤバい、マジかわいー！」

「えへへ、そうなの。ちょっと派手かなって思ったんだけど、似合う？」

　あっという間に輪の中心になったその美少女──駒こま形がた花が耳に髪をかけると唇くちびるがきらりと光って、またぞろ取り巻きがわっと沸わく。

「ヤバい似合ってるんだけど～！　あたしも欲ほつし～っ！」

「マジチカラ～！　鬼おにアゲＭＡＸ！　嫁よめに来てくれーっ！」

「えーサキ、テンションあがりすぎじゃない？」

　駒形は髪を揺ゆらして笑う。その笑顔は、まるでそこだけきらきらと光の粒りゆう子しが舞まっているみたいに眩まぶしくて──俺は初めて駒形を見た時のことを思い出した。

　俺が高校に入学して初めて教室に入った時、たった一人で席に座っていたのが駒形だった。駒形と目が合った瞬間、間ま違ちがえてモデルスクールに入学したかと思った。その後とんでもない美少女が入ってきたという噂うわさは瞬またたく間まに学校中に広まり、駒形は今やちょっとした有名人だ。しかも成績も良く、体力測定でも上位に食い込んでいる完かん璧ぺき超ちよう人じんときた。

　目が合ったのはあの時の一回きり。以来言葉を交わすどころかこちらを見ることすらない。向こうは俺みたいな地味なクラスメートのことは覚えてないだろうし、元々縁えんの無い世界の人だと分かってはいるが──ただちょっと、ああして可か憐れんな花みたいに顔を綻ほころばせている駒形を見ていると、ギャルとはいえあんな可愛かわいい子とお近づきになれたら学校生活バラ色になるんだろうなと、そんな妄もう想そうをしたくならないでもない。

「あーっ、もうちょっとで倒たおせなかったー！」

　黙もく々もくとボスに挑いどんでいた田辺が机に突つっ伏ぷし、

「大和くん、田辺くんっ」

　甲かん高だかい声に呼ばれて振ふり返る。

　興奮しながら教室に飛び込んできたのは、数少ない友人その２、井上だった。

「『キメラハンター４』、発売決定だって！　さっき公式Ｔｗｉｔｔｅｒで発表あった！」

「マジか！」

　キメラハンターは異世界で様々な架か空くう生物を狩かる大人気ハンティングアクションゲームで、続編を待ち望んでいたファンも多く、もちろん俺たちもその例に漏もれなかった。

　思わず天を仰あおいでしみじみ喜びを嚙かみしめる。

「前作から苦節二年、延期に次ぐ延期を乗り越こえ……長かった……」

「正直もう諦あきらめかけてたぜ。良かった……ありがとうキャプコン……！」

「そうだ、予告動画見てみない？」

「マジで？　もう出てんの？」

　井上の提案に、男三人でスマホを覗のぞき込む。井上が再生ボタンをタップし、

「「「うおおおおおおおおお!!」」」

「すっげ……すっげー！　グラフィックすっげースゲェ。す、スゲー……」

「あ、ねえ、この両手剣けんってフレイムソードじゃないかなぁ？」

「えっマジ？　つかさっきのドラゴン新種っぽくね？　ほらこれ」

「どれだよ、田辺、ちょ、おい、見えない」

　思わず大きな声を出しそうになって口を噤つぐむ。あ、やばい、騒さわぎすぎたか!?

　俺は慌あわてて辺りを見回し──ふと教室の反対側から視線を感じた。

　振り返ると、視線の出所は賑にぎやかなギャル集団の中心──駒形が首をまっすぐにもたげてこちらを見ていた。騒ぎすぎたせいで睨にらまれているのかと焦あせったが……なんだ、あの目？　単純な憎ぞう悪おや侮ぶ蔑べつとは違う、まるでオモチャを羨うらやましがる子どもみたいな……──？

「大和くん、これこれ、ほら。フレイムソードだよね？」

「え？　あ、ああ？」

　袖そでを引かれてスマホに目を戻もどすと、まとわりついていた視線もふっと消えた。どうやら俺の自意識過か剰じようだったらしい。

　そう、そうだよな。彼女たちとの間には目に見えない境界線があって、あちらとこちら、交わることは決してなくて。だからこそ互たがいに平へい穏おんに過ごせるのだ。目立たず巻き込まれず首を突っ込まず、だ。

　──と、その時は思っていたのに。




「あ」

　その放課後。玄げん関かんに続く廊ろう下かを歩いていると、前を歩く集団からピンクの手帳が落ちた。

　声を掛かけようとして「うげっ」と胸中で呻うめく。うちのクラスのギャルたちだ。あー、声掛けたらまた珍ちん獣じゆう扱あつかいされるのかなー、「シャベッタ！」みたいな。ああ、気が重い……。あまり関わりたくないが、さすがに知らないふりは気が引ける。

「なあ、手帳……」

　思い切って声を掛けるが、甲高い笑い声にかき消されてしまった。大きく息を吸って、

「手帳落としたって、おい！」

　けっこう声を張ったのに、ギャル集団は賑やかにしゃべりながら遠ざかる。

「て・ちょ・う！」

　目め一いつ杯ぱい叫さけぶが、届いた様子はない。

「ったく……」

　仕方ない。俺はため息を吐つくと手帳を拾い上げようと手を伸のばし──そこに軽やかな靴くつ音おとが近づいてきたかと思うと、指先にバシッ！　と衝しよう撃げきが走った。

　百人一首全国大会みたいな勢いで手帳を奪うばい取ったのは、件くだんのギャル、駒形であった。

「え……」

　駒形は大きな瞳で俺を睨み付けたかと思うと手帳を抱だきしめ、スカートをひるがえして走り去った。間ま抜ぬけ面づらでぽかんと取り残される俺。

「どしたの～、花？」

「ん。手帳、落としちゃって」

「あー？　あれってうちのクラスの男子じゃねーか」

「あー、いっつもゲームしてる？　あいつ何考えてんのかよく分かんないよねー」

　ギャルたちの話し声が遠ざかる。

　弾はじかれた指先がじんじんと熱を持って、俺はようやく我に返った。

「……なんだよ、カンジ悪ぃ」

　別に盗ぬすもうとしてたワケじゃなし、あんな目で睨まんでも……それにしても駒形のやつ、ただならぬ様子だったが……。ま、俺には関係ないか。

　ため息を吐きつつ歩き出す。空から女の子が降ってくるわけでもなく学校にテロリストが乗り込んでくるわけでもなく、平へい凡ぼんな俺に起こるイベントといったらせいぜいこれくらいのものだ。まあいいんだけどさ。やっぱり平穏が一番だよ、うん。

　そう自分に言い聞かせるけれど、やっぱり胸のもやもやは取れなくて。

「あー、景気づけに大黒屋のコロッケ買ってくか」










「ただいまー」

「んにゃ……？　ふぁ……おかえりなさい」

　リビングに入ると、ありすがソファーに寝ね転ころんだまま目を擦こすった。アニメを見ながら寝てしまったのだろう。ソファーのうしろを通ってキッチンに向かう。

「コロッケ買ってきたから、あとでキャベツ切るわ。昨日の豆とう腐ふとネギが残ってるから味み噌そ汁しるにして、ほうれん草のおひたしと……米はまだ冷れい凍とうのがあったよな？」

　コロッケを冷蔵庫にしまって食材を確認していると、ありすが不ふ機き嫌げんそうな声を上げた。

「おにーちゃん、最近手て抜ぬき多くない？」

「でも好きだろ、大黒屋のコロッケ。夕飯七時な」

　そのままリビングを出ようとすると、ありすがぷくりと頰ほおを膨ふくらませた。

「またゲーム？　目が悪くなるよ。一人でぶつぶつしゃべるのうるさいし」

「あー、すまん。部屋移すか？　どうせ余ってるから無理に隣となり同どう士しじゃなくてもいいだろ」

　するとありすは明らかに慌てたように「い、いい！」と首を振った。

「でもうるさいんだろ？」

「いいってば！」

　ますます頰を膨らませると再びソファーに突っ伏してしまった。

　我が妹、大和ありすは小学五年生。兄の目から見てもかなり可愛い自じ慢まんの妹なのだが（出先で会う人会う人に『あらぁ、お人形さんみたいねぇ！』と褒ほめそやされるレベル）、このとおり最近反はん抗こう期を迎むかえつつある。昔はどこでもくっついてきたのになぁ……。そのくせ俺と部屋が離はなれるのはいやみたいで、部屋替がえの話を出す度にこうして拗すねてしまうのだ。歳の割にはだいぶしっかりしてるけど、まだおばけが怖こわいのかね？　可愛いやつめ。

　俺は階段を上がり、部屋に入るとすぐにゲームの電源を入れた。

「さて、と。昨日のセーブデータの続きからだな」

　呟つぶやきつつパソコンを立ち上げて機材をチェックし、マイクをセッティングする。今となっては慣れたものだが、初めて動画を投とう稿こうする時には緊きん張ちようと興奮で指が震ふるえたものだ。

　そういえば昨日投稿した動画はどうなっているだろうかとニヤニヤ動画のマイページを確認する。『ねむひこ』というユーザー名が表示され、昨日の動画をクリックしてみるが、再生数は一〇〇も行っていない。

「はー、今回もこんなもんか……おもしろいゲームなんだけどなぁ……」

　思わず嘆たん息そくする。これでもあらゆるゲームをこなし、それなりに上手いつもりなのだが、再生数はなかなか伸びず、未いまだに底辺実じつ況きよう者を抜ぬけ出せていない。

「うーん……どうしたら見てもらえるんだろうなぁ……」

　やっぱりこう、できたらたくさんの人と共有したいんだよな。おもしろいゲームをもっともっと広めたいっつーか。一体何が足りないんだろうか？

　眉み間けんに皺しわを刻みつつランキングを追っていると、ふとひとつの動画が目にとまった。

「あ、またこいつだ」

　ランキング上位にある『美少女大戦でヒメリカを愛めでまくる　ｐａｒｔ６』というタイトルの動画を開く。再生をクリックするとヘッドフォンから上擦った声が流れ出した。

『ああ～ん、ヒメリカちゃぁぁぁあああん♡　今日も可愛いでしゅねぇ～♡』

「うわ。相変わらずだな」

　思わず苦笑する。この黄色い声を上げているのは『フローラ』という女性実況者で、『美少女大戦』というシリーズの実況動画をアップしている。

　この『美少女大戦』というゲーム、格ゲーとギャルゲーふたつの要素が合わさっていて、タイトル通り美少女がたくさん出てくる。ギャルゲーパートで女の子と仲良くなればなるほど、格ゲーパートで力を発揮してくれるというちょっと変わり種のゲームだ。格ゲーパートはなかなか硬こう派はでやりこみ要素もあり、俺も実況をはじめたばかりのころプレイ動画を上げたことがあって、自分の動画の中ではそこそこの再生回数を誇ほこっている。

　そしてこのフローラという実況者はその中に出てくるヒメリカというキャラが好きで好きで仕方ないらしく、ヒメリカを使った格ゲーパートの動画を上げているのだが──とにかくありえないほど下手なのだ。わざとかと思うほどミスをする。

　しかもこのヒメリカ、見た目こそ可愛かわいいがとにかく弱い。ステータスは最弱、動きも悪く、ゲームファンの間では『ヒメリカ＝いらない子』という公式が成り立っているほどだ。

　にも拘かかわらず、フローラはよほどヒメリカがお気に入りらしく、どんなに負けても懲こりずに使い続けている。実況という根本も無視してひたすら「ヒメリカちゃん可愛い可愛い、はぁぁ～ん、ヒメリカちゅわぁぁぁん♡」と絶ぜつ叫きようしているシーンもある。

　まあ気持ちは分かる。実は俺も『美少女大戦』のプレイ動画を上げる時ヒメリカを使ったのだが（あえて最弱キャラを使うという縛しばりプレイに近い部分はあった）、確かに使いづらさは否めなかったが、モーションやボイスがいきいきしていていつの間にか引き込まれ、全クリした時には思わず感動したものだ。

　いやだが、それにしても……

『ぁっ、ヒメリカちゃん、だめ、負けちゃだめっ、ぁぁっ……！　んああああああ今日も可愛いぃぃぃぃん♡』

　こいつの入れ込みようはハンパじゃない。もはやヒメリカ信者だ。

「しっかし、ほんと下手だなぁ」

　センスはないし、動きはまるっきりとんちんかん。が、それがかえって視し聴ちよう者にウケている。現に動画は【うるせぇｗｗｗｗ】【腹いたいｗｗｗ】【安定のヒメリカ廃】【何回死んでんだｗｗｗ】といったコメントで大盛り上がりだ。加えてフローラの甘い声もあって、初めての実況プレイ動画はなんと一〇〇万再生突とつ破ぱ。今や動画を投稿すれば必ずランキング入り。悔くやしいことに、俺より後に現れたのに今や俺など足下にも及およばないほどの有名実況者になってしまった。

「っふは……！　ちょ、今のなんだよ、どうやったらあんな負け方できるんだ……っ？」

　実際俺も、しょうもねーなーと笑いつつついだらだら見てしまう。確かにおもしろいのだ。おもしろいのだが……ちょっとだけこう……もやっとする。別に嫉しつ妬とではないよ？

　そりゃあ悔しくないと言ったらウソになるが、俺はなんというかこう、ゲームの良さを追つい及きゆうするのがゲーム実況の醍だい醐ご味みだと思っているところがあって。好きなゲームをたくさんの人と共有できるのが嬉うれしいというか。

　だからこういうわざとらしい下手プレイとか、甘い声とか、キャラ萌もえ、アイドル要素といったゲームの本質以外の部分で視聴者に媚こびを売って再生数を稼かせぐスタイルにちょっとだけもやもやを抱いだいてしまって……

　いやまあ、おもしろいんだよな。最高におもしろいんだよ……事実、こうして最後まで見ちまうんだからなぁ。

『やだぁっ、も、ヒメリカちゃんが、っ、あ、なに、すんのよっ……ぁっ、あぁ、んっ♡』

　……しかし、こいつの動画を見てるとなんだかいけない映像を見ている気分になってくる。絶対これが目当てで見てる奴やつ多いだろ。まあ、気持ちは分からないでもないが……やっぱり俺も何かサービスを取り入れた方がいいのだろうか？　喘あえいでみる？　いや誰だれ得とく？

「あー、だめだめ、俺は俺の実況を貫つらぬき通す──」

　ヘッドフォンを外そうとした時、何の前まえ触ぶれもなくドアが開いた。

「おにーちゃん、七時過ぎたんだけど！」

「!?」

　驚おどろいた拍ひよう子しに端たん子しが抜け、フローラの声が大音量で流れ出した。

『ぁっ、あんっ、あ、だめ、ぁっ、ぁ、やだ、いじめないでっ、やっ、もうだめ、死んぢゃう、死んぢゃうぅっ♡』

「い、いや、ありす、これは違ちがっ──！」

「お……おにーちゃんのヘンタイ！　えろジジイ！　色しき魔ま、漁ぎよ色しよく家、好色一代男～ッ！」

「違う、待て！　つかどこでそんな言葉覚えてきた!?　ありす！　おい！」

　俺は泣きながら走り去ったありすを慌あわてて追いかけた。




　泣きじゃくる妹の誤解を解くのに多大な時間を費やし、当初予定していた夕食の時間は大おお幅はばに過ぎてしまった。

　ありすが味噌汁を作っている間に、俺は千切りキャベツとコロッケを盛りつける。

　大黒屋のコロッケは牛肉たっぷりで丸々している。ありすもお気に入りなのだ。

　食べる前に写メを撮とって、

『動画の続きは今夜投稿予定です。今夜はコロッケ』

　というコメントと共にＴｗｉｔｔｅｒにＵＰした。フォロワーは少ないけれど、俺の動画を待ってくれているであろう世界のどこかのファンのために、動画を上げる前にはこうしてお知らせをしているのだ。告知だけでは味気ないので日常の話題で彩いろどりを添そえつつ……いつかこの小さな積み重ねが実を結びますように。

「おにーちゃん、ごはん中のスマホ禁止」

「はい」

　俺は約束してあったご機き嫌げん取とりのコロッケを半分妹の皿に移すと、「いただきます」と手を合わせた。

　──その時の俺は、まさかこの一枚の写メが波乱の日々の幕開けになるとは思ってもいなかった。










　俺の平へい穏おんなゲーム生活を一変するそのメールが届いたのは翌日、木曜日の放課後のことだった。

　帰る準備をしつつ何気なくＴｗｉｔｔｅｒを開き──ＤＭが届いていることに気付く。

『ねむひこさん、初めまして。ゲーム実況をしているフローラというものです。突とつ然ぜんすみません。ご相談したいことがあるのですが、良かったら会えませんか？』

「……え？」

　目をこらして確認する。間ま違ちがいない、あの再生数一〇〇万、ヒメリカ狂きようのフローラだ。

　実はこの『フローラ』、昔『ねむひこ俺』のことをフォローしてきたから、一応相そう互ごフォローになっているのだ。かと言って絡からむわけでもないし、何を思って俺をフォローしたのか長いこと謎なぞだったのだが……え、え？　それがなんで急に？　会えませんかって……つか、どこに住んでんだ、この人……？

　怪あやしみつつ聞いてみると、どうやら俺がＵＰした大黒屋のコロッケを見て近所に住んでいることを知ったらしい。まさかコロッケから特定されるとは……ネット社会恐るべし。

『ご近所さんだったんですね、びっくりしました。相談したいことってなんですか？』

『それは、お会いした時にお話しします』

　……どうしても俺と会いたいらしい。ええ、本当か？　再生数一〇〇万のアイドル実況者が、こんな底辺の実況者に？　これが世にいうオフ会というやつだろうか。画面の向こう側の、顔も見たことない人間と直接会うなんて。そもそもそんな軟なん派ぱなことは、個人的に抵てい抗こうがあったのだが……実際自分の身にふりかかってみると好こう奇き心しんが勝まさってしまい……いや、断じて相手が女の子だからってことではないよ？

（それにしてもなぜ俺に……）

　考えても仕方ない。それに、甘い声の、ヒメリカ狂アイドル実況者。いったいどんな子なんだろう。ちょっと──いや、かなり興味ある。

　なるべく早く会いたいというので、五時に駅前で待ち合わせということになった。逸はやる胸を押さえつつ教室を出る。

「相談したいことかぁ」

　いったいなんだろう？　『私、ずっとねむひこさんのファンだったんです！　結けつ婚こんを前提に交こう換かん日記してください！』とか？　いやいやそんな。声は好みだけど、やっぱりそういうのはそれなりの段階を踏ふんでからじゃないと、ねえ？　っつーか、声から想像するに相当可愛いよな、フローラ……？　まずい、口元が緩ゆるむ。いやー、困っちゃうなぁ、妹になんて紹しよう介かいしよう……

　と、ふと目を上げると、俺の前を小こ柄がらな女子が歩いていた。短いスカート、キーホルダーがじゃらじゃらぶら下がったぺちゃんこのスクールバッグ、毛先まで手入れが行き届いたさらさらの髪かみ。思わず胸中で「うげっ」と呻うめく。──ギャルのカリスマ、駒形花だ。いつもは取り巻きに囲まれているのに、珍めずらしく一人だ。

　追おい越こしたいが微び妙みような速度だ。フローラとの待ち合わせの時間まで二〇分。まあギリ間に合うだろう。どうせどこかで分かれるだろうし。




　──が、それから一〇分後、駒形花は延々俺の前を歩き続けていた。しかも駅までの最短距きよ離りを迷わず進んでいく。駒形の家ってこっちだったのか。それとも電車通学か？　追い越したいけど微妙に歩くの速いんだよな……やばい、時間マジでぎりぎりだ。というかできれば五分前には着いておいて印象良くしたい。「ごめんなさい、待ちましたかっ？」「いや、今来たところだよ」っていう鉄板は押さえておきたいっ……！

　その時足音に気付いたのか、駒形がちらりと振ふり返った。俺と目が合い、驚いたようにさっと前を向いて早歩きになる。すごく気まずい、それでも時刻は迫せまっている。駒形が早足になる。俺も早足になる。駒形がさらに早足になる。俺もさらに早足になる──と、駒形がぴたりと立ち止まった。髪をなびかせて勢いよく振り返る。

「ちょっと、さっきから何!?　着いてこないでよ怖こわいんだけど！」

「い、いや、俺もこっちに用があって……！」

　駒形はもはや小走りだ。時計を見ると、約束の時間まで五分。俺もスピードを上げた。

「やだ、なに!?　コワッ、ヤバッ、ありえない！　おまわりさーん!!」

「だ、だから違うって！　駅前に行きたいんだよ！　時間がないの！」

　そして五時ぴったり。駅前広場に着いた頃ころにはすっかり息が切れていた。

「はあはあ、なんだよ、おまえもここで待ち合わせなのかよ……！」

「なに!?　悪い!?　てか話しかけないでストーカー！」

「だから違うって……！」

　くそ、可愛い顔して好き勝手言ってくれるな、自己中ギャルめ！　まあいいさ、俺は今からアイドル実じつ況きよう者と会うんだからな！

　不細工なキリンのオブジェを挟はさんで駒形の反対側に立つ。

　あ、やばい、緊きん張ちようしてきた……！　震ふるえる指をなだめつつＤＭを送る。

『着きました、制服着てるんで、すぐ分かると思います』

　すぐにフローラから返信があった。

『こっちも着きました～。いま背せ伸のびしてます。。』

　緊張しつつ辺りを見回すが、それらしき人はいない。

『え、どこだろ。駅前広場ですよね？』

『そぉです。いま爪つめいじってます』

　ささくれを剝むいているおじさんが目に入る。いやあれは明らかに違うし……ええ？　全然見当たらないんだけど……

　必死に見回しているととんでもない提案が来た。

『じゃあせーのでヒメリカちゃんの勝利のポーズしてみませんか？　そしたら分かるかも。。。』

　いやいややらねぇよ!?　ヒメリカ勝利のポーズってあれだろ、スカートの裾すそつまんで右みぎ脚あしぴょこんて跳はね上げてるやつだろ!?　俺が男だと知っての狼ろう藉ぜきか!?

　と、問答無用で通知が来た。

『せーの！』

「!?」

　勢いのままやろうとして、すんでのところで思いとどまる。っていうか、俺までヒメリカポーズを取る必要まったくないよね。

　棒立ちのままきょろきょろと辺りを見回す。が、フローラらしき人物は見当たらない。

　たちの悪いいたずらかと危ぶみ始めた時、はっと首筋が冷えた。

　……待て、まだ見ていない方向が一つだけあるぞ……？

　俺は、いやまさかね……と思いつつおそるおそるオブジェの陰かげから顔を出し──ヒメリカ勝利のポーズをして、広場の注目を一身に集めている駒形を見つけた。

「……こ、駒形、おま……え……フローラ……」

「!?」

　振り返った駒形の視線が、俺の手に握にぎられた携けい帯たいに滑すべる。そこに映っているのは、『フローラ』と『ねむひこ』のやりとり──

「は!?　あ、あ、あんたっ……!?」

　こぼれんばかりに大きな目がさらに見開かれる。




「ま、まさか──あんたが『ねむひこ』さんなの!?」

「『フローラ』っておまえのことか!?」




　駅前広場に俺たちの絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。










　　　■第二章　協定関係







　俺と駒こま形がた花はなは、駅前広場で啞あ然ぜんとして向かい合っていた。

「おまえがフローラ!?　ヒメリカ廃のゲーム実況主!?」

「あ、あんた……あんたっ……──あんた誰だれ!?」

「大和やまと宗むね彦ひこだよ！　クラスメートの！」

「し、知ってるわよ！　そうじゃなくて、あんたがねむひこさんだったなんて!?　あっ、でも声、似てるかも……！」

　駒形はヒメリカのポーズをしたまま呆ぼう然ぜんとしていたが、はっとポーズを解いて、短いスカートの裾を整えながら牙きばをむき出した。

「っつーか何なの!?　ちゃんとヒメリカちゃんのポーズとりなさいよね!?　あたしだけ恥はずかしいんだけど!?　信じらんない！　女子に恥はじかかすとかサイテー！」

「い、いや、男にアレは無茶ぶりにもほどがあるって！　他に方法あっただろ！」

「そ、それは、だってっ……や、やっとねむひこさんに会えると思ったら、ちょっとはしゃいじゃったってゆーかっ……」

「はしゃいだ？」

「何でもないっ！」

　駒形は怒いかりのせいか真っ赤になりながら俺を睨にらみ付けると、低い声で唸うなった。

「いい？　このことは絶対誰にも内ない緒しよにしてよね。誰かに言ったら百均つけまの刑けいだから」

　おいなんだよその心が凍こおり付きそうな低音は？　あの甘い声はどこいった？　マジかー？　マジでこいつがフローラなのかー？　だとしたらサイアクだぞ、ファーストコンタクトからしてサイアクだぞー？　そして百均つけまの刑が地味に気になる。

　まだ半信半疑だが、こうなってしまった以上は仕方ない。戸と惑まどいつつ確認する。

「それで……おまえがフローラでいいんだよな？」

「…………」

　否定しない。つまり肯こう定てい。マジかー。

「そ、相談って何なんだよ？」

「……っ」

　駒形はしばらく唇くちびるをへの字に結んでいたが、やがてぺちゃんこの鞄かばんから見覚えのあるピンクの手帳を引っ張り出した。

「これ、見て」

　手帳カバーの裏ポケットから出てきたのは『美少女大戦』のトレーディングカード。それもヒメリカの限定レアカードだ。

「あたし……あ、あたしね……実は……──」

　駒形は真っ赤な顔で大きく息を吸うと、恋こいの告白でもするみたいに叫さけんだ。

「好きなの、大好きなのよっ！」

「!?　おまっ……!?」

「ヒメリカちゃんのことが、世界で一番大好きなの！」

「あ、ああ、そうね、ヒメリカちゃんね！」

　すわ愛の告白か!?　と集まる視線を慌あわてて追い払はらう。

　そうね、まあそういう流れだったよね！　分かっていたのにどきっとしてしまった。つーか、駒形ほんっと可愛かわいいな。まつげも長いし。ちょっと化け粧しようは濃こいけど、素材の良さが充じゆう分ぶん見て取れる。自己中ギャルとはいえこんな美少女にキラキラした顔で見つめられたら思わず期待もするってもんだよなぁ……はー……何これ、神さまが造った芸術品？

　繊せん細さいな男心など知らず、芸術品はゲームキャラのカードについて熱っぽく語り始める。

「見て、この笑顔！　控ひかえめなのに嬉うれしそうなのが伝わってくるっしょ!?　レア衣装も似合いすぎて反則じゃない!?　本当に可愛くて、大好きで大好きでっ、もうなんかっ、……大好きっ！」
















「こ、駒形、ちょっと落ち着こうか!?　すごい注目されてるから！」

　駒形はハッと我に返ると、カードを手帳にしまった。

「が、学校のみんなには絶対に言わないでよ？　ゲーム嫌きらってる子もいるから……」

　と言いつつも肌はだ身み離はなさず持ち歩きたいのだろう。カードを大切そうに仕し舞まう手つきを見て、俺はようやく目の前のギャルがフローラだと信じることができた。

　ああそうか、だからあの時あんな必死に手帳を引ったくったのか……

　何となく気が緩ゆるんで、俺は長いこと疑問だったことをぶつけた。

「でも、なんでそんなに好きなんだ？　ヒメリカってステータス最弱だしいらない子──」

　すると駒形はなぜか泣きそうな顔で俺を睨み付けてきた。

「あんたまでそんなこと言うのっ!?」

「あ、いや、ゲーマーの間ではそう言われてるってだけで、俺はけっこう好きだけど……」

「でしょ!?　ヒメリカちゃんはいらない子なんかじゃないの！　あたし、あたしのヒメリカちゃんがこんなに可愛いって布教したくて、ゲーム実況を始めたの！」

　別に駒形のものではないと思うが……だがそうか、だからあんなに熱が入ってるのか。

　駒形はひとしきり熱弁をふるうと、今度は打って変わってしょんぼりしてしまった。

「でも、あたしゲーム下手じゃん？　動画につくコメントもネタ扱あつかいっていうか、おもしろがってるのしかなくて……全然ヒメリカちゃんのよさが伝わらないみたいなの……」

　そりゃああのポンコツプレイじゃなぁ……

「あの下手プレイ、わざとじゃなかったんだな……」

「わざとなわけないでしょ!?　本当ならコンボ繫つなげて必殺技ばんばん出して敵をなぎ倒たおして、ヒメリカちゃんが最強にかっこかわいいってことを世界中に知らしめたいのよ！　……で、ねむひこさん──あんたって、ゲームうまいじゃない？　それで、だから……」

　駒形が小さな両手をぱんっ！　と合わせる。

「だからお願い、あたしのゲームの腕うでを鍛きたえてほしいのっ！」

「あ、いや、あの……」

　頭を下げる駒形を見て、俺はようやく納得していた。これか、駒形が──フローラが俺ねむひこに相談したいことって。ギャルとはいえこんな可愛い女の子が頭を下げている。それだけで力になってやりたいと思う。だが……

　フローラの動画を思い出して首を振ふる。……いやだめだ、あれを上達させられる自信が微み塵じんもない。第一ろくに話したこともないギャルと一いつ緒しよにゲームをするなんて、考えただけで胃に穴が空きそうだ。

　すると駒形が思いがけない提案を持ち出した。

「ただでとは言わないわ。代わりにあんたを有名実じつ況きよう者にしてあげる！」

「う……っ!?」

　断ろうと固まりかけていた意志がぐらりと揺ゆらぐ。そ、そんなことできるのか!?　確かに再生数が増えれば、もっとたくさんの人と好きなゲームを共有できる、が……！

　そこまで考えて首を振る。

　いや、やっぱりこのギャルの手を借りるのには抵てい抗こうがある。前述した通り、俺はフローラのやり方がどうも好きになれないのだ。ゲーム以外の要素で視し聴ちよう者を釣つっているというか、あざといというか邪じや道どうというか……

　すると駒形が新色グロスとやらでつやつやの唇をにやりと歪ゆがめた。

「ねえ、一度でいいからランキング一位取ってみたくない？」

「うう!?」

　ランキング一位！　それは全ての実況者の夢！　輝かがやかしい栄光！

「実況には再生数を伸のばす極意があんのよ、ちゃんとね」

　甘い声が悪あく魔まの囁ささやきみたいにまとわりつく。さ、再生数を伸ばす極意だと!?　そんなものがあるならもちろん知りたい！　こいつは確かに有名実況者、俺の二〇〇〇倍近い再生数をたたき出している猛も者さ……！　二〇〇〇倍ってなんだよドラゴンボールかよ!?　スカウターぶっ壊こわれるわ！　俺なんかただのヤムチャじゃん！　いやだがしかしっ……！

　それでも頷うなずけずにいると、駒形は今度はぎゅぅっと両手を組み合わせた。

「ねえ、お願いお願いお願い！　どーしてもヒメリカちゃんを勝たせてあげたいのーっ！」

「…………」

　まるで駄だ々だをこねる子どもみたいだ。カリスマギャルが、俺みたいな地味なクラスメートにこんなに必死に頼たのみ込んで……本当にヒメリカのことが好きなんだな……

　駒形の一いつ生しよう懸けん命めいな表情を見る内に、喉のどに突つっかかっていた塊かたまりがすっとほどけ──俺はため息と共に、これまでの平へい穏おんで堅けん実じつなゲーム生活に別れを告げる一言を絞しぼり出した。

「……分かった。協力しよう」

「ほんと!?」

「ああ。その代わり、ちゃんと再生数を伸ばすコツ、教えてくれよ？」

「うん！」

　駒形はパッと顔を輝かせると、手帳を抱だきしめてぴょんぴょん飛び跳はねた。

「これでヒメリカちゃんを活かつ躍やくさせてあげられる！　良かったね、ヒメリカちゃん！」

　……やばい、可愛い。やっぱ駒形ってすげー可愛いわ。

「あ、でもこのことは絶対誰にも内緒だからね!?」

　まあギャルの中でカリスマ的人気を誇ほこるこいつのことだ、駒形のゲーム実況を聞いたら取り巻きたちもドン引きだろうな。でもギャル界とゲーム界、ぜんぜん違ちがうフィールドでカリスマになっちゃうこいつって何気にすごくないか？　王者になるべくして生まれた人間っているんだなぁ。

　などとのんきに感心していると、駒形が傲ごう然ぜんと髪かみを払った。

「じゃあ今からあんたの家に行くわよ」

「なんで!?」

「あたしにゲームのコツ教えてくれるんでしょ？」

「いやだからなんでいきなり俺の家で!?」

「えっ！　あ、あんたまさか、あたしの家に上がり込むつもり!?　今日話したばっかでなに考えてんの変態！」

「だったら逆も言えるだろ、ろくに話したこともない男子の家に上がるなんて、それこそ身の危険を──」

「いやああああ！」

「じゃあやっぱおまえの家で──」

「いやああああ！」

「あーもー、いいです、いいです、俺の家でっ！　なにもしないから！」

「当たり前でしょばかじゃないの!?」

　何こいつ自由すぎじゃない!?　すげー調子狂くるう！

　この暴走自己中ギャルを家に上げるのか……気は進まないが、協力すると言ってしまった手前、背に腹は替かえられまい……

　俺は頭を搔かきつつ嘆たん息そくした。

「とりあえず行くか。一〇分くらい歩くけど」

「へ、変なことしないでしょうね……？」

　おまえが来るって言ったんだろうがというツッコミは心の中に留めておいて、家へと歩き出す。

「あ、待って。あんた何人家族？」

「小五の妹と二人暮らし」

　え、と驚おどろいたように見てくる駒形に、違う違うと手を振ってみせる。

「うちの親、仕事で海外行っててさ。家事とか二人で分担してやってんの。生活費は入ってくるし、うるさいこと言われねーし、けっこう気楽にやってるよ」

「ふーん、そうなんだ。……偉えらいね」

　……え、何？　いまさらっと褒ほめられた？　ギャルって人を褒めることとかあんの？

「妹さん、アレルギーとかある？　甘い物すき？」

「アレルギーはない。甘い物はもちろん、何でも食うよ」

「そ。じゃ、ちょっと待ってて」

　駒形はすたすたと広場を横切ってガラス張りの店てん舗ぽへ入ると、小箱を手に出てきた。

「なんだそれ」

「手土産。手ぶらじゃ悪いでしょ」

「……気にしなくていいのに」

　けっこうちゃんとしてるんだななんて感心しながら家へと歩き出す。

　しかし……どうしよう、会話がない。女の子と何話せばいいの？　しかもギャルという苦手な人種。ちらりと窺うかがうと、駒形はいかにもつまらなそうに髪をいじっていた。ああああすごい気まずいっ、何コレどうしたらいいの、小こ粋いきなアメリカンジョークでも飛ばせばいいの!?　っていうかよく考えたらすげーよ、俺、今学校一の美少女と歩いてる！　どうしよ、万が一恋こい人びとだと勘かん違ちがいされて変な噂うわさとか立ったら、瓢ひよう簞たんから駒こまで嬉うれし恥はずかし青春ラブロマンスが始まっちゃうのでは──

「ねえ、もうちょっと離はなれて歩いてよ。こんなダサ男と歩いてるとこ見つかったらサイアクなんですケド」

「おまえ本当に教わる気ある？」

　前言撤てつ回かい。やっぱ可愛かわいくねー。

　しかしまさかこのギャルの権化みたいな美少女がゲーマーだったとはな……。考えれば考えるほどどうしても気になって、俺は勇気を出して口を開いた。

「つーか、駒形って──」

「……花」

「え？」

「花でいいわよ。みんなそう呼ぶし」

　正直かなり驚いた。女子を下の名前で呼ぶなんて初めてでどぎまぎするが……ちょっと嬉しい。

「あ、ああ。じゃあ、ええと、花。俺のことも宗彦って──」

「やだ、ダサい。つか宗彦って何？　昭和臭すごくない？」

　世界中の宗彦さんに謝れ!?　というかそういうおまえはどうなんだと思ったが言わないでおく。いや、とてもじゃないが怖こわくて口答えなんてできない。

「で？　なによ」

「あ、えーと……花ってどんなゲームやってんだ？」

「けっこういろいろするわよ。最近はもっぱらヒメリカちゃん一筋だけど」

　へえ、意外だな。全然興味なさそうなのに。

「ま、初めてゲームしたのは高校入ってからだけどね」

「なにがきっかけだったんだ？」

　花はちょっと押し黙だまって、つんと顎あごを突き上げた。

「……あんたには関係ないでしょ」

　そうですよね、ダサ男と余計な口きく暇ひまはないってことですよね、分かってます。やっぱりギャルって苦手だ。

　そうこうする内に家に着いた。

「おじゃましまーす」

　久しく来客のなかった家に花の甘い声が響ひびき渡わたり──とたん、ありすがリビングから飛び出してきた。玄げん関かんに立っている花を見て、酸欠の金魚みたいに口をぱくぱくさせる。

「お、お、おにーちゃんっ……な、な、なん……っ!?」

　あー、そりゃびっくりするよな。地味なお兄ちゃんがこんな可愛い女の子、しかもこてこてのギャルを連れて来たんだから。

「やだ、妹さん!?　ウソでしょ、可愛すぎ！　本当に兄妹なの!?　月とすっぽん！」

　例えがちょっと気になるが、まあ興奮してしまう気持ちは分かる。俺の妹は可愛かろう？

　はしゃぐ花に対して、ありすは警けい戒かい心しん丸出しだ。なんか田た辺なべんちに初めて遊びに行った時、猫ねこが俺にこんな顔してたわ。「おまえ誰だれだ！　ご主人さまのなんニヤンだ！」みたいな。

「お、おにーちゃん……だ、誰、このひとっ……」

「ええと、同じクラスの──」

「駒形花です。これ、良かったらどうぞ。風味本ほん舗ぽのプリン、おすすめなの」

　ありすは差し出された小箱と花を呆ぼう然ぜんと見比べ、最後に俺を睨にらみ付けると、「うわぁぁぁああん！」と泣きながら階段を駆かけ上がった。

「おい、礼くらい言えって！　ありす!?」

　本当に猫か、あいつ！

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？　泣いてたみたいだけど」

「あー、久々の客人でびっくりしたんだと思う。悪いな」

「いいの、急にお邪じや魔ましたあたしが悪かったんだし。あたし子ども好きなんだけど、懐なつかれたことないのよね～」

　それは悪魔のような爪つめと濃こすぎるメイクが原因では？　と思ったが胸に留めておく。

　プリンを冷蔵庫にしまい、麦茶とグラスを取り、ありすが放り出していったらしい漫まん画がをまとめてテーブルの端はしに寄せる。待たせていた花を連れて階段を上がった。

　自室のノブに手を掛かける。女子を入れるなんて初めてだ。急にどきどきしてきた。変なモン出しっ放しにしてないよな……？

「ど、どう、ぞ……」

「おじゃましま……んああああああああああああ!?」

　花が足を踏ふみ入れるなり悲鳴を上げた。どどどどうした!?　いかがわしい本はすべて定位置に片付けてあるはずっ……!?

「ちょっと何これ!?」

「どれ!?　どこ!?　ナニ!?」

「これ！　美少女大戦の店頭ポスターじゃん！　しかもヒメリカちゃんバージョン！」

「あ、ああ、なんだ。よかったらやるよ」

「えっ、いいの!?」

　馴な染じみのゲームショップに行った際、ちょうど剝はがすところだったのでもらってきたもので、それほど思い入れはない。

　花はポスターを剝がして大切そうに丸めるとふんぞり返った。

「じゃ、さっさとあたしのゲームの腕うでを上達させてくれない？」

　なんで人の部屋でこんなに偉そうにできるんだ。

「とりあえずやってみるか」

　俺はプレステの電源を入れると、『美少女大戦』をセットした。２Ｐで対戦モード。花はもちろんヒメリカ、俺は適当にマリアというキャラを選せん択たくする。

「あああん、ヒメリカちゃんきゃわゆいいいいいい！　きゃわゆいいいいいいい!!」

　あーこれ生フローラだわー。まごう方かたなきフローラだわー。これ素なんだ、すげー。

「んっはあああああああきゃわゆううううういゥ[image: オ゛][image: エ゛]ッ」

　興奮しすぎてえずいちゃってんじゃねーか。

　しかしこいつ本当に自由だな。なんか緊きん張ちようしてるのがばかばかしくなってきたぞ。

「いいか、始めるぞ」

『ＧＯ！』という文字と共に勝負の幕が切って落とされた。花は気合い充じゆう分ぶんに吠ほえる。

「よーし、いくわよヒメリカちゃん！　えいっ！　えいえいっ！」

　素早く空を切る弱パンチ。……猫パンチかな？

「とうっ！　とー！　ほにゃー！」

　虚こ空くう目がけて光速で繰くり出される脛すね蹴げり。……小学生のケンカかな？

「これでどうよ!?」

　しまいにはその場でぴょんこぴょんこ跳はねはじめた。……バッタかな？

「ぐぬぬ、しぶといわね……！」

　顔を真っ赤にして歯を食くい縛しばっているところを見るとどうやら本気らしい。大丈夫なのかコイツ。先行き不安だ。

「あのさ、もっと近づけよ」

「!?　あ、あんた変なことしないって言ったじゃん！」

「あ、い、いや、そうじゃなくてヒメリカが。なんで何もないところで躍おどってんだ」

「う、うるさい、そんなの分かってるわよ！　てかあんたが来なさいよ！」

　ふむ、来いというのなら行ってやろう。俺はてくてくと近づくと、棒立ちのヒメリカに弱パンチを食らわせた。

「あっ、このっ、ふざけ……ぁっ、卑ひ怯きような……！」

　技を出すまでもない。突つっ立ったままパンチ、パンチ、キック。

「ちょっと、やめてよ！　鬼おに！　悪あく魔ま！　鬼き畜ちく！」

　キック、パンチ、パンチ、キック。

「ぁっ、あんっ、やだ、そんな、だめっ……あっ、ぁ……！　も、だめ、やめてぇ……！　あっあっ、あああ～ん！」

　弱パンチでフィニッシュ、敗者であるヒメリカの衣装が派手に破けた。

「んあああああああああああん!!」

　花の絶ぜつ叫きようが響き渡ると同時にバンッ！　と扉とびらが開き、顔を真っ赤にしたありすが現れた。

「な、ななななな何してるの、おにーちゃんっ!?」

「……ゲームだけど」

　刹せつ那な、テレビから『きゃぁぁ～！』とヒメリカの悲鳴が響き渡り、花が突っ伏ぷした。

「んああああああ～～～負けたぁぁあ～～～ヒメリカぢゃ[image: ん゛][image: ん゛][image: ん゛]、ごべん[image: ね゛]～～～でも負けても可愛[image: い゛]よォ～～～♡　うぇひひひひ～♡」

　カーペットの上でのたうちまわる花を、ありすはしばし芋いも虫むしを見るような目で見下ろしていたが、やがてそっと扉を閉めた。

「……おまえが変な声出すから誤解されかけただろうが」

「うるさい！　ってかズルしたでしょ!?」

「してないよ、するまでもないよ」

　はー、と力ないため息が漏もれる。フローラの実じつ況きようはさんざん見ていたが、まさか本気でここまで下手だとは……というか下手以前の問題のような気もする。

（……でも、本気で楽しそうにゲームするな、こいつ）

　思わず口元が緩ゆるんでしまう。俺は何考えているか分からないってよく言われるけど、こいつは逆に分かりやすすぎるな。

「ちょっと貸せ」

「あっ、何すんのよ!?」

　コントローラーを取り上げると、敵をＣＰＵにして対戦開始。

「いいか、まず防ぼう御ぎよを覚えろ。あと中ちゆう途と半はん端ぱな接近が一番不利だから、懐ふところに入るなら入るで、こう……」

　ヒメリカを操作しながらレクチャーするが、返事はない。

「聞いてるか？」

　振ふり返ると、花は食い入るように画面を見つめていた。頰ほおはうっすらと上気し、大きな猫目がきらきらと輝かがやいて──……あれ？　このカンジ、なんだか懐かしいような……？

　よそ見をしている間にトドメの強パンチが決まった。ヒメリカがくるりと回って勝利のポーズ。うっとりと画面を見つめていた花がハッと我に返ってコントローラーを強ごう奪だつする。

「あ、あたしのヒメリカちゃん返してっ！」

「じゃあ、今のを踏まえてもう一回やってみるか？」

「やってもいいけど、あんた目め隠かくししなさい」

「え？」

「ハンデよ、ハンデ。あと、使っていいのは左手だけね」

　ええー……ハンデはいいんだけど、そこまでして勝って嬉うれしいかなぁ？　仕方なくコントローラーを床ゆかに置き、ゲーム雑誌のノベルティでついてきたアイマスクを装着する。

「あは、似合うじゃん」

「……ありがとう」

　いやどういう状じよう況きよう？　なんで自分の部屋でギャルと二人っきりで目隠ししてんの、俺？

「よーし、思う存分ボコってやるからね！　万が一これで負けたら、何でもいうこと聞いてやるわ！」

　……それ負けフラグじゃないか？

　花はふんすと気合いを入れると、満を持して戦いに臨み──

「あっ、あん！　やだ、こないでっ！　卑怯者！　だめっ、そこは……！　ひぅ!?」

　──数分後、抜ぬけ殻がらとなって突っ伏していた。アイマスクを外して確認すると、俺のゲージは一mmたりとも削けずられていない。見事なフラグ回収だ。

「……一応聞くけど、ふざけてるわけじゃないんだよな？」

「本気に決まってるじゃん!?　あたしだってヒメリカちゃんを勝たせてあげたいんだから！」

　花は涙なみだ目めだ。ふざけてくれていた方がまだ救いがあった。

　俺は痛む頭を押さえた。どこから手をつけて良いのかまったく分からない。何せこんなセンスのない人を見たのも初めてなら、教えるのも初めてだ。

「……一日時間をくれ。とりあえず、明日までに対策を考えておくから」

「あ、そ。じゃ、お疲つかれ～」

「いやいや、待て!?」

「え？」

「交こう換かん条件！　再生数を上げるコツを教えてくれるんだろ？」

「……仕方ないわね」

　いや持ちかけたのはおまえだからね？

　胸中でツッコミつつもメモを取り出して構える。知らず心臓が高鳴った。ああ、これで俺もいよいよミリオン実況者の仲間入りか！　一〇〇万回再生記念生放送とか企き画かくしておいたほうがいいかな？

　花はベッドに腰こし掛かけてふんぞり返った。

「じゃ、見せて」

「……え？」

「実況、やってみせなさいよ」

「え、いや……あれ？　ランキングに入る極意を教えてくれるって話じゃ……？」

　恐おそる恐る尋たずねると、花はふわりと髪かみを払はらって一言、

「そんなものないわよ」

「詐さ欺ぎじゃねーか！」

「詐欺じゃない！　再生数を伸のばすには、まずは動画の質を上げること！　そのために基本的なことは教えてあげられるっていう意味よ、あれは！」

「いや、極意っていうからにはもっとこう、一いつ瞬しゆんで底辺から有名実況者の仲間入りするノウハウみたいな……！」

「そんなのあったら苦労しないわよ！　勉強だって運動だってゲーム実況だって、小さなことからコツコツと！」

　ああああ、だよなああ、そんな美お味いしい話あるわけないよなあああああ!?　騙だまされた！

「ってわけで、まずは実況してみせて。いつもみたいに、録画してるつもりでね」

「あ、ああ」

　一応アドバイスしてくれることには変わりないらしい。ここまできてしまった以上、何も得ずに追い返すのも癪しやくだ。せめて客観的な意見を聞いてみたい。一応一〇〇万再生のランカーだしな、こいつ。

　しぶしぶ『キメラハンター』のソフトを入れる。が、……え、ちょ……思いの外緊張するんですけど!?

　背後から花の視線を感じて、嫌いやな汗あせが背中ににじむ。生で見られながら実況するなんて初めてだ。緊張する、し、すごい恥はずかしい……いや、怯ひるむな宗彦！　これは実況ランカーに忌き憚たんなき意見を聞く貴重な機会！　そして夢のランキング一位に輝くための試練！

　俺は咳せき払ばらいすると、汗ばむ手でコントローラーを握にぎった。

「え……えー、初めまして。お久しぶりの方はお久しぶりです。ねむひこです。あの、まだまだ底辺実況者で、他には格かく闘とうゲームとか上げたりしてるんですけど、まあゲーム好きなんで、いろいろ発はつ掘くつとかもしてて、少しでもおもしろさを広められたらなっていう思いで実況してます。で、今回はけっこう有名な、キメラハンターをやっていこうと思うんですけど、──」

「待って。導入長すぎない？」

「え？」

　振り返ると、花が真しん剣けんな顔で顎あごに手を当てていた。

「実況動画ってゆーのは、最初の一〇秒が肝かん心じんなの。自分語りとかいらない。観みてる人はあんたに興味があるんじゃなくて、あくまでゲームプレイの実況動画を見に来てるんだから」

「うっ」

　こいついきなりずばずば切り込んでくるな。

「あと自じ虐ぎやくのつもりかもしれないけど、底辺とかネガティブなこと言わないほうがいいと思う。人によっては見る気が削そがれるカモ」

「は……」

　それは盲もう点てんだった。自己紹しよう介かいは一種の礼れい儀ぎだと思っていたし、自分で底辺と言うのは謙けん虚きよさのつもりだったが……確かに、余計な情報は娯ご楽らくには邪じや魔まかもしれないな。

「じゃ、続けて」

　促うながされて、いよいよプレイに入る。

「おっ、出た！　これは！　なかなか！　ここで……こう！　っしゃ！　この調子！　で、こう……ですね。うん。オッケー！」

　エンカウントしたキメラをさくっと倒たおして、俺は思わずガッツポーズした。

「どどどどどうだった!?」

　しかし花はまたもや首を捻ひねっていた。

「全然『実況』してなくない？」

「……おまえも似たようなものでは？」

「あたしには声っていう武器があるもん。むしろ冷静な実況は求められてないってゆーか」

　こいつ、案外冷静に自分の強みを分ぶん析せきしてるな……

「でも、けっこういいプレイができたと思うんだが……」

「これは実況動画なんだから、常人には不可能なスーパープレイでもない限り、プレイそのものに重きはおかない方がいいんじゃない？　あとねぇ、なんか堅かたい」

「堅い？」

「うん。壁かべを感じるっていうか、一人でやってるって感じがするっていうか」

「……そりゃ一人でやってるからな」

「分かってるわよ。でも、もっと観てる人を意識したほうがいいと思う。うまく言えないけど」

　堅いという評価は正直意外だった。これでも親しみやすい実況を心がけているつもりだったが……観てる人を意識する？　どういうことだろう。

「それと前から思ってたんだけど、キャプチャーソフト、それ、コーデック買ってライセンス入手しなさいよ。ロゴ入っちゃってんじゃん」

　動画を録画する際には、キャプチャーソフトというソフトが必要になる。このキャプチャーソフト、無料でも使うことができるのだが、その場合は録画した画面の右下にうっすらとロゴが映ってしまうのだ。

「ええ？　でもうっすらとだし、ロゴ自体小さいし、別に気になるほどじゃ……」

「ロゴが入ってるだけで底辺って感じる人もいるかもよ？　ランキング入りする実況動画でこういうロゴ入ってるの、見たことある？」

「……ないな」

「あと、もしお金に余よ裕ゆうがあるなら、キャプチャーボードもいいやつ買ったら？」

　キャプチャーボードとは、ゲーム機の映像・音声をＰＣに映すための周辺機器である。

「いいキャプチャーボードにするだけで、画質だいぶ良くなると思う。お金はちょっと掛かかるけど、観てる人になるべく余計な情報とかストレスを与あたえないよう、こういう小さなところにもこだわったほうがいいわよ」

　なるほど。大和家の会計を預かる身として主婦根性が働いたというか、ちょっぴり妥だ協きようしてしまっていたが、こういう細かいこだわりが再生数に繫つながるんだな。

「ま、今んとこ言えるのはこれくらいかな。基本的なことを押さえた上で、あとはあんたの武器っていうか、あんたらしさを出していけばいいと思う」

　花はあっさり言ってくれるが──俺らしさってなんだろう？　ちょっと考えてみたが思い当たらない。……これは今後の課題になりそうだ。

　しかし、フローラの実じつ況きようを見る限り、何も考えてなさそうだと勝手に思っていたが、ちゃんと観てる人のこと考えながらやってるんだなぁ。……最初は騙されたと思ったが、この短時間で得るものがたくさんあった。

　俺は言われたことをまとめてメモを取り──ふと疑心が兆した。

「っていうか、花は俺の実況動画見たことあるのか？」

「なんで？」

「いや、やけに詳くわしいから」

　さっきも『前から思ってたけど』って言ったし……、そもそも俺と花が互たがいの正体を知るきっかけになったＴｗｉｔｔｅｒだって、フローラからフォローしてきたのだ。

「……まあね」

　なんだか歯切れが悪い。

　詳しく追つい及きゆうする前に、花はベッドから立ち上がった。

「ってわけで、今言った諸もろ々もろ含ふくめて改善することー」

　帰り際、花はローファーのつま先で床ゆかを叩たたきながら手を振ふった。

「じゃーね。あ、このことはマジで誰だれにも言わないでよ？　学校で声掛けたりしたらシリコンシャンプーの刑けいだから」

　シリコンシャンプーの刑ってなんだろう。

「送ってくぞ」

「いらない。まだ明るいし。じゃ、明日までにあたしのゲームの腕うでを上げる対策を考えておくって話、忘れないでよ？　妹さんによろしく～」

　花は短いスカートをひるがえして出て行く。ドアが閉まった途と端たん、あの学校一の美少女がうちにいたなんて夢ではないかと思い始めた。部屋に戻もどると、雑に投げ出されたコントローラーと、たぶん香こう水すいだろう淡あわい残り香がだけがあいつの存在を証明していた。

「はー……」

　崩くずれるようにしてベッドに座る。なんかすごい疲つかれた。今日だけで三ヶ月分くらいしゃべった気がする。

　しかし……ランキング一位というエサにつられて協定関係を結んだはいいが、どうすりゃいいんだ……どうやったら花のゲームを上手くしてやれるのか。そして俺は本当にゲーム実況が上手くなれるのか。

「……とりあえず、あの人に相談してみるか」

　すっかり凝こってしまった肩かたを揉もみつつ、俺はため息を吐ついたのだった。










「えー、ほんと～？　じゃあさ、今度みんなで行ってみよーよ」

　次の日。花は相変わらずギャルたちの中心できらきらと輝かがやいていた。整った顔はメイクでさらに引き立ち、つやつやの唇くちびるから零こぼれるのはおすましした可か憐れんな声。華はなが咲さくのは駅前にできたカフェ、流行りのメイクに、最近話題のドラマの話。

　……あいつ、本当に昨日俺の部屋にいたんだよな？　一いつ緒しよにゲームしたんだよな……？

　眩まばゆいばかりの花を眺ながめる内に、昨日のことは夢だったのではないだろうかと思えてくる。

「大和くん、駒形さんがどうかした？」

「え？」

　気付くと、井いの上うえが不思議そうに俺を見ていた。

「ずっと目で追ってるから」

「あ、いや、別に」

　慌あわてて箸はしに挟はさんだままだった卵焼きを口に放り込むと、田辺が焼きそばパンを頰ほお張ばりながらうんうんと頷うなずいた。

「分かるぞ～宗彦。駒形、めっちゃめちゃ可愛かわいいもんな。でも身の程をわきまえろよー？　ギャルってのは違ちがう世界の人種なんだからな！　ま、たとえ付き合ってほしいなんて告白されたって、オレは願い下げだな！　駒形ってなんかわがままそうだし！」

　いや俺だってそういう対象として見てねーわ。……でも、確かにわがままかもしれないけど、手土産に気を遣つかったりとか、けっこうちゃんとしてる部分もあったりもするわけで……いや、別に庇かばうとかじゃないんだけど……

　そんなことを悶もん々もんと考えながらまた花を見ていると、ふと目が合った。

　今にも零れそうな瞳ひとみにどきりと心臓が高鳴り──即そく座ざにつん、と顔を背けられる。

　……あのギャルと一緒にゲームしたなんて、やっぱり夢だったんじゃないか？










　そして、その日の放課後。

「……おう」

　チャイムがして玄げん関かんのドアを開けると、家出少女みたいなばかでかい荷物を背負った花が立っていた。一度家に帰ってから来るというので何事かと思ったら、わざわざ私服に着き替がえてきたらしい。肩の大きく開いたシフォン素材のミニワンピというギャルの権化みたいな服装だ。

「……本当に来たんだな」

「え？　悪い？」

「いや、なんか、夢じゃないかと思ってたから」

「はあ？　あたしを凄すご腕うでゲーマーにしてくれるんでしょ？　昨日の約束忘れたわけ？」

　覚えてるけど、凄腕ゲーマーとまで言ったっけ？　そしてその荷物はなんだ。

「はいこれ、シュークリーム」

　とりあえず花に先に部屋へ上がっているよう促すと、キッチンに入ってシュークリームを冷蔵庫に入れ、菓か子しと麦茶を用意した。

　……本当に来た。あの駒形花がうちに来た。やっぱ俺の妄もう想そうじゃなかったんだなと不思議な実感を嚙かみしめつつ、階段を上がって部屋の扉とびらを開け──

『はなたろうくん、おはよう。いい天気ね』

「あは～ん、きゃわいい♡　ヒメリカちゃん天使～♡」

　俺は麦茶とお菓子を手にしたまま、自分の部屋の入り口に立ち尽つくした。

「……これはどういうことだ」

　壁にはヒメリカのタペストリーに等身大ポスター、昨日剝はがしたはずの店頭ポスターが貼はられ、テレビが映し出すのはヒメリカの微笑ほほえみ。机の上には美少女大戦のクリアファイルや缶かんバッチ、様々なスケールのフィギュアが所ところ狭せましと並んでいる。俺の部屋のはずであるその空間は、ヒメリカ一色にカスタマイズされていた。

　そして。

「……誰だおまえは」

「ハァ？　あんた脳みそ虫に食われてんの？」

　花は先程の蕩とろけた表情とは打って変わって冷たい目で俺を見上げた。来た時は確かにド派手な私服だったのだが、今はいかにも楽そうなパステルカラーの部屋着に着替えている。その上カーペットにだらしなく腹ばいになり、しかも前まえ髪がみをヘアバンドで上げて完全に休日モードである。

「……いや……え、なんで着替えて……」

「ヒメリカちゃんと戯たわむれる時はできるだけありのままのあたしでいたいってゆーかぁ」

　無防備に転がっている姿はまるでアザラシだ。これが本当にあの完全無欠のカリスマ美少女ギャル、駒形花であろうか？　学校とは別人だ。

「……俺が言うのもなんだけど、ギャルとしてどうなのそれは……？」

　よくよく見ると爪つめも短いし化け粧しようも薄うすい。というかたぶんほとんどすっぴんだろう。にもかかわらず垢あか抜ぬけて見えるのはやはり素材がいいからか。俺としては正直こっちのほうが好みだが……というかうすうす思ってたけど、すごい童顔なんだな。

　と、下から伸のびてきた手がポテチをつまんだので、俺は慌ててコントローラーを取り上げた。

「おい、ポテチ食べた手でコントローラー握にぎるな！」

「[image: あ゛][image: あ゛]ー返じでー！　ヒメリカちゃ[image: ん゛]があだじを待って[image: る゛][image: の゛]ー！」

「おまえそんなきったない声出るんだな」

　すっかり様変わりをした部屋を見回して呻うめく。

「なんで俺の部屋なんだよ、自分の部屋でやってくれ」

「……ヤダ」

「ヤダじゃなくて」

「ヤぁーダー！」

　だだっ子か。

「だってうちじゃオタクグッズ広げられないんだもん」

「ああ、兄弟と部屋が一緒とか？」

「ううん。一人っ子。てか、一人暮らし」

「え？　じゃあ好きに使えるだろ」

「……でも、いつパパとママが来るか分からないし」

　ヒメリカの抱だき枕まくらにしがみついた花は口を尖とがらせて、どうやら拗すねているようだ。一人暮らしに憧あこがれていたが、一人だからって自由にできるってわけでもないんだな。

　しかし人の部屋を使ってまでヒメリカに囲まれたいなんて、大したのめり込みっぷりだ。

「……ヒメリカのどんなところがそんなに好きなんだ？」

　もちろん可愛いし魅み力りよく的だし、俺も好きなキャラだが、ギャルである花がこんなにもぞっこんになるのは何か理由があるのだろうか？

「えっ、聞きたい!?」

　花ががばりと身を起こす。あ、やばい、変なスイッチ押したぞ。

「えっとね、全部語るとキリがないんだけど、特に好きなエピソードはぁ、ストーリーモードで、ヒメリカの親友のメアリーがくまのぬいぐるみをバカにされて、ヒメリカがそいつらに立ち向かうシーンあったでしょ？　『大好きな親友の大切なものは、私にとっても宝物なの！　ばかにするのは許さない！』って。そういう友達思いなところかな？　あとはおしとやかなのに勇気があるところとか、芯しんの強さ？　みたいな？　とか、怖こわくても弱音を吐かないところ……あ、あとはねー、三面の敵と戦った後で──」

　花は指折り数えている。その目は子どもみたいにきらきらと輝いていた。

　こいつ、本当にヒメリカのことが好きなんだな。

　俺はやれやれとため息を吐くと、いつまでも語り続けそうな花に一枚の紙を突つきつけた。

「これ」

「なに？」

「おまえが守るべき格かく闘とうゲームの三原則だ。まず、『①むやみにジャンプしない』。『②基本コンボを覚えて、できるだけコンボを繫つなぐ』。最後に『③防ぼう御ぎよをおろそかにしない』。これだけ気を付ければ、それなりに戦えるようになる」

　……はず。

　昨夜、Ｔｗｉｔｔｅｒフォロワーの助けを借りつつ、花がこんなにも格ゲー下手な原因を分ぶん析せきしてみたのだが、初歩の初歩としてはこんなところだろう。

　花はパッと顔を輝かせた。

「えー、こんな簡単なことでいいの？　楽勝じゃん！　あんたやるわね」

　なんで上から目線なんだ。まあいい、昨日の実じつ況きようレクチャーは正直かなり参考になったからな。

　俺は敵をＣＰＵに設定するとスタートボタンを押した。

「じゃ、始めるぞ。三原則を意識しろよ」

「分かってるし」

　ヒメリカとＣＰＵが向かい合う。ゲーム開始の音楽が鳴り響ひびき──

「ちょ、ジャンプするなって！」

「だってヒメリカちゃんがジャンプしたがるんだもん！」

「そんなわけあるか！　足あし払ばらい来るぞ、防ぼう御ぎよ防御！」

「こう!?」

「違う、普ふ通つうの防御じゃ意味ないって！　いいか、攻こう撃げきには上中下、近中遠、弱中強があって……！」

「分かってるってばー！」

　ヒメリカはもたもたと謎なぞの動きをするばかりで、まったく勝負になっていない。

　花はぎりぎりと歯を食くい縛しばっていたが、おもむろに立ち上がった。

「……今から本気を出すわ」

「ああ、いや……なんで立つんだ？」

「見なさい、あたしの実力！」

　花が高らかに吠ほえ、これまでが噓うそのように機き敏びんに動く！　……本体花が。

「とうっ！　とぉー！」

「うおっ、危ねっ！」

　花は元気にコントローラーを振ふり回し、跳とんだり跳はねたりしている。ああ、いるよなー、こういう、キャラに合わせて身体からだ動いちゃう人……そうかー、そのタイプだったかー……

　しかし肝かん心じんのヒメリカは、機敏に動く本体とは裏腹にやっぱりなんかもたもたしていた。

「くっ、このっ！　このぉっ！」

「いてっ！」

　花の動きはどんどん大だい胆たんになり、側頭部に思いっきり裏うら拳けんを食らう。

「ちょ、いったーい！　何すんのよ！」

「それはこっちの台詞せりふだ！」

　俺は慌あわててベッドの上に退たい避ひした。

　その間にヒメリカはＣＰＵの攻撃を食らって緩ゆるやかに負けた。

「あっ、あー！　あー……ぁー……」

　花はそっとコントローラーを置いてごろんと仰あお向むけになると、無の表情で呟つぶやいた。

「ちょうちょになりたい」

　そこは凄腕ゲーマーとか言っておけよ、なんでちょうちょなんだ。

「ヒメリカちゃんの髪飾りガーベラの蜜みつを吸って生きるちょうちょになりたい」

　なるほど。だいぶヒメリカ廃こじらせてんな。

　とりあえず詳くわしく話を聞いてみよう。

「えーと、三原則はこれからゆっくり身につけていくとして……身体動かさずに指を動かすことはできないのか？」

「できない」

　何でだよ、呪のろわれてんの？

「……ちなみに花、入学試験の成績は」

「は？　三位だけど？」

「体力測定は」

「女子別？　なら、学年二位」

　そうなのだ。花は頭は悪くない、運動だってできる。なのにどうしてゲームの腕うでに限ってこんなに残念なんだ。文武両道、完全無欠ギャルの弱点がゲームとはなぁ……

「うう、やっぱり無理なんだ。あたしがヒメリカちゃんを布教しようなんておこがましかったんだ……」

　ネガティブスパイラルに入ってしまっている花を見下ろしてため息を吐つく。こいつもこんな風に落ち込んだりするんだな。こうしてしょんぼりしている顔を見ていると、力になってやりたくなってしまう。でもどうしたもんか……

　ふと視線を落とした俺は、ＴｗｉｔｔｅｒにＤＭ通知が来ていることに気付いた。

「お。悪い、通知きてる」

「は？　なに？　誰だれ？　あたしが凄すご腕うでゲーマーになるよりも大切な用事？」

　めんどくさいカノジョか、おまえは。

「Ｔｗｉｔｔｅｒで知り合ったゲーム実況者仲間だよ。昨夜、格ゲーのコツについて相談してたんだ。こいつも結構ゲームうまいからさ」

「男？　女？」

「男だよ」
















　そもそも男の知り合いしかいねーわ。そんなあっさり女の子と仲良くできる体質なら、横からおまえにスマホ覗のぞき込まれたくらいでこんなどぎまぎしてねーわ。

　通知を開くと、『貴公が眷けん属ぞくのさらなる力を求むる旅路の首しゆ尾びは如何いかがか？』と書いてあった。

「あー、おまえのこと相談したから、気にしてくれてるっぽい」

「なにこれ、『紅ぐ蓮れん騎き士し』？　うわ、なんか難しい漢字たくさん書いてる」

「格ゲーを専門にしてる実況者なんだけど、ちょっと中二病っていうか……『ナイト・ドラグーン』って知ってるか？」

「ああ。去年発売された格ゲーでしょ？　人間界と天界の戦争で、神々と悪あく魔まがどうたらこうたら～とかいう、ダーク系の」

「そう。そのゲームに、ロディリオ──通つう称しよう紅蓮騎士っていうキャラがいるんだけど、そのキャラになりきってるんだよ」

「え、大だい丈じよう夫ぶなの、そのひと？」

「ちょっと変わってるけど、格ゲーはうまいし、実況動画もキャラの声真似で上げてて、すごいクオリティ高くてさ」

　ただ再生数はいまいち振るわない。そもそもマイナーゲームのキャラなりきり実況では、視し聴ちよう者の母数に限度があるのだ。けれど紅蓮騎士はよほどそのゲームとキャラが好きらしく、ナイト・ドラグーン実況にこだわりつづけている。

　紅蓮騎士と知り合ったきっかけは、あっちが俺のファンだと言ってＴｗｉｔｔｅｒ上で声を掛かけてくれたことだ。俺が動画を上げる度に熱心にリプをくれて、以来、実況者としてのランクが同じくらいのこともあり、馬が合って交流していた。言動はちょっとイタイが、ゲームの腕はかなり良い。なぜかは知らないが相当俺を慕したってくれていて、つい先日、二駅先に住んでいることもＤＭのやりとりで知った。

「こいつの格ゲー、参考になるかもな。ちょっと見てみるか？」

　パソコンでニヤニヤ動画を開くと、†紅蓮騎士†というものものしいユーザーの実況動画を流した。

　ゲーム画面の中で長身の美青年ロディリオが剣けんを抜ぬき、凜り々りしい声が流れ出す。

『堕おちてなお真紅に彩いろどられし翼つばさを望むか、儚はかなき者よ！　我が怒いかりと苦しみを知るがいい！』

　正直なにを言っているかはよく分からないが、このわけの分からなさが中二の中二たる所以ゆえんらしい。

　と、珍めずらしく神しん妙みような顔をして聞き入っていた花が口を開いた。

「……ねえ、これ、本当に似てるの？」

「すげーそっくりだよ。ほら、今聞こえたのが本物。どっちが本家か分からねーだろ？」

　似すぎるあまり、どっちがゲーム内のロディリオで、どっちが実況者の紅蓮騎士なのか分からなくてややこしい。それも再生数が伸のびない理由なのだろうが。

　しばし真しん剣けんな目で画面に釘くぎ付づけになっていた花が、ぽつりと呟いた。

「……ヒメリカちゃん」

「は？」

「この声、ヒメリカちゃんじゃない？」

「ええ？　いや、全然違ちがうだろ」

　ロディリオは凜々しい青年騎士だ、ヒメリカのきゃぴきゃぴ声とは似ても似つかない。しかし花は食い下がる。

「ねえ、絶対ヒメリカちゃんだって！　パッケージ貸してよ！」

　仕方なく手て渡わたすと、花はナイト・ドラグーンの裏面を確認して目を見開いた。

「やっぱり！　『舞まい城じようほのか』！　ヒメリカちゃんの声優さん！」

「えっ!?」

　改めて動画に耳を傾かたむける。ヒメリカは甘くて可愛かわいい声だけれど、ロディリオはちょっとすかした男の声にしか聞こえない。声優ってすごい。っていうか、花もこんなに違うのによく気付いたな。

「マジか……おまえすげーな」

「てか、ロディリオの声真似してるこの紅蓮騎士っていう子も女の子だと思うんだけど」

「え？　え？　でもこれ、男の声だろ」

「あんたの耳は飾かざりなの？　本家の声優さんも女の人なんだし、あり得ない話じゃないでしょ」

　……えっ、じゃあこれ女の子なの？　俺今まで、女の子と仲良く連れん絡らく取り合ってたの？？　うそでしょ？？？

　改めて、ＤＭやリプでのやりとりを読み返してみる。なんかめちゃめちゃ熱ねつ烈れつに好きだって言われてんだけど……いや、ないない。やっぱ絶対男だよ、これ。声めっちゃ凜々しいし。そもそもイケボでもイケメンでもない、地味だけが取り柄えの俺が無条件に女の子に好意を持たれるなんてあるわけないし──

「ねえ、会いたい」

「え？」

　顔を上げると、花がきらきらと目を輝かがやかせていた。

「あたし、紅蓮騎士さんに会いたい！　だって、ロディリオの声ができるってことはヒメリカちゃんの声もできるってことでしょ!?　リクエストしたら、ヒメリカちゃんの声であんな台詞やこんな台詞を言ってもらえるかもしれないってことでしょ!?」

　顔を見たこともない相手に一体なにを言わせる気なんだ、こいつは。

　俺の心配をよそに、花は俄が然ぜん鼻息を荒あらくしている。もうすっかり会う気らしい。

「あー、まあ、格ゲーのコツなんかも、いろんな人から直接聞いた方が参考になるかもな」

　そもそも俺一人では心こころ許もとないと思い始めていたのだ。……それに、いかにヒメリカ廃のポンコツとはいえ、学校一の美少女、しかもギャルと二人きりという空間に、俺のこじらせメンタルがそろそろ悲鳴を上げている。俺としても仲間男が増えたほうがありがたい。

　……しかしこうして画面の外の人と繫つながるって、不思議な感じがするな。

　俺はちょっとどきどきしつつスマホをタップした。

『紅蓮騎士さん、昨夜はありがとうございました。ところで実じつ況きよう者のフローラさんって知ってますか？　実はゲームがうまくなりたいというのはフローラさんのことで……なかなか上手くいかず困っているので、もし良かったら協力していただけませんか？』

　ＤＭを送ると、ほどなくして返信が来た。

『時は満ちた！　今こそ我が力を知らしめようぞ、魔まに魅み入いられし右手を持つ者よ！』

　花がわくわくと画面を覗き込む。

「なんて!?」

「ええと、たぶんすごい喜んでくれてる」

「魔に魅入られし右手を持つ者ってなに？」

「俺のことらしい。いつもそう呼ばれる」

「ふーん。『まにみぎ』とかに略したらだめなの？」

「だめなんじゃないか、中二病的に」

　受け答えしつつも、花の小さな顔がすぐ横にあって集中できない。……こ、この距きよ離り感かんってギャルにとっては普ふ通つうなのだろうか？　髪かみが頰ほおに当たってくすぐってぇ……うわ、ほんとまつげ長いな……なんかいいにおいするし……

　必死で心頭滅めつ却きやくしていると、花がふと顔を上げ、

「ちょっと、近いんだけど!?」

「おまえが勝手に覗き込んできたんだろうが!?」

　なんで俺が突つき飛ばされなきゃなんねーんだよ、自由人か！

　尻しりをさすっていると、新たなメッセージが来た。

『我が使い魔も共に参じて構わぬか？』

「……使い魔？」

「ええと、友達も連れて行っていいですかってことかな」

「いいんじゃない？　人数増えたほうが楽しそうだし」

　大人数でわいわいゲームをする様子を想像すると、柄がらにもなくわくわくした。すごいな、顔も見たことない人たちとどんどん輪が広がっていく。

　オーケーの旨むねを返信すると、またメッセージが来た。

『約束の地を教えよ』

「集合場所はどこですかってことかな。どうする？」

　花はきょとんと床ゆかを指さす。

「ここでいいっしょ？」

「おまえ、そうやって俺の家をたまり場にする気だろ。次こそおまえの家に──」

「え、ちょ……知り合って間もない女子の家に上がり込むとか……コワ……引く……マジでない……」

「あーもう、分かったよ！　分かったからそんな目で見るな！」

　これこのままずるずるたまり場になるパターンじゃないか!?

　嫌いやな予感はしつつも下心満まん載さいな勘かん違ちがい男というそしりを免まぬかれたい一心で、土曜日──つまり明日、朝一〇時に駅前まで迎むかえに行くという約束を取り付ける。

「じゃあまた明日だな」

「やったー！　楽しみーっ！　生ヒメリカちゃんにどんな台詞言ってもらおっかな～！」

　花は足をぱたぱたさせながら寝ね転ころぶと、ご機き嫌げんで『美少女大戦』をプレイしはじめた。

「……いや帰れよ」

「ええ～やだぁ～もっとヒメリカちゃんといちゃいちゃしていたい～！」

「だから自分の部屋でやれ！」

　花はうつむくと小さな声で何か呟つぶやいた。

「だって、帰ったって誰だれもいないんだもん……」

「ん？」

「なんでもない。てか、次はあんたの番じゃん。実況見てあげる」

「……いや、今日はいい」

「え、なんで？」

　昨日花にアドバイスをもらって、少し考えるところがあったのだ。

　花の実況スタイルは、視聴者の求めるものに本能で応えていく、典型的な天才タイプだ。あの実況は花にしかできない。翻ひるがえって俺はどうかというと、未いまだに自分なりの実況スタイルを見いだせていなかった。基本を押さえた上で自分の色をどう出していくか──俺らしさとは何か、その答えが出ていないのだ。今は新しい意見をもらうよりも、自分の実況の方針についてもう少し熟成させたかった。

「もうちょっと考えたいんだ」

「ふーん。じゃ、着き替がえるから出てってー」

　自分の部屋なのに追い出されてしまった。納得いかない。




　その日の夕飯はサラダにシチュー、パンにした。人参は少なめだ。

　ごはんだぞと叫さけんだが、ありすはなかなか下りて来なかった。しつこく呼ぶと黙だまりこくったまま下りてきた。

　もくもくと囲む夕飯。

「どうした、食しよく欲よくないか？」

　ありすはじっとうつむいていたが、やがて「ねえ」と小さな声で呟いた。

「……あの人、……今日も来てた女の人……お兄ちゃんの、カノジョ……？」

「はァ？　んなわけねーだろ。ただのクラスメートだよ。ゲームを教えてほしいんだとさ」

　それを聞いた途と端たん、ありすの顔が照明よりも明るく輝いた。

「だ……だよねー!?　おにーちゃんみたいな地味ダサ男にカノジョなんかできるわけないよね!?　あー、心配して損した！」

「心配って？」

「べ、別に!?　あのギャルに貢みつがされてるんじゃないかって思っただけ！　おにーちゃんなんかカノジョできたってどーせ裏でＡＴＭとか呼ばれていいように弄もてあそばれるだけなんだから、女の子となんて一生付き合わないほうがいいよ！」

「じゃあ一生童て……独り身じゃん」

「いーんじゃない？　あ、シュークリーム食べよーっと！」

「ちゃんとサラダも食べてからな」

「えー」

　なんて顔をしかめながらも、ありすはトマトを口に運ぶ。その様子を見ながら俺は小さく笑った。生意気なところもあるけれど、やっぱり可愛い妹なのだ。

　それにしても、明日は朝から花と待ち合わせか……ギャルなんて一生関わることないだろうと思ってたのに、なんか連日会ってないか？










　　　■第三章　紅ぐ蓮れん騎き士し＆ゆえ、参戦







　駅前広場、不細工なキリンのオブジェの下。待ち合わせとしておなじみのこの場所は、今日もたくさんの人で賑にぎわっている。

　そんな中、俺たちはそわそわと紅蓮騎士とその使い魔の登場を待っていた。俺のファンだという紅蓮騎士、いったいどんな人なんだろう。ロディリオのイメージが強いので、すらりとした美青年が思い浮うかぶ。……やばいぞ、緊きん張ちようしてきた。俺、どんなキャラでいったらいいんだろう？　爽さわやか好青年……いや、頼たよれる兄貴的なキャラがいいのか？　それとも寡か黙もくな孤こ高こうの戦士……あれ、俺、今までどうやって現実で友達作ってたっけ？

　人生の迷路に迷い込む俺をよそに、花はなは何やら手帳をのぞきこんでぶつぶつ言っている。

「どーしよ、最初はこれ……やっぱりこっち……」

　その横顔をちらりと見み遣やる。柔やわらかそうな髪が風に揺ゆれ、初夏の日差しが白い頰にまつげの影かげを落としていた。たぶんつけまというやつなのだろうが、それにしたって長い。淡あわいピンクのアイシャドウがもともと印象的な猫ねこ目めをさらに際立たせている。唇くちびるもピンクでつやつやだし。スタイルも抜ばつ群ぐん。脚あしも腰こしも折れそうなほど細いのに、胸は大きくて……

　遠くから女の子たちの「うわ、あの子すごい可愛かわいい！」「モデルかなぁ」という会話が聞こえてくる。傍そばを通りかかる男たちの羨せん望ぼうと恨うらみのこもったまなざしが気持ちいい。こうして並んで立ってると、なんかちょっとデートみたいだよな、なんて……

「……なにニヤニヤしてんの、こわっ」

　やばいめっちゃ顔に出てた。密ひそかに反省していると、ＤＭが入った。

「お。あっちも着いたって」

「うわっ、どーしよ、緊張してきた！　どんな人なんだろ？」

　休日の駅前広場は待ち合わせの人たちでごった返している。期待と不安に胸を昂たかぶらせつつ男二人組を探すが、それらしき人物は見当たらない。

「おかしいな」

「きりんの下にいるって送った？」

「ああ、そうだな」

　俺がＤＭを送信するのと、広場の隅すみで異様に黒い人ひと影かげが突とつ然ぜんバッ！　と手を掲かかげて叫ぶのは同時だった。

「忠義の騎士はここに降臨せり！　魔の宿りし右手を持つ者よ、今こそ我が声に応えよ！」

「え……なにあれ……」

　俺もぽかんとそちらを見遣る。人々の目を釘くぎ付づけにしているのは、真っ赤なバラの眼帯、ごてごてしたゴスロリちっくな服に編み上げブーツ、極めつけに巨きよ大だいな棺かん桶おけを背負った、中学生くらいの女の子であった。

　花が蒼そう白はくな顔で呟く。

「ねえ、あれ、もしかして」

「俺も今そう思ってる」

　あれ、あれ、あれってまさか、もしかして──

　その予感を裏付けるように、張りのある声が朗々と響ひびき渡わたった。

「我が名は紅蓮騎士、ロディリオ・アル・ディ・ヴァルテリアなり！」

「女の子じゃねーか!!」

「だから言ったじゃん！」

　いやいやいや待って、いろいろ理解が追いつかないんだけどっ、つーかめっちゃ注目集めてるよやめて!?

「む！」

　と、ポーズを決めていた少女がスマホに目を落とした。画面を見てキリンを確認。靴くつ音おとも高くまっすぐにこちらへと歩いてくる。

「やだ、こっち来る！」

「他人のふり、他人のふり！」

　とっさの判断も虚むなしく、少女は俺のすぐ傍そばまで来るときらきら輝かがやく右目で見上げてきた。

「貴様、魔まの宿りし右手を持つ者か？」

「え、ええと……そう、かな？」

「ようやく巡めぐり会えたな、我が魂たましいの片割れ──いや、前世より縁えんで繫つながれし主あるじよ！」

　少女が顔を輝かせたかと思うと、次の瞬しゆん間かんには思いっきり抱だきつかれていた。

「……えっ？」

　何!?　何が起こった!?　つか、む、胸、当たっ……や、柔らかっ……!?

「ちょっと、何!?　何が起こってんの!?」

「おっ、俺にも分からない……！」

　驚おどろく花をよそに、少女はますます強く抱きつきながら俺を見上げる。

「やっと会えた……！」

　その瞳ひとみは熱っぽく潤うるんでいて、思わずどきりとしてしまう。

「あ、いや、えっと、ぐ、紅蓮騎士さん……？」

「さあ我が主よ、ここに盟約は結ばれた！　今こそ血ち塗ぬられし儀ぎ式しきを！」

「え、儀式って何──」

　少女は俺の手を取るや、異様に光る目で見つめ──人差し指をぱくりと口に含ふくんだ。

「……え？」

　何が起こったか分からない。濡ぬれたぬくもりが指を包んでいる。啞あ然ぜんとしている内に、柔らかい舌がにゅるにゅると絡からんで──って、

「うおおおおおおおおおおい!?」

　手を振ふり払はらう前に横から頭をひっぱたかれた。

「あ、あああんた何考えてんのよ!?　初対面の女の子に指しゃぶらせるとかこの変態！」

「ち、違ちがう！　しゃぶらせてねーよ、しゃぶられたんだよ！　……って、ひぃう!?」

　濡れた生暖かい感かん触しよくに鳥とり肌はだが立つ。今度は手の甲こうを舐なめ上げられたのだ。

「ちょ、えっ、なっ、なに、なにしてっ……!?」

　えっ、マジで何が起こってるの怖こわい！　理解が追いつかない！

　紅蓮騎士は恍こう惚こつと俺の手に舌を這はわせていたが、ようやく我に返ったようだった。顔を真っ赤にして手を離はなす。

「す、すまぬ！　凄すさまじい魔の力の前に、我が闇やみの獣けものが暴走して……っ！」
















「いや何その獣！　保健所連れていったほうがいいのでは!?　っていうか初対面の人の指をくわえちゃいけませんってお母さんに習わなかったかな!?」

　聞いているのかいないのか、紅蓮騎士はおずおずと俺を見上げ、

「も、もう一回舐めていいですか……？」

「だめだね!?」

　なんでこの流れでＯＫしてもらえると思った!?

「ククク、まあ良かろう。これにて儀式は果たされた！　これで我は貴公のもの！　貴公は我が肉体をいかようにも使役するが良い！　……その……具体的には、て、手を繫いだり、あ、頭を撫なでたりできる……っ！」

「そ、そうなんだ……」

　イマイチどんな設定なのか分からない。あとで『ナイト・ドラグーン』の世界観を読み返そう。

「え、えっと……ってか、紅蓮騎士でいいんだよな……？」

　すると少女はシュババッ！　と奇きっ怪かいなポーズを決めて高らかに叫さけんだ。

「いかにも！　我は血に彩いろどられし殺さつ戮りくの愚ぐ者しや、紅蓮騎士ロディリオ・アル・ディ・ヴァルテリア！　この刻ときを待ちかねたぞ、魔の宿りし右手を持つ者よ！　魔に魅み入いられた者同士、やはり我らは惹ひかれ合う運命だったのだ！　クククク！　クーックククク！」

　それ笑いづらくないのか？　それにしても、本当に女の子だったんだな……

　改めて驚きつつ、慌あわてて自己紹しよう介かいする。

「あ、は、初めまして。今日はわざわざありがとう。ええと、俺がねむひこで、こっちはフローラ」

　紅蓮騎士の前に押し出すと、花は前のめりに口を開いた。

「初めまして、フローラよ！」

「貴公のことは知っているぞ、煉れん獄ごくの歌姫カナリアよ！　我が力を借りたいそうだな。よかろう、これも運命の導き。手を取り合い共に因果を歩もうぞ！」

　二人は固い握あく手しゆを交わす。

　と、紅蓮騎士が背負った巨大な棺桶、その後ろから顔を覗のぞかせている人物に気付く。

「って……あれ？　その子は？」

「おお、失念していた！　紹介しよう、我が使い魔だ！」

　使い魔……そういや、紅蓮騎士はいつも白いカラスを連れ歩いてる設定だったな。

　押し出された使い魔とやらは、またもや小こ柄がらな女の子であった。紅蓮騎士よりも一回り小さく、小動物のような印象を受ける。そして白い服を着ているもので、ダークカラーの紅ぐ蓮れん騎き士しとのコントラストがすごい。

「ぇぅ」

　少女は手を縮こまらせてひどく怯おびえている。気弱そうな顔は引きつり、今にも気絶してしまいそうだ。

「えっと……すごい人見知られてるんだけど、もしかして無理矢理連れてきた？」

「使い魔自身が望んだのだ！　それに我の使い魔として、現世に身を慣れさせておくのも必要かと思ってな！　さあ、我が使い魔よ。貴様も契けい約やくの儀ぎを交わすがいい！」

「…………」

　少女は何か言おうとしているらしいが、小さな口がぱくぱくと動くだけだ。紅蓮騎士の友人ということは、この子も実じつ況きよう者なんだろうか？　なんか想像つかないなぁ。

　仕方ないのでこちらから手を差し出す。

「こんにちは。俺はねむひこだ。本名は大和やまと宗むね彦ひこ。よろしくな」

　途と端たん、使い魔はピャッ！　と飛び上がって素早く紅蓮騎士の後ろに隠かくれてしまった。

「ぁぅぅ……ごめんなさぃぃ……」

　花がここぞとばかりににやける。

「ちょっと男子ィ、なにちっちゃい子いじめてんのよ」

「い、いじめてないって、あいさつしただけだよ」

「仕方ないわね、どいて」

　花は自信満々に俺を押しのけると、にっこり笑って身を屈かがめた。

「初めまして、あたしは『フローラ』。駒こま形がた花よ。花って呼んでね！」

　少女の双そう眸ぼうにみるみる涙なみだが盛り上がり、

「ぴぇぇぇ……」

「あーあ、泣かせた」

「なんでよ!?」

「怯ひるむな、使い魔よ！　おまえは月の名を背負う気高き者であろう！　さあ！」

　紅蓮騎士に背中を押されて、少女はようやくか弱い声を絞しぼり出した。

「……ゆえ……雪ゆき田た、ゆえ、です……」

「ゆえちゃんね、よろしく！　ゆえちって呼んでいい～？」

「はぇぇ……」

　ゆえか。可愛い名前だな──そこまで考えて、何かが引っかかった。あれ？　確かそんな名前の実況者がいたような……？　いやでも、まさかな……

　首を振って、紅蓮騎士に向き直る。

「そういえば、おまえのことは何て呼べばいいんだ？」

「我が名は紅蓮騎士クリムゾン・ロードロディリオ・アル・ディ・ヴァルテリア……」

「あー、ちょっと長いかなって」

「ふむ。ならば特別に真ま名なで呼ぶことを許そう。ククク、心して聞け。我が真の名は……一いちノ瀬せ、和かず希き！」

「じゃあカズキでいいかな？」

「よかろう！」

「えっと、ちなみに二人は中学生か？」

「うむ！　二年生だ！」

「お、同じ、クラスです……」

　なるほど、それで仲が良いのか。そしてリアル中二だったか。

　花はずっとうずうずしていたが、耐たえかねたように声を上げた。

「ねえ、さっそくで悪いんだけど、この台詞せりふ言ってみてくれない!?」

　花が手帳を開いて差し出す。そこにずらりと並んでいるのは自作の『ヒメリカちゃんに言ってほしい台詞リスト』だった。

「昨日徹てつ夜やして作ったの！」

「どんだけ気合い入ってんだよ!?　っていうか、今日は格ゲーのコツ教えてもらうってことで来てもらってんだから、それは後にして──」

　しかしカズキは快くそのリストを受け取った。

「よかろう、我が魔ま力りよくに掛かかれば容易たやすいこと！」

「やった！　ちょっと高めの声で、甘える感じでお願い！　あっ、語ご尾びは息を抜ぬいてね！　できたら恥はずかしがりながら言って欲しい！」

　初対面の相手に対して厚かましいな!?

　カズキは花の注文を頷うなずきながら聞いていた。

　そして花が目を輝かせて見守る中、カズキは大きく息を吸い、




「は、ハナタロウクン、耳カキシテアゲルカラコッチニ来テー？」




　──ものすごい棒読みだった。

「今日、一いつ緒しよニ寝ねタインダケド、ダメカナァー？」

　……ロディリオの声真似はクオリティ高いのに、なんでヒメリカはファー○ーみたいなんだろう。もしかして中二語じゃないと上手にしゃべれない呪のろいにでも掛かってるの？

　花はしばし真顔で耳を傾かたむけていたが、やがてカズキの手からそっと手帳を回収した。

「ありがとう、もういいわ」

「うむ！」

　深くうつむいている花に、慌てて小声でフォローを入れる。

「お、おい、元気出せよ……そりゃ思ってたのとは違うかもしれないけど、カズキだって一いつ生しよう懸けん命めいやってくれたんだから……」

　しかし花は手帳をぎゅっと抱だきしめ、涙ぐみながら首を振った。

「幸せすぎて死にそうだから、ちょっとずつ読んでもらうことにする……」

　ああ、あれで良かったんだ……？　っていうかおまえの幸せの沸ふつ点てん低すぎない……？

「つか、今日の目的は、格ゲーのコツを教えてもらうことだからな？」

「分かってるわよ」

　釘くぎを刺さすと花は口を尖とがらせ、にっこりと二人に向き直った。

「さ、早く行きましょ。狭せまい部屋だけどごめんね」

「いや、俺の家なんだが」

　四人で家へと向かう。その間カズキは腕うでにべったりと絡からみ付いていた。俺の指をすりすりとさすってご機き嫌げんだ。ええ……ホントなんでいきなりこんな懐なつかれてんだろ……俺何かしたっけ……？

「ねえ、絵面が完全に事案なんだケド」

「やっぱり？」

　違ちがうんです、俺の意志じゃないんです、通報しないでください。けれどよく見ると、カズキは反対の手でちゃんとゆえの手を引いていた。変わった二人だが仲が良くて微笑ほほえましい。それにしても、まさか女の子三人が俺の部屋に入ることになろうとはなぁ。




「ただいまー」

　玄げん関かんに入ると、居間から顔を出したありすが新たな客人を見て凍こおり付いた。

「……誰だれ、その人たち」

「ゲーム仲間。今から部屋でゲームするから」

　ありすは俺にしなだれかかっているカズキを見てみるみる涙ぐみ、

「お、女の子ばっかりとっかえひっかえ連れ込んで……っ！　不潔！」

　階段を駆かけ上がり、ドアが乱暴に閉まる音がした。

「あ、おい！　ゲームするからうるさくなるぞ、いいのか!?」

「悪いことしちゃったかしら？」

「あー、気にしないでくれ。なんか難しい年とし頃ごろなんだと思う」

　一度キッチンに寄り、菓か子しとジュースを適当に見み繕つくろって二階に上がる。

　部屋に入ると花が「まあ座って」とカズキたちを促うながした。なんで我が物顔なんだよ。

　床ゆかに座った面々を見み渡わたす。俺の部屋に女子が三人。先週までは考えられなかった光景だ。

「さて、今日は花のゲームの腕を鍛きたえるためにお集まりいただいたわけだが……花。とりあえず、『美少女大戦』をやってみせてくれ」

「望むところよ！」

　ゲームを立ち上げると、ヒメリカのスチルが映し出された。

『今日も一緒にがんばろうね、はなたろうくん！』

「あは～ん、ヒメリカちゅわん可愛かわいい～ん♥」

「花、ゆえが怯えてるから早く」

　花はメニュー画面に戻もどると、一人プレイで対戦モードを選せん択たくした。敵はＣＰＵ、難易度はイージーに設定。普ふ通つうならばひたすらキーを叩たたいていれば目をつぶっていても勝てる。……普通なら。

「ふふふ、昨日のあたしとは一味違うわよ」

　花は迷わずヒメリカを選び、戦せん闘とうが始まった。

「さあ、見てなさいよ！　防ぼう御ぎよ！」

「おおっ！」

　ちゃんと三原則のひとつ、防御が身についている！

　しかし、ヒメリカはそれきり微み塵じんも動かなくなった。

「……なんで攻こう撃げきしないんだ？」

　花が自じ慢まんげに口の端はしを吊つり上げる。

「あたし、気付いたのよね……防御に徹てつしてればジャンプもしないし、身体からだも動かないってことにね！」

　本ほん末まつ転てん倒とう！

「いや偉えらいけど！　身体が動かなくなったのは偉いけど！　手は動かせよ！　ほら地味にボコられてるって！」

「えっ、えっ、え、あ、ああっ……！」

「もう身体動いていいから！」

「とーう!!」

　花が思いっきり身体を傾けて、俺の側頭部にごちん！　とぶつかった。

「[image: い゛]っ!?」

「痛い！　何すんのよ!?」

「それはこっちの台詞だよ！　動くにしても限度があるだろ！」

　そうこうする内に背後に回られ、

「あっ、ちょ、やめ、卑ひ怯きようよっ、ふぁぁん！」

　結果、花はゆっくりとぼこぼこにされた。しかも下手に防御を覚えたせいで徐じよ々じよにゲージが削けずられ、小パンチでトドメを刺されるという、驚おどろくほど地味な、まったく見どころのない死に様であった。

「なんなの!?　あんたのプレステおかしいんじゃないの!?」

「おかしいのはおまえのセンスだ」

　ここまで来ると逆に才能だ。

　俺はカズキを振ふり返る。

「さて、どうしたらいいと思う？」

　カズキが真しん剣けんな顔で答えることには、

「どうしようもない」

　思わず素に戻っちゃってんじゃん。

「どうしようもないってどういうことよ!?」

「カズキ、見せてやってくれるか？」

「我が主あるじの命令とあらば！　さあ、我が血ち塗ぬられた絶技の前にひれ伏ふすがいい！」

　カズキがコントローラーを握にぎった途と端たん、花のへっぽこプレイから一転、ヒメリカが別人のように凜り々りしく舞まった。「ハッ！」「やぁーっ！」「これで終わりよ！」という戦闘ボイスが生き生きと響ひびき渡わたる。巧うまいとは思っていたがさすがだ。ステータス最弱のいらない子と呼ばれるヒメリカでも、やっぱり使う人間が使うとこうも違うのだ。

「あっあ、んぁぁ……ひ、ひめ、ヒメリ、ヒメリカちゅわぁぁん……っ！　はぁぁぁん、可愛いぃぃぃぃかっこいいいいいいいッ、ぁっ、んぁっ、あはぁぁぁぁああん♡」

「変な声を出すな」

　気が付いた時にはＫ・Ｏ勝ち。

　花はカーペットに突つっ伏ぷしてびくんびくんと痙けい攣れんしていた。

「ぁっ、んはぁっ、ひ、ヒメ、ヒメリカちゃんかっこかわいかった……っ、でも何、この気持ちは……私の手で強くしてあげたいのにっ……これが寝取られＮＴＲ萌もえという感情!?」

「やめろ、中学生の前だぞ」

　カズキのプレイで手応えを感じたのだろう、花は鼻息荒あらくコントローラーを握った。

「もう一回挑ちよう戦せんするわ！」

「良かろう。ならば特別に我が最大の奥義を刻んでやる！　『←→○』だ！」

　カズキは比ひ較かく的てき簡単な技のコマンドを伝授した。離はなれていてもダメージを与あたえることができる遠えん距きよ離り攻こう撃げきだ。これで先程のようなサンドバッグ状態は避さけられるだろう。が……

　遠距離攻撃と防御を覚えた花は満を持して画面に向かった。

「さあ、汝なんじの力を見せてみろ！」

「分かったわ、師し匠しよう！　てぇぇええええい！」

　勇ましい雄お叫たけびとは裏腹に、ヒメリカはもったりとジャンプし、のろのろとしゃがみ、あさっての方向に強パンチを放って空から振ぶりした。

「あ、あれっ？　あのビームみたいなの、全然出ないんだけど」

　そしてせっかく教えてもらった技を一度も出せないまま、ゆっくりとボコられて終しゆう了りよう。

「……うっ、うっ」

　花は打ち上げられたアザラシみたいに床に伏せってカーペットを濡ぬらしている。もはやセンスどうこう以前の話だ。かける言葉もない。

　涙なみだにくれる花を、カズキが神しん妙みように諭さとす。

「……約束されし地は遥か遠く、数多あまたの試練を自ら求めよ」

「えと……と、とりあえずセンスが壊かい滅めつ的なので、いろんなゲームをこなした方がいいって、言って、ます……」

　ゆえの通訳を聞いて、「ははぁ」と顎あごをなでる。

　なるほどな。今まで美少女大戦の操作のみにこだわっていたが、花の下手な要因がどこにあるのか探るには、他のゲームもやってみるのが手っ取り早いかもしれない。

　俺はプレステを切って、代わりにＷｉｉの電源を入れた。

「よし、花。まずはおまえのゲーム下手の原因を探ろう。このゲームをやるぞ」

「えー、今はヒメリカちゃんの気分～、ヒメリカちゃん以外やりたくない～」

「だだをこねるな。とにかく数をこなすんだ。そのうちゲームのコツが分かってくるから（たぶん）」

　画面に映し出されたのはスーパーモリオＷｉｉの文字。お子様から大人まで楽しめる、国民的アクションゲームだ。

「これなら四人で協力プレイができるから、俺たちもバックアップしてやれるし、即そくゲームオーバーってことにはならないだろ」

「わ、わたしは、いいです……」

　部屋の隅すみっこで座っているゆえが小さく呟つぶやく。遠えん慮りよしてんのかな？

「よし、はじめるぞ」

　１Ｐモリオの花を、ルイジーのカズキとキノッピの俺でサポートしながら進める。

「あ、花、そこキラー来るから……」

「ギャー！　ヤバイヤバイ！　超ちようヤバイんだけど！」

「ちょ、下手に動くな！　ああああっ、早くモッシー追いかけろ！　あ、いや、待てッ、それ以上は──」

「んあああああああ死んだぁぁぁあああ！」

「自分から奈な落らくに落ちるやつがあるか！」

「追いかけろって言ったのはあんたじゃん！」

「モッシーと心中しろとは言ってない！」

「くっ、わ、我が力ではかの歌うた姫ひめの暴走を止められぬ……！」

　カズキも必死でフォローしてくれているが、とてもじゃないが追いつかない。

　俺たちの全力のサポートにも拘かかわらず花は死にまくり、開始五分で残機ゼロ、ゲームオーバーに陥おちいった。

「何回死んだら気が済むんだよ!?」

「知らないわよ！」

　他にもいろいろとやってみたものの、狩かりゲーは開始三分で死亡。共きよう闘とうアクションゲームは一切役に立たないまま死亡しまくり。格かく闘とうゲームという格闘ゲームは言わずもがな、相手に一ダメージも与えられず闇やみに葬ほうむられた。花の腕うでは一向に向上せず、俺とカズキの連れん携けいが無む駄だに上がった。

　無残に散っていったソフトが積み上げられていく。

「……おまえは何ならできるんだ」

「あたしが聞きたいわよ！」

　これではっきりした。こいつは格闘ゲームが下手なんじゃない、ゲームのセンスそのものが壊滅的なんだ。

　力なく落とした視界に、ふとひとつのソフトが入った。

「……最後にこれやってみるか」

　モリオカートに手を伸のばす。おなじみモリオたちが大だい活かつ躍やくする、おもしろギミック盛りだくさんのカーレースだ。

　部屋の隅っこでコンパクトに座っているゆえを手招きする。

「ゆえもやろうぜ。せっかくだしさ」

「！」

　ゆえがぴくりと背筋を伸ばす。実は、さっきからゆえがこのソフトをちらちら気にしていたのだ。せっかく来てもらったんだ、少しでも楽しんで欲しい。

「今こそ真の力を見せる時だ、使い魔まよ！」

「が、がんばり、ます」

　ためらいがちに頷うなずく姿は、まさに儚はかなげな美少女というたたずまいだ。手が小さいからコントローラーがやけに大きく見える。

「じゃあ、始めるぞ」

　ゆえが一いつ生しよう懸けん命めい画面を見ているのを確認して、俺はスタートボタンを押し──




「どけ邪じや魔まだ殺すぞボケェエァ[image: ァ゛][image: ア゛][image: ア゛]!!」

　数分後、ゆえが鬼おにと化していた。

「コース開けろォ、死に晒さらせぇぇええええええアアアアアアア!!」

「ひぃぃぃごめんなさいごめんなさい!!」

　なにこの豹ひよう変へん具合!?

「ちょっと何なの!?　怖こわいんだけど!?」

　さすがの花も顔面蒼そう白はくだ。

　ゆえに煽あおられて謝り倒たおしながら、俺はようやく思い出していた。
















「ゆえってもしかして、あのゆえなのか!?　キレ芸生放送の!?」

「なにそれ!?」

「文字通りだよ！　主にアクションゲームを生放送している実じつ況きよう者なんだが、放送スタイルがものすごく過激なんだ！　ゲームが白熱してくるとコントローラーは投げて壊こわすし、暴言・放送禁止用語は当たり前、生放送は絶対に炎えん上じようする──」

「どけ、邪魔だコルァ！　目障りなんだよォ、この腐くされ＊＊＊の＊＊野や郎ろうが！」

「ひぃぃいいいごめんなさいごめんなさい！」

「あーははは、泣き喚わめくしか能のない虫ケラめぇ！　その程度の腕でレースに出ようなんざ百億光年早いんだよォ！」

「光年は距きよ離りですけれども！」

　あー間ま違ちがいないこの子炎上実況者のゆえだ！　すごい怖いんですけど！

「クククク、それでこそ我が使い魔──」

「何が紅ぐ蓮れん騎き士しだ、来やがれ中二病！　返り討ちにしてやるよォオオオオ！」

「クク、こ、これぞ使い魔の、真の力……ううっ、ぐすっ……」

　完全に立場が逆転している。目は血走ってるし声は割れてるし、さっきまで縮こまっていた儚げな美少女とは似ても似つかない。

　命からがら走り抜ぬけたゲームの結果は、ゆえが二位、カズキが四位、俺が五位。そして、

「……おまえを二回抜かした気がする」

　花は実質リタイア状態だった。モリオカートで二周遅おくれとかあり得るの？

「おまえなんで壁かべに向かって走るんだ？」

「え、知らないの？　壁にぶつかった瞬しゆん間かん小ジャンプすると、ショートカットできるのよ」

　全然できてないし、下手に裏技とか狙ねらうなよ、基本の操作すら危ういんだから。

　まあ花のポンコツは今に始まったことじゃないが、驚おどろいたのはむしろこっちだ、と振ふり返って、引き続きコントローラーを連打しているゆえを見み遣やる。すごい、人ってここまで変われるもんなの？　なんかとんでもないメンツが集まっちゃったな。

　と、カズキがもじもじしているのに気付いた。

「どうした？」

「ぁ……わ、我……せ、清せい浄じようなる解放の刻ときを求める……」

「ん？　帰る時間ってことか？　確かにもう夕方だしな」

　しかしカズキは首を横に振る。どうやら違ちがうらしい。

「すまん、ゆえ、通訳……」

　ゆえに助けを求めるが、ゆえはまだモリオカートでヒャッハアしている。

「ゆえ」

「ヒャッハア生意気なんだよザコが！　ザァコォがァァアアア！」

「あの、ゆえさん？」

「てめっ、キノコごときがいい度胸だなァ！　[image: ア゛][image: ア゛]!?」

「一いつ旦たんコントローラー置こうか、ゆえ」

「こちとら天下のドゥンキーだぞ！　首洗って出直してこいやァ！」

「ゆーえーちゃーん」

「うるせェ！」

「おっふ！」

　小さな足に脇わき腹ばらを蹴けられた。うう、あんまり痛くないけど足あし癖くせ悪い……ゲーム中は下手に話しかけないほうがよさそうだ。

「中二病の辞書とかないの？」

「あったら苦労しないんだけどな。とりあえず訳してみるか。ええと、清浄なる？」

「ぁぅ……わ、我が内なるリヴァイアサンの封ふう印いんが、……っ」

「リバイアさんって誰だれだっけ？　アメリカのひと？」

「リヴァイアサン。海かい龍りゆうだろ。封印が解けるってことは暴れ出すってことか？」
















　カズキは大きな目に涙なみだを溜ため、ぷるぷると震ふるえ始めていた。

「ひぅ……た、魂たましいの浄じよう化かの聖域を……っ」

「大変、すごい震えてる！　寒いんじゃない？　もしかして風か邪ぜかもよ？」

「ウイルスを浄化するってことか？　でも聖域ってなんだ？」

「病院のことかも。いや、待って……神社、とか？」

「え、じゃあこいつ、何か悪いものに憑つかれて……!?」

「や、やだ、どうしよう!?　ちょっと神社検けん索さくしてみる！」

　カズキの声がいよいよ切せつ羽ぱ詰つまってきた。頰ほおを染めて腿ももをすり合わせ、

「違ちがっ……お、お、お、おと、おと……」

「音？」

「お、お、おと……おトイ、レぇ……っ！」

　刹せつ那な、扉とびらがばんっ！　と激しく開いたかと思うとありすが叫さけんだ。

「トイレは部屋を出て右、廊ろう下かの突つき当たりっ！」

　それを聞くなり、カズキはゴスロリ服を翻ひるがえして凄すさまじい勢いで飛び出していった。

「……トイレに行きたかったのね」

「悪い、助かった」

　ありすは腰こしに手を当ててご立腹だ。

「あんなのすぐ分かるでしょ!?　お兄ちゃんもギャル子さんもしっかりしてよね！」

「っていうかおまえ俺たちの会話ずっと聞いてたのか？」

　ゲーム中ならともかく、さっきはそんなに大きい声で話してたわけじゃないし、聞き耳でも立てない限りは聞こえないと思うんだが……

「ち、違うもん！　偶ぐう然ぜん聞こえただけだもんっ！　別に、聴ちよう診しん器きを壁に当てて盗ぬすみ聞きなんかしてないんだから！」

「……もしかして交ざりたいのか？」

「はァ!?　そんなわけないじゃん！」

　ありすは顔を真っ赤にして叫んだっきりドアを閉めてしまった。まあゲームに興味ないみたいだし、無理に誘さそっても可哀かわい想そうか。

「さて、そろそろお開きにするか」

　カズキも戻もどってきて、三人は帰り支度を始める。

「花はとにかくいろんなゲームをして、センスを磨みがくのが最優先だな」

「えー、あたしにはヒメリカちゃんさえいればそれでいいのに」

「そんなこと言ってたらいつまで経たってもうまくならないだろ」

「うー」

　花は口を尖とがらせつつも納得したみたいだ。

「ま、最近美少女大戦ばっかりやってたけど……今日楽しかったし、たまには他のゲームやってみるのもいいかもね」

　嬉うれしそうにはにかむ顔があどけなくて、ちょっとどきっとしてしまう。こいつ、絶対メイク薄うすい方が可愛かわいいのになぁ……

「じゃあ、また集まりましょ。来週の土曜日にここでいい？」

「なんで当然のようにうちなんだよ。たまにはおまえの家──分かった、分かったからその目をやめてくれ」

　もう諦あきらめた方が早いんだろうか……？

　傾かたむき始めた太陽に照らされながら、三人を駅前まで送っていく。道すがら、カズキは俺の腕をホールドして離はなさず、花に「カズキって物好きね」と感心されていた。ほんと、なんでこんなに懐なつかれてんだろ……。逆にゆえには怯おびえられてるし。

「じゃ、また」

「実りある刻を過ごさせてもらったぞ！」

「ぁ、ありがと、ございました……」

　手を振って別れる。いつも一人だったけど、みんなでゲームするってけっこう楽しいもんなんだな。

　そんなことを考えながら、俺は今日の夕飯は何にするかな、とスーパーに足を向けた。










　　　■第四章　ぽよぽよ対決







「こんにちは、ねむひこです。えー、今回は『ぽよぽよ』をやっていきたいと思います。皆みなさんご存じの通り、このゲームは連れん鎖さをいくつ繫つなげられるかがカギなんですが、ただやってもおもしろくないので、回転なしの『回転縛しばり』でやっていこうかと──」

「ねえ、ひとりごとうるさいんだけど」

「悪かったな」

　約束の土曜日。俺は実況の練習を中断して、自分の部屋を見み渡わたした。

　俺の部屋には先週と同じ面子めんつが集まっていた。カズキは魔ま方ほう陣じんの書かれた黒い敷しき物ものの上で仰ぎよう々ぎようしい茶器で紅茶を飲みながら、何やら嬉しそうに３ＤＳをし、ゆえは真っ白いふわふわクッションをだっこしてぶつぶつ呟つぶやきながらＰＳＶｉｔａを睨にらんでいた。そして壁を見回せば、そこかしこに貼はられているヒメリカのタペストリーやポップ。ああ、俺の部屋がどんどん侵しん食しよくされていく……

「というか、せっかくの休日なのに、マジで他にすることないのか？」

「ククク、下界の者とは戯たわむれぬ。我は血ち塗ぬられた定めを背負う故に」

　要はぼっちなんだな。ゆえも小さく頷うなずいて同調している。

「おまえは？　ギャル友と遊ぶ予定とかないのか？」

「えー？　ん～、日焼けするのヤだし～、今はヒメリカちゃんを愛めでていたい気分～？」

　花はなはカーペットに転がって、こちらも見ずに美少女大戦をプレイしている。この姿、ギャル以前に人としてどうなんだろうか。まあできる限り空調の効いた部屋でゲームをしていたいダメな俺が言えた義理ではないが。

　頭をかきつつため息を吐つく。俺はこんなに努力しているというのに、こいつ本当にうまくなる気はあるんだろうか……まあヒメリカ愛だけは本物みたいだけど。

　呆あきれながらテーブルに置いた菓か子し皿ざらに手を伸のばすと、カズキがそわそわと口を開いた。

「漆しつ黒こくの闇やみに懸かかる満月のごとき贄にえを我に！（そこのおせんべい食べていいですか！）」

「ああ、ほれ」

　せんべいの袋ふくろを差し出すが、カズキはじっと俺の手元を見つめている。

「……食べないのか？」

「はっ！　あ、ありがたく我が血肉とさせてもらおう！」

　ゴスロリっ子なのにせんべいが好きなんて渋しぶいな。

　それにしても、さっきから嬉しそうな顔で、何のゲームしてるんだろう？

　首を伸ばしてそっと覗のぞき込む。すると、３ＤＳに映されているのはゲームではなくニヤニヤ動画だった。しかも開いているのは俺の実じつ況きよう動画。

　書きかけのコメント欄らんに目を移すと──

『いつも見てます、ねむひこさんの動画が世界一面白いです、がんばってください！』

「…………」

「♪」

　俺が見ているとも知らず、カズキは意い気き揚よう々ようとコメントを投とう稿こうした。

　……ここのところ、やけに好意的なコメントが増えて浮うかれていたのだが……

「カズキ、おまえだったのか……」

「あ、主あるじ!?　い、いや、これは違くてっ……！」

　カズキは俺の視線に気付くと、慌あわてふためいたあとでふぁさりと髪かみをかき上げた。

「ふふ、見られていたのなら仕方あるまい。この紅ぐ蓮れん騎き士し、主の眷けん属ぞくとして崇すう高こうなる芸術を愚ぐ民みん共に布教すべく──」

「今日から俺の動画にコメント禁止な？」

「!?　わ、我は主のためを思って……っ！」

　気持ちは嬉しいんだけど、身内のコメントって、こう、なんか……なんか違うじゃん！　自演じゃないけど自演乙おつみたいになるじゃん……！

　と、視線を感じて顔を上げると花がうらめしげに俺を見ていた。

「ずるい、あんたばっかり幼女と戯れて」

「戯れてねーよ」

「いいもんね～、あたしだっていちゃいちゃしてやる」

　花はコントローラーを置くと、そろそろとゆえに這はい寄よった。

「ゆーえちっ！　あーそぼっ！」

「ぴゃ！」

　花が飛びかかる前に、ゆえはＶｉｔａを放り出してベッドの隙すき間まに隠かくれてしまう。

「あーん、逃にげられちゃった」

「おまえ動物に嫌きらわれるタイプだろ」

「そんなこと……あるけど……」

「かまいすぎも良くないんだってよ。俺が見本を見せてやる」

　同年代の女子は苦手だが、年下の女の子の扱あつかいにはちょっと自信がある。これでも子どもの頃ころから妹の世話を引き受けてきたからな。

「ゆえー。ほーらおいで、怖こわくないぞぉ」

「ぁぅぅ」

　極上スマイルで手招きするが、ゆえはベッドの陰かげに引っ込んでしまった。

「あっはー、逃げられてる～、ウケる～！」

　くっ、おまえが笑えた義理か……！

「おーい、ゆえ、出てこい。そこホコリすごいから」

　しかしくしゃみは聞こえるものの出てこない。近々大おお掃そう除じしないとなと思いながら、クッキーをひとつ手にとってちらつかせる。

「ほら、これ。うまいぞ～。出ておいで～」

　と、背後でさくさくといい音がした。

「うわほんとだ、おいしい！　師し匠しよう、おひとつどうぞ！」

「おお、なんという美味！　この紅蓮騎士の贄に相応ふさわしい！」

「これって手作り～？」

「ああ」

「へー。ありすちゃん、お菓か子し作り上手なんだ～」

「いや、俺が作った」

「「「!?」」」

「おい、こぼれてる。掃除機かけるからどいてくれ」

「え、う、うそ、うそでしょ……？」

　噓うそではない。小さい頃から両親が家を空けがちだったから、一応ごはんからおやつまで一通り作れる。これが自分だけなら適当に済ませていただろうが、妹に少しでも笑顔でいてほしくて、気が付くとレパートリーは増え、腕うで前まえもそこそこになっていた。

「えっ、ほんとにほんとなの!?　ヤバイ！　パナいんだけど！　ヤバすぎマヂヤバイ！」

　これは褒ほめられているのだろうか？　ギャルのヤバイはほんとよく分からない。

「さすがは我が主。この右手が生み出すは極上の贄……」

　カズキは俺の手にうっとりと頰ほおずりしている。ま、また舐なめたりしないだろうな……

　俺たちの会話が気になったのか、ゆえもようやく出てきて俺の手からおそるおそるクッキーを受け取り、小さくかじった。途と端たん、強こわばっていた表情がほわんと緩ゆるむ。

　その小動物みたいな仕草に、花が辛しん抱ぼうたまらなくなったのかすかさず抱だきついた。

「あーん、かわいい～ッ！」

「ひぅぅ……！」

　花は怯えるゆえを抱いたままカーペットをごろごろと転がる。

「はー、幸せ～居心地いい～。そーだ！　もういっそここに住んであげてもいいわよ？」

「御ご免めん被こうむる」

「なんでよー!?」

「ちょ、暴れるな、クッキーこぼれてるって。ホントどいて、掃除機かけたい」

　ひとしきり掃除して一息つく。が、俺たちはなにもだらだらお菓子を食べるために集まっているわけではない。動画の再生数を上げるコツを聞くためにも、何としてでも花のゲームの腕うでを上げなければ。

　俺はさっきまで実況の練習に使っていたカラフルなパッケージを掲かかげた。

「で、今日の特訓だが、これをやろう」

「あ、『ぽよぽよ』じゃん！」

『ぽよぽよ』は上から降ってくる『ぽよ』を繫げて消すという、落ち物パズルゲームだ。

「ゲーム内での反射神経を鍛きたえるにはちょうどいいと思う」

「へー、なるほどね。まあやってやらなくもないけど？」

「じゃあ最初に誰だれと対戦する？」

　すると花はびしりとカズキに指を突つきつけた。

「美少女大戦のリベンジよ、カズキ！」

「うむ、受けて立つぞ、煉れん獄ごくの歌姫カナリアよ！」

　それぞれキャラを選び、難易度選せん択たく。花は激甘、カズキは激げき辛からにした。

「ふふ、後こう悔かいしても知らないんだからね？」

「ククク、我が魔ま眼がんをもってすれば、この程度の障害などないに等しい」

　キャラの可愛かわいらしい声と共にゲームスタート。

　かちゃかちゃとコントローラーの音が鳴る。

「へー、けっこうやるじゃん！　あたしのライバルと認めてあげるわ！」

「クク、あえて修しゆ羅らの道を歩むか！　それもまた一興！」

「そーれそれそれ！　どんどん行くからねっ！」

「ムッ、やるな！　これはどうだ！」

「そんなのあたしには効かないし！　こうよ！」

「ククク、それでこそ我われが認めた煉獄の歌姫！」

　俺は二人の後ろから、対戦の様子を生暖かい目で眺ながめていた。あー、カズキ、明らかに手加減してやってるなー……花は気付きもしないで無む邪じや気きにはしゃいでいるし……なんか、ゲームを覚えたての幼女（花）と従い姉と妹このお姉ちゃん（カズキ）みたいっていうか……いやー……いい子だなぁ、カズキ……

　息を吞のむ接戦（八百長）の末、花が勝利を収めた。

「やったー！」

「ふ。この我に泥どろを舐めさせるとは、煉獄の歌姫の異名は伊だ達てではないということか……少し戯れが過ぎた、我が内なる龍りゆうを清めてくるとしよう（おトイレ貸してください）」

　カズキが出て行って、花はゆえを振ふり返る。

「次、ゆえち、勝負しよーっ！」

　しかしゆえはＶｉｔａから目を上げない。

「ねー、ゆえちー。ゆーえーちーってばー。一いつ緒しよにぽよぽよしようよー。あたしのことお姉ちゃんって呼んでもいいから～」

「……チッ」

　花、ゲーム中のゆえに話しかけるなんて、怖い物知らずだな……そういやギャル友達の中にはヤンキーっぽいのもいるし、こういう手合いには結構慣れてんのか？

　結局ゆえが首を縦に振ることはなく、花は一人でＣＰＵと対戦することにしたようだ。

「あっ、ねえ、このキャラゆえちに似てない!?　あたし次これ使っていい!?　ねえねえ、ゆえちー！　ゆえちー！」

　ぐいぐい行くなぁ!?　見ているこっちがはらはらする。ギャルのコミュニケーション力怖いわ。

　花は一人でぽよぽよを始めるが、難易度を設定し忘れたせいであっという間に劣れつ勢せいに陥おちいった。

「あーっ、あー！　なにこいつ、強すぎんだけど!?　ちょ、あっ、卑ひ怯きよう者！」

「…………」

「うぅ、負けちゃうぅ……！」

　花はしまいにはべそべそと情けない声を出し始め──

「っ……チッ、貸せ！」

　ゆえがコントローラーを奪うばい取った。

「いい加減うぜーんだよ！　一気にケリつけてやるよ、オルァ！」

「ゆ、ゆえち……」

　ゆえが怒ど濤とうの勢いでぽよを積み上げていく。このままゲームオーバーかと思いきやぽよが詰つまる直前で連れん鎖さに入り──画面が光ったかと思うとキャラが進化した。

「なんだコレ!?」

「クク、ついに解放されたか……これぞ我が使い魔の一族に伝わりし秘技（裏技です）！」

　折良く帰ってきたカズキが解説する。そんな裏技聞いたことねーぞ!?

　さらに進化したキャラはものすごい勢いで特とく殊しゆ技を発動していく。

　いやこれ本当にぽよぽよ!?　俺が知ってるのと違ちがうんだけど!?

「す、すごい……！」

　降り注いだぽよが敵のフィールドを埋うめ尽つくし、あっという間に勝利。……すごい。もしぽよぽよ実じつ況きようをすることになった時には使わせてもらおう、とメモを取る。

　ゆえはぱんぱんと手を払はらい、

「ふん、一昨日おとといきやがれ」

「かっこよかったよゆえちー！　お姉ちゃん誇ほこりに思う！」

「や、やめろテメーっ！　撫なでるな、ペット扱いすんな、離はなせーッ！」

　力任せに抱きつく花と、その顎あごを押し返すゆえ。まさに猫ねこに全力で拒きよ否ひられている飼い主の図だ。

「よーし、今のでだいたいコツが分かった！」

　へこたれない花は再びＣＰＵに戦いを挑いどむ。ちなみにゆえは花の膝ひざの上でぐったりとしていた。大だい丈じよう夫ぶかあれ、死んでない？

　花は一いつ生しよう懸けん命めいぽよを積み上げる。最初に比べるとなかなか奮ふん闘とうしていた。

「おおっ！　いいぞ、煉獄の歌姫よ！」

「ンあーッ、勝てる！　勝てるーっ！」

　戦いはヒートアップ。待ちに待った緑のぽよが降ってきた瞬しゆん間かん、花は思いっきりコントローラーを振り回した。

「ここだー！」

　手からすっぽ抜ぬけたコントローラーがＰＳ本体にガンッ、とぶつかり、

「あ」

　画面がリセットされた。

「…………ぐすっ」

「あ、暁あかつきは必ずや貴公を照らす（元気出してください）……！」

「く、くっきー、食べる……？」

　うずくまって落ち込む花をカズキとゆえが慰なぐさめる。なんで年下に気を遣つかわせてるんだよ。

　……でも、一連の流れを見ていたおかげで新たな問題点が見えてきた。

「花。プレイどうこう以前に、少し冷静になった方がいいと思う。頭に血が上って、余計なアクションが多くなってるんだ、たぶん」

「……冷静なプレイって何よ」

「例えば、これ」

　俺はパソコンを開くと、ちょうどランキングに上がっていた動画をクリックした。再生するより前に花が悲鳴を上げる。

「ちょっと、あんたナニ見せようとしてんの!?」

「実況動画だよ」

「やだ、やめて！　信じらんない！　そんなもの見せないで！　今すぐ仕し舞まって！」

　それだと俺が卑ひ猥わいなものを見せつけようとしているみたいじゃないか。実況者のくせに実況を見たくないとはどういう了りよう見けんだ。

「まあ一度見てみろって」

　俺は構わず再生ボタンを押した。おどろおどろしいＢＧＭと悲鳴、そして涼すずしげな女性の声が流れ出す。今再生しているのは『まったく怖こわくないホラーシリーズ』という実況動画だ。ＳＳＳという実況者が上げている動画シリーズで、ホラーゲームをひたすらローテンションでプレイするというもので、コアなファンも多く、新作がＵＰされれば必ずランキング入りする。

　ゾンビがおどろおどろしい声を上げながら飛び出してきても、「そろそろ右手のドアから出てきそうね。ほら、来た」とか、「あら、この臓物は……小腸かしら？」とか、とにかく冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきする。声を聞いただけで泰たい然ぜんとプレイしている様が目に浮うかぶ。もちろんコントローラーを振り回しもしないだろう。

「見ろ、この微び動どうだにしないプレイを。おまえもこれくらい冷静な心を持って──」

　振り返ると、花はカズキとゆえを抱だいてぶるぶる震ふるえていた。

「……もしかして、ホラー苦手だったり……？」

「悪い!?」

　マジか。

「むしろ好きかと思ってた」

「何でよ!?」

「いや、なんか……爪つめとかごてごてしてるし」

「はああ!?　何それ、ホラー関係ないから！」

　俺からするとギャルのごてごて盛られた爪と、ゾンビの長くて血まみれな爪とあんまり変わらないんだが……

　どうやらカズキとゆえも苦手だったみたいだ。悪いことしたなと思いつつパソコンを閉じる。

「あー、とにかく冷静なプレイを心がけることだ。このＳＳＳさんを見習って、……」

　と、それまでウサギみたいに縮こまっていた花が顔を上げた。

「……いま、ＳＳＳって言った？」

「うん」

　花は眉まゆをよせて「ＳＳＳ……」と呟つぶやきながらじっと考え込む。

「どうした？」

「……その人、あたしのファンかも」

「え？」

　花はスマホをタップすると画面を見せてきた。

「ほら、これ」

　映っているのはフローラのＴｗｉｔｔｅｒ。そこには同じ人物からものすごい長文リプライが送られてきていた。前々からファンだったという告白から始まり、趣しゆ味みや好きな食べ物を聞いたり、ぜひ会いたいから住所を教えろなどなど、かなり熱ねつ烈れつな内容である。

「うわ、なんだこりゃ」

「なんか会いたい会いたいってうるさいんだよね。ネカマの出会い厨ちゆうだと思って無視してたんだけど」

　無理もない、文面だけ見るとまんま出会い厨だ。腐くさったナスみたいなアイコンが不気味さに拍はく車しやを掛かける。……しかし、どうしてホラー動画実況者がフローラに会いたがるのだろうか。ジャンルもテンションも全く違うのに……

　疑問に思いつつスクロールしてリプを辿たどる。最近のリプになるにつれ、なぜ返事をくれないのか、今すぐに住所を送れととだんだん病んできた。

「ええー……コワ……ブロックしたほうがいいんじゃないか？」

「そんなことしたら呪のろわれそうじゃん」

　そんなわけあるかと思いつつも、この執しゆう念ねん、そしてアイコンの不気味さと相まって否定しきれない。しかし、冷静な実況を売りにしているあのＳＳＳが、こんな情熱と執念を秘めていたとは……

　画面をスワイプしてリプを辿りながら、ふと思いついて呟いた。

「……この人も呼んでみるか？」

「なんで!?」

「いや、冷静にゲームするコツとか聞けそうじゃないか？」

　俺としても、この独自の実況スタイルは後学のためにもぜひ直じかに見てみたい。

　しかし花の返事は案の定、

「絶対やだ！　やだやだやだ怖い!!　こんなの絶対ロクなやつじゃないって！」

　だよな。まあダメ元だったけど。

「冗じよう談だん、冗談」

　一方的なリプを見ただけで、危険人物だということが伝わってくる。こういう手合いには関わらないのが吉きちだ。俺は笑いながら花にスマホを返し──

「……ん？」

　ふと目を落とすと、いつの間にか、ＳＳＳのリプに対して絵文字が送信されていた。可愛かわいらしいハート付きの、『ＯＫ♥』の絵文字──

「やべっ!?　ＳＳＳに誤送信したっぽい！」

「ちょ、ちょっとなにやってんのよ!?」

「悪い悪い、すぐ消すから！」

　慌あわてて消そうとするが、時既すでに遅おそし。

　操作するヒマもなく、ＳＳＳから怒濤のリプが送られてきた。

「す、すげ─────!!」

　通知が鳴り止まない。この人ヒマなの!?　リプの内容はざっと見えただけでも、『やっと会えるのね』『嬉うれしい』『明日はいかが？』ともはや会う気満々だ。

「ちょ──────!?　あんたなにしてんの!?」

「ごめん！　うわっ、ちょ、リプすごっ……！　コワイコワイコワイ!!　今から『間ま違ちがえました』つってお断りしよう！　いや、もういっそブロック──！」

「だめだめだめ！　絶対呪われる!!」

　花と俺は真っ青になりながら怒ど濤とうのリプの対応に追われ、カズキとゆえも抱だき合って震え、もはや恐きよう慌こう状態だ。

「ヤバイ、明日会いたいとか言ってるぞ!?　えっ、場所、場所どうする!?」

「うちは絶対いやだからねっ!?　あんた責任取りなさいよ!?」

　あれよあれよという間に、明日この場所で対面することになった。

　ようやく通知の止やんだスマホを握にぎりしめながらぜいぜいと息を整える。花も同じく息を荒あららげながら涙なみだ目めで俺を睨にらみつけた。

「あんた、あんたふざけんじゃないわよ……！」

　いや、これに関しては俺が悪い、ホントすまん……！

『それでは明日、楽しみにしています』

　いやに簡潔なリプを恐こわ々ごわと見つめる。ホラー実況者であり、ストーカーじみた花のファン、ＳＳＳ──ごくりと喉のどを鳴らす。一体どうなってしまうんだ……！










　　　■第五章　紗さ々さ乃の







　次の日。俺たち四人は我が家の前に大集合していた。

「コワイ……ヤバイ……いったいどんな人が来るの……？」

　花はなは自分の腕うでを抱いてぶるぶると震えている。人数は多い方が心強いというので、カズキとゆえにも付き合ってもらっている。すまない、ほんと。ＳＳＳにはすでに、今日参加するメンバーと、集合場所が俺ことねむひこの家であることは伝えてある。

「家まで直接来るっつってたけど、どうやって登場するんだろう……花、何か来てるか？」

「えっと……」

　花がスマホを見ると、花のＴｗｉｔｔｅｒにリプがいくつか届いていた。

『いま、○○にいます』『いま、×××まで来ました』『もうすぐ着きます』

「メリーさんじゃん！　完全に都市伝説じゃん！」

　一同震え上がる。そしてちょうど届く、新たな通知。

『いま、あなたの家の近くまで来ました』

「ぎゃあああああああ!?」

「ちょ、近きん所じよ迷めい惑わく！」

　住宅街に俺たちの悲鳴がこだまし──と、一台の車が滑すべるようにやってきて止まった。洗練されたフォルムの白いセダン、っていうか、え、これ……某ぼうドイツ製高級車では……？

　窓がするすると下がって顔を出したのは、サングラスを掛けたきれいなお姉さんだった。

「初めまして。あなたがねむひこさん？　駐ちゆう車しや場はどこかしら？」

「え……？　あ……？　えーと……」

　匂におい立つような気品に気け圧おされて、花たちもぽかんとしている。

　俺はしどろもどろになりながら、近所の空き地へ案内した。




　そして数分後、絶世の美女が俺の部屋に座っていた。

「初めまして。実じつ況きよう者ＳＳＳこと、笹ささ倉くら紗々乃よ」

　女性はにっこりと微笑ほほえむ。歳は俺より上、たぶん大学生だろう。清せい楚そなワンピースに身を包んでいて、仕草の端はし々ばしから気品がにじみ出ていた。深窓の令れい嬢じようという表現がこれほどしっくりくる美女を俺は見たことがない。薄うすっぺらいカーペットに座らせているのが申し訳なくなる。アクセサリーもさりげないのにいいものだって一目で分かるし、……え、ちょ、どんなやつが来るかと怯おびえていたが、これ、ガチのお嬢じようさまなのでは……？

「家が少し遠くて、急に車で来てしまってごめんなさいね。今は大学に通っていて──」

「えと……失礼ですが、大学はどちらで？」

「聖カトレア女子大学よ」

　名門女子大の名前に目め眩まいを覚える。とんでもないお嬢さまじゃねぇか……！

　金持ちオーラに当てられて、ゆえなどベッドの陰かげに隠かくれたまま出てこない。

　一方で花は相手がお嬢さまだったことよりも普ふ通つうの人間だったことのほうが重要らしく、「なんだ、人間じゃん！」と鼻息を荒くしている。当たり前だろ。

「あ、ど、どうぞ」

　震える手で、少しでも高級感が出るようにと濃こいめに入れたカルピスを出す。なんで麦茶かカルピスしかないんだろう、こんなことならシャンパンとか用意しておくんだった！

「あら、ありがとう」

　それきり会話が途と切ぎれてしまった。

　え、ええ～……？　俺はベッドに腰こし掛かけている花を見上げたが、花は満を持して名乗りたいらしく、腕を組んだまま女王然とふんぞり返っている。進行丸投げかよふざけんな。

　仕方ないので、かすれた声で口火を切る。

「ええと。俺はねむひこ──大和やまと宗むね彦ひこで、」

「我は紅ぐ蓮れん騎き士しこと一いちノ瀬せ和かず希きだ！」

「ここでは本名で呼び合ってて……」

「そうなの。では、宗彦くんとカズキくんと呼ばせていただこうかしら？」

　年上のお姉さんに名前で呼ばれるなんて、なんかどきどきするな。

「私のことも紗々乃と呼んで？　それと、ため口でけっこうよ」

「はい……いや、あ、ああ、分かった、ええと……紗々乃？」

　紗々乃はにっこりと微笑む。あ、ちょっととっつきにくい感じがしたけど、なんか気さくでいい人かも……？

「それで、宗彦くんとカズキくん。失礼だけど、実況動画の最高再生数は？」

「俺は五五八」

「我は六七一だ！」

「そう、フフッ」

　紗々乃は艶えん然ぜんと微笑み、

「……ゴミね」

「「ふぐぅっ!?」」

　なんだ!?　今何が起こったんだ!?　ゴミって言われた!?　ねえ、ゴミって!?

　はっと隣となりを見ると、カズキがみぞおちを押さえて倒たおれ伏ふしていた。

「か、カズキ、しっかりしろ、死ぬな！　カズキ──ッ！」

　息も絶え絶えの俺たちを捨て置いて、紗々乃はまだふんぞり返っている花に向き直った。

「初めまして、あなたがポンコツビッチさん？」

「ポンコツビッチってなによ!?」

「あら、違ちがったかしら？」

「フローラよ、フローラ！　本名は駒こま形がた花！」

「花だからフローラということね。まあステキ、とても安直」

「えへへ、ありがと──え？」

「気を付けろ花！　そいつ死角から来るぞ！」

　紗々乃はにこにこと穏おだやかな笑みを浮うかべる。

「本当に、お会いできて嬉しいわ。どんな方かしらと楽しみにしていたのよ」

「そ、そう？」

「一目見て驚おどろいたわ。とても可愛かわいらしいお嬢さんで」

「え、えへへ。まあね」

「こんなにも気品に溢あふれた方は見たことがないわ。さぞや高貴なご出身なのでしょうね」

「そんな、別に、うちはごく普通の一いつ般ぱん家庭ってゆーか」

　照れる花を見つめて、紗々乃はうっとりと呟つぶやいた。




「ああ本当に、なんてステキなのかしら……あなたの守しゆ護ご霊れい」




「ぎゃあああああああ!?」

　花はびょーん！　と跳とび上がって部屋の隅すみに逃にげ込んだ。

「しゅ、シュゴレイ!?　守護霊ってなに!?」

「あら、ご存じない？　あなたを守ってくれる霊のことよ」

「あんた霊が見えるの!?」

「視みえる、と言ってくださらないかしら？」

　紗々乃がおっとりと手を差し出す。花が戸と惑まどいつつもおそるおそるその手を握ろうとした刹せつ那な、紗々乃はそのまま花の頭上に手を伸のばすと見えざる何かと握あく手しゆをした。

「あらあらうふふ、見かけによらず随ずい分ぶんやんちゃなさったのね？　きれいな手が血みどろ」

「びゃあああああうそうそうそやだやだやだやだぁぁぁああああっ！」

　花はばたばたと辺りを払はらいまくったかと思うと、元気なエビみたいに背中から俺にダイブしてきた。

「へぐぅっ!?」

「ちょっと、どうにかしてよ！」

「霊相手にどうすりゃいいんだよ!?」

「いますぐ祓はらって！」

「エクソシストじゃねーんだぞ！」

「じゃあ寺生まれのＴさん呼んできて！」

「誰だれだよ!?」

　パニックに陥おちいる俺たちを見つめて、紗々乃は楽しげに微笑む。

「怖こわがることはないわ。守護霊はいいものなのだから」

「いいとか悪いとか関係ないの！　得体のしれないものが背中にくっついてると思うとイヤなのー！」

　花は本気の涙目だ。よほどその類いが苦手らしい。

　と、復活したカズキが紗々乃の服の裾すそをひっぱった。

「漆しつ黒こくの瞳ひとみの者よ！　わ、我が守護霊は!?」

　ああ、こいつそういうの好きそうだもんな。でもすげーな、さっき致ち命めい傷しようを負わされたばかりなのに恐おそれ知らずだな。

「そうね、視てあげましょうか」

「お、おおっ……け、気高き古代の騎き士しか!?　それとも罪深き堕だ天てん使し……!?」

　きらきら目を輝かがやかせるカズキを優しく見つめて、紗々乃は一言、

「落ち武者ね」

「……おちむしゃ……」

　よほどショックだったのか、カズキはどこか遠くを見つめている。可哀かわい想そうに。

「実は私、他にも占うらないもできるのだけれど……」

　そう言ってきょろきょろしていた紗々乃が「あら」と俺に目を留めて、顔を寄せてきた。

「えっ、な、近っ……！」

　紗々乃は「宗彦くん……」と痛ましそうに眉まゆをひそめる。

　な、何だ、何が見えるんだ……!?

「ひどい女じよ難なんの相が出ているわ？」

「ああ、うん」

　ある意味当たってるし、たぶんこの人もその一因になる予感がびんびんする。

「でもそれだけではないの。なんだか不思議な未来が視える……とても興味深いわ。もっとよく視せてくださらない？」

　え、と声を上げる前に白い手に頰ほおを包まれた。小さな顔が眼前に迫せまり──

「ちょっと、近いんだケド!?」

「うぐ!?」

　思い切り花に突つき飛ばされた。

　花は俺と紗々乃の間に真っ赤な顔で仁王立ちになる。

「あ、あ、あんたっ、い、いったい何のつもりで……っ！」

「あらごめんなさい？　お二人はもしかして恋こい人びと同士なのかしら？」

「は、はああ!?　だだだ誰もそんなこと言ってないじゃん！」

「では私がくっついたところで何の問題もないわね？」

「い、いいわけない！　えっと、そのっ……ふ、風紀が乱れるーっ！」

　紗々乃は楽しそうに微笑んでいる。どうやら花をからかうためのダシに使われたようだ。

　紗々乃は今度は、ベッドの陰かげに隠れているゆえに気が付いたらしい。

「あら。いらっしゃい？」

　しかしゆえはぷるぷる震ふるえながら髪かみの毛を逆立てて威い嚇かくする。

　恐れず近寄って手を伸ばす紗々乃。

「ちょ、ちょっと！　ゆえちに何かしたら許さないわよ!?」

　しかし紗々乃はそのままゆえの髪にぽふりと手を置いた。ほっそりとした指が頭を撫なでた途と端たん、ゆえの表情が蕩とろける。

「ほ……ほぁ……」

「ま、まさかそんな!?　あのゆえを、野生動物なみに警けい戒かい心しんの強いゆえを一いつ瞬しゆんで手なずけただと!?」

「ゆえち!?　そんな女のどこがいいのよ!?」

　しかしよく見るとゆえは涙なみだ目めで、しかも小刻みに震えていた。




「ほ……ほぁぁ……（ぷるぷるぷるぷるがくがくがくがく）」




「こ、怖いんだ！　怖いけど気持ちがよくて逆らえないんだ！」

「本能すら組み伏せるテクニック……なんて恐ろしい女なの!?」

　やがて紗々乃がベッドの隙すき間まに両手を突っ込んだかと思うと、すっかりゲル状になったゆえを引きずり出した。

「ほ、骨ほね抜ぬきだー！」

「ゆえちゃんっていうのね？　よろしく」

「ァィェェ……」

　ゆえは為なす術すべもなく紗々乃の膝ひざの上でこねくり回されている。

　なんだこいつ、やばいやつが入ってきたぞ……!?

　花はぎりぎりと歯を食くい縛しばる。

「さっきからなんなのよあんた!?　あたしのファンじゃないの!?」

「あら、ファンよ。ある意味ではね？」

「そ、そうなの……？」

「ええ。あなた、あのキャラクターが好きみたいだけど、ええと……しめさばちゃん？」

「ヒメリカちゃん！」

「しめさばちゃんの動画なんて、発情した猫ねこみたいで聞くに堪たえないわ？」

「やっぱり全然褒ほめてないじゃん！　なんなのあんた、なんで会いたいなんて言ったのよー!?」

「そうね。おもしろい珍ちん獣じゆうを見つけたから直じかに見てみたくなった、とでも言おうかしら」

「動物園感覚!?」

「あ、え、えっとだな、紗々乃！」

　このまま放っておくとますますこじれそうな予感がして、俺は慌あわてて口を挟はさんだ。

「実は今日来てもらったのは、冷静にゲームするコツを教えてほしくて……！　こいつ、つい熱くなって全然まともなプレイできなくてさぁ！」

　花が「はああ!?」と声を荒あららげる。

「誰もそんなこと言ってないっ……！」

「いいから、適当な理由をつけて、気持ちよく帰ってもらおう！　なっ！」

　花を説とき伏せる俺の横で、紗々乃はぽんと手を打った。

「まあ、そういうことだったのね。けれど、なぜ宗彦くんがそんなに親身になってあげているの？　彼氏というわけでもないのでしょう？」

「あ、ああ、えっと、俺たち、協定を結んでるんだよ」

　視線を送ると、花もしぶしぶ同調する。

「あたしのゲームを巧うまくしてもらう代わりに、こいつを有名実じつ況きよう者にしてやるの」

「そういうことだったのね」

　紗々乃は納得してくれたようで、ひとつ頷うなずくと鞄かばんからパソコンを取り出した。

「いいわ。それでは、今から実際にやってみましょう」

「エッ!?　ちょ、ちょっと待ってよ、あたしはただコツを教えてほしいだけで、別に今やらなくても……！」

　紗々乃は焦あせる花を華か麗れいにスルーして、コントローラーを繫つないで準備を整えた。

「今日はこれをやってみましょう」

　紗々乃がコントローラーを操作すると、パソコンの画面におどろおどろしい文字でタイトルが映し出される。その名も、『赤あか鬼おに』──

「げっ！」

　花が呻うめくのも無理はない。赤鬼は超ちよう有名なホラーゲーム──それも、数あるフリーホラーゲームの中でも屈くつ指しの怖さを誇ほこるのだ。

「このゲーム、ホラーだけではなくて謎なぞ解とき要素も手応えがあっておもしろいのよ？」

　赤鬼はホラーアクションで、屋や敷しきの仕し掛かけを解きながら脱だつ出しゆつを目指すというゲームだ。ところどころで不気味な化け物『赤鬼』が出現し、捕つかまれば即そくゲームオーバー。謎解きもシステムもかなりシビアで、初見一発クリアはまず不可能だろう。

「や、やだやだやだ、やめてよそんなの！　違ちがうのにして！」

「わがまま言うなよ、流れ上仕方ないだろ」

「実際やるとか聞いてないわよ！　やるなら美少女大戦にしてよ！」

「それじゃあ意味ないだろ」

　紗々乃が容よう赦しやなくスタートボタンを押し、花は慌てて俺の背中に隠かくれた。カズキとゆえもそれぞれ俺の左右にしがみついてぶるぶると震えている。

　物語は、化け物がでるという噂うわさの不気味な洋館に、四人の子どもが肝きも試だめしに訪れるところからはじまる。

　子どもたちが玄げん関かんに集まって、本当に化け物が出るのだろうかと話し合っていると、洋館のどこかでガシャーン！　という音が鳴り響ひびいた。

「「「!?」」」

　部屋に緊きん張ちようが走った。カズキが俺の左ひだり腕うでに縋すがり付き、花の指が二の腕に食い込む。

　一方ゆえは画面に釘くぎ付づけになったまま動かない。意外とホラー平気なのか？　と思ったがどうも様子がおかしい。俺は試しにその眼前でひらひらと手を振ふり、

「……気絶してる……」

　俺は完全に沈ちん黙もくしているゆえをタオルケットにくるむと隣となりに横たわらせ、俺にしがみついてぶるぶる震えているカズキの背中を撫でてやった。

「ぐすっ……あ、主あるじぃ……」

「巻き込んですまん。無理して見なくてもいいからな？」

「っ、こ、これも我が身に注がれる試練……っ！」

　カズキが気き丈じようにふるまう一方、肝かん心じんの花は顔を覆おおっている。

「ね、ねねねねえ、あんたあたしの耳を塞ふさいで！　あたしは目を塞いどくから！」

「いやおまえはちゃんと見とけよ」

　ゲームでは、主人公であるヒロシが「様子を見に行こう」と言っている。

　花ががちがちと歯を鳴らしながら呻く。

「ばかじゃないの？　そういう台詞せりふは死亡フラグだって知らないの？」

　と、指の隙間から画面を見ている花に、紗々乃がコントローラーを差し出した。

「ここから自分で動かせるわよ。さあ、やってみてちょうだい？」

「!?　いやいやいやむりむりむりむりむり！　無理に決まってんじゃん！」

「では、まずお手本を見せるわね？」

　紗々乃がキャラクターを操作する。主人公ヒロシは、怯おびえる仲間たちを置いて右の部屋に入った。そこは台所で、皿が床ゆかに落ちて砕くだけ散っていた。

「……他には何もないようね」

　紗々乃はひとしきり台所を調べて玄関に戻もどり──そこには誰だれもいなくなっていた。

　花がヒッ、と声を引き攣つらせる。

「ちょ、ちょっと？　みんな……あたしを置いてどこに行ったのよ……!?」

　これはヒロシだしおまえが操作してるわけでもないだろう。

「さあ、ここからが本番だわ？」

　紗々乃は淡たん々たんと洋館を歩き始めた。

「ちょ、ちょっと、無む闇やみに動かないほうがいいんじゃ……!?」

「こういったホラーゲームでは、探たん索さくは基本よ？　勇気をもって自分で行動しなければ、道は開かれないのだわ？」

　既きプレイの余よ裕ゆうもあるのだろう、紗々乃は恐おそれ気げも無くあちこち歩き回る。

『ギィィッ。（扉とびらを開くＳＥ）』

「!?（ビクン！）」

『カチャ。（鍵かぎが掛かかっているＳＥ）』

「!!（ビクンビクン！）」

　まだ何も出てきていないというのに、花は効果音に怯えていちいち跳はねている。

　ＢＧＭはなく、屋敷は静まりかえっていて、何も起こらないのがまた不安を煽あおる。カズキもますます俺にしがみついた。

　息を詰つめて見守っていると、ふと廊ろう下かの奥を巨きよ大だいな影が過よぎった。

「!?　いっ、今なんか横切った！」

「あら、そうかしら？」

「横切ったわよ！　なんで気付かないのよ、あんたの目は節穴なの!?」

　もちろん紗々乃は分かっていてわざと焦じらしているのだろう。花の恐きよう慌こうは深まるばかりだ。

　俺は散々迷ってから口を開いた。

「あの、花」

「えっ、何!?　何なになに!?」

「指、痛いんだが……」

　途と中ちゆうから、花は俺の二の腕を親の敵かたきとばかりに握にぎりしめていた。もう少し緩ゆるめてほしいのだが、花がさらに指を食い込ませながら涙目で叫さけぶことには、

「それくらい我が慢まんしなさいよ！」

「はい……」

　俺の腕がぎちぎちと悲鳴を上げる中、探索は続く。

　主人公が新たな扉を開けると、そこはトイレだった。トイレとホラーの親和性は高い。今にも何か飛び出してくるのではないかと、花の指にも力が入る。

　便器の前にキャラクターを立たせて、紗々乃が小さく呟つぶやいた。

「……実は、このトイレね」

「えっ、や、やだ、なに？　なに？　なに、なんなの？　やだやめてよなになになに──」

　うろたえる花を横目に、紗々乃はおもむろにキャラクターを操作し、

「蓋ふたが開くのよ（パカッ）」
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　凄すさまじい絶ぜつ叫きようが耳をつんざく！

「いや何でだよ!?　トイレの蓋が開いただけだろ！」

「だだだだだっていきなり開いたから、びびび、びびびびっくりして……っ！」

　もはや箸はしが転んでも怖こわい心理状態になっているらしい。耳元で絶叫されて鼓こ膜まくがキンキンする。これがゲーム実況なら音量注意という赤字コメントが流れているところだ。

　と、紗々乃がコントローラを差し出した。

「さあ、お手本は充じゆう分ぶんでしょう？　ここからはあなたがやってみて？」

「はあ!?　そ、そん、で、できっ、できなっ……！」

「あら、ヒメリカちゃんにいいところを見せたくないの？」

「っ!?」

　花は部屋中に飾かざられたポスターやら抱だき枕まくらやらを見回し、しばし葛かつ藤とうしていたが、やがて決死の表情でコントローラーを受け取った。どんだけヒメリカに入れ込んでんだ。

　と、花は何を思ったかベッドから降りると、傲ごう然ぜんと俺を見下ろした。

「……足広げて。そんで、もっと深く腰こしかけて」

「え？」

　言われた通りベッドに深く座り直すと、花は俺の足の間に腰を下ろした。

「……え、ちょ……」

　視界が花の後頭部で埋うまってまったく前が見えない。……いや、というか……近すぎないですかね……？　きれいに巻かれた髪かみからすごいいいにおいがして……え、いいの？　俺みたいな地味男が学校一可愛いギャルとこんなに密着して許されるの？

「あのー……」

「あたしの背中はあんたに預けるわ」

　花の声音があまりにも真しん剣けんで、思わず「お、おう」と頷く。一体何から守ればいいんだろう、守しゆ護ご霊れい？

　まあカースト最上位のギャルにとっては、俺なんて都合の良い背もたれくらいの認識なのかもしれない……意識するだけばかばかしいか。

　おとなしく花の背中ガードに徹てつしようと諦あきらめ、首を伸のばして画面を見る。

　花は怯えつつも、おっかなびっくり洋館を探索する。和室、二階、三階……──どこにも人の気配がない。

「ね、ねえ、みんなどこ行っちゃったの……？」

　とある部屋に入ってたんすを開けると、人がうずくまっていた。

「ぎゃあああああ誰かいるぅうううううう!!」

　花がコントローラーを放り出すなり、ベチーン！　と俺の目を塞いだ。

「痛ぇ！　なんで俺の目を塞ぐんだよ!?　テンパりすぎだろ！」

「だ、だだ、だって、あたしはプレイヤーなんだから、ちゃんと見届けなきゃ……っ！」

　律りち儀ぎか！

　たんすの中にうずくまっていたのは仲間の一人、タケシであった。

「タケシ!?　どうしたのよ、タケシ！」

　話しかけても、タケシはマナーモードのようにぶるぶるぶると震ふるえるばかりだ。

「き、きっとすっごく怖い目に遭あったんだわ……！　可哀かわい想そうなタケシ……っ」

　涙なみだぐむ花を紗々乃が促うながす。

「他に手がかりはなさそうね。探索を続けないこと？」

「!?　た、タケシを一人置いていくなんて、あんたそれでも人間なの!?」

「人は時として非情にならなければいけないのよ？」

　花はしぶしぶ探索を再開するが、鍵の掛かっている部屋が多く、思うように進まない。

「ね、ねえ、何もいないわよ？　タケシのところに戻りましょ……？」

　震えているだけのタケシでも、今は仲間が恋こいしいらしい。

　しかし、元の部屋に戻ってたんすを開けると、そこはもぬけの殻からになっていた。

「た、タケシ!?　どこにいったの!?　まさか……！」

　紗々乃が沈ちん痛つうな声で呟く。

「残念だけれど、もう諦めることね」

「い、いやよ！　タケシにはねぇ、帰らなきゃならない家があるのよ!?　幼い弟がおなかをすかせて待っているのよ!?」

　知らねぇよ。おまえがタケシの何を知ってるんだよ。

　と、涙目で画面を見つめていた花がはっと身を乗り出した。

「待って。たんすの中、何か光ってる……」

　タケシがいた場所にはアイテムが落ちていた。拾うと、それは図書室の鍵であった。

「ぐすっ、タケシ……あなたの形見、大事にするからね……！」

　結局死んだことになったのか、タケシ。

　花は一階に下りて、タケシの形見を使って図書室に入り──

「あっ、なんか光ってる！」

　机の上で何かがきらきらと光っている。

　花はその前に立ってボタンを押した。

「今度は屋根裏の鍵を手に入れたって！」

　なるほど、こうしてストーリーが進んでいくわけだ。

　花は意い気き揚よう々ようと机から離はなれ──その時突とつ如じよとして、画面上から赤くて巨大な何かが現れた。気味の悪い微笑ほほえみを浮うかべた、頭でっかちな、赤黒い巨きよ人じん──

「ぎゃああああああああああああああああああああ!?　何あれキモイ!!　赤い！　でかい！　キモイイイイ!!」

「赤あか鬼おにだ、逃にげろ!!」

　不気味なＢＧＭが鳴り響ひびき、赤鬼が花を追ってくる。妙みようにアンバランスな頭の大きさといいぬめぬめした肌はだの色といい、嫌けん悪おを催もよおさずにはいられない。

　花はがむしゃらに逃げ出した。絶叫をあげ、コントローラーをぶんぶん振ふり回しながら階段を上がり、身体からだを傾かたむけながら角を曲がろうとしたところで壁かべに引っかかる。

「あっふ!?」

「ちょ、早く避よけろ！」

「ひっ、だめ、間に合わないっ……つ、つき、突つき抜ぬけてぇぇええええ！」

「無理だって！」

　そうこうする内に赤鬼に追いつかれ、

「んああああああああああああ!!」

　画面が暗転してゲームオーバー。

「……とまあ、こういうゲームよ」

　紗々乃が肩かたを竦すくめた。

　花はだらりとコントローラーを下げて放心状態だ。

「うっ、う、もうやだ……ねえ、主人公どうなっちゃうの……？　生きたまま内臓を啜すすられ、骨の髄ずいまでしゃぶり尽つくされちゃうの……？」

　そうやって具体的に想像してしまうからホラーが苦手になるのでは？

　紗々乃が首を傾かしげた。

「冷静にゲームをするコツ、少しは分かったかしら？」

「全然分からなかった」

　花がぶっすりと呻うめく。俺も正直怯おびえる花がおもしろすぎて、本来の目的をすっかり忘れていた。

　紗々乃はくすりと微笑んでパソコンを仕し舞まう。

「そうね。人には向き不向きがあるものね。これから少しずつ慣れていけば良いわ？」

「え、ちょ、もう終わるの!?　クリアするまでやってよ！　ちゃんと赤鬼を退治しないと安心して寝ねれないじゃん！」

「続きは自分でダウンロードして、一人でやってちょうだいな？」

「や、やだ！　無理！　鬼！　悪あく魔ま！　赤鬼！　せめてラストがどうなるか教えてよ!?」

「そうね……」

　紗々乃は小首を傾げると、とつとつと語り始めた。

「身も凍こおるような恐きよう怖ふ体験の末、主人公は洋館の仕し掛かけをすべて解き、ついに秘められた真実にたどりつくの。屋や敷しきでは死者を蘇よみがえらせるための恐おそろしい研究がされていたこと。屋敷をさまよう赤鬼たちは、元は普ふ通つうの人間だったということ。そして彼らは、迷い込んだ人間を襲おそっては、仲間を増やし続けているということ──」

「え……そんな……じゃあ……」

「真実と共に最後の鍵かぎを手に入れた主人公が、いよいよ屋敷を脱だつ出しゆつしようという時、一匹ぴきの赤鬼が襲いかかってくるわ。押し倒たおされ、頭を食いちぎられる直前、主人公の目に映った赤鬼の顔──それは、変わり果てたタケシの姿だったのよ……」

「う、うぁぁぁぁあああん!?」

「めでたしめでたし」

「全然めでたくないいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　泣きべそをかく花に、紗々乃はにこりと微笑み、

「まあ、噓うそなのだけれどね？」

「はあああああああああ!?」

「真相は自分で確かめてごらんなさい？」

「ふざけんなー!!」

　花は完全に手のひらで転がされている。一見仲が悪そうに見えるけど、これって……

「ほんっとムカつく！　あんたなんて大っ嫌きらい！」

「あら、私もよ。私たち気が合いそうね？」

　火花を散らし合う二人を見比べて、俺は思わず呟いた。

「……仲いいな、おまえら」

「どこがよ!?」

「こんなポンコツと一いつ緒しよにしないでくださる？」

「ああ、分かった。とりあえず一息つこう。な？」

　紗々乃は一見花と相性が悪いように見えるが、コンタクトを取って実際にこうして会っているくらいだし……何がそんなに琴きん線せんに触ふれたのか分からないが、とりあえず花を気に入っているというのは事実らしい。

　と、不意に花が俺を振り返って眉まゆをひそめた。

「てか、あんたいつまでそこにいんのよ？」

　いやおまえが背中を守れとか言ったんだろ。もういいならいいけどさぁ……

　気絶したゆえを揺ゆり起こしつつ、床ゆかに座り直す。

　一息ついたところで、俺は紗々乃に皿を差し出した。

「あ、これ、良かったらどうぞ」

　紗々乃がクッキーを一口食べて目を見開く。

「まあ、初めて食べたわ、こんなクッキー」

「そ、そうか？」

　そんなにおいしかっただろうか、ちょっと照れる。

「ええ。甘みの主張が強すぎて、まったく小麦本来の良さが生かされていない。歯は触ざわりも粗あらく、まるでコルクのよう。これは本当にクッキーなの？」

「すみませんね、素人しろうとの手作りで」

　紗々乃は小さく唇くちびるを綻ほころばせた。

「……でも、悪くないわ」

　……これは一応褒ほめられたのか？　だとしたらちょっと嬉うれしい。

「ところであなたたち、サークル名はなんというの？」

「へ？」

「サークル名？」

　問い返す俺たちに、紗々乃が不思議そうに首を傾げる。

「あなたたちは、ゲーム実じつ況きようサークルではないの？」

　俺たちは顔を見合わせた。

　なんとなく、花の腕うでが上がるまでゆるりと続いていくものだと思っていたが……確かにここまで来たらいっそサークルとして立ち上げるのもいいかもしれない。

　花も同じことを考えたらしい。

「サークル……サークルね。ふん。性悪スピリチュアル女のくせに、いいこと言うじゃない。ここにゲーム実況サークルを発足するわ！」

「ククク！　ついに血の盟約を結ぶ刻ときがきたようだな！」

　まあゆくゆくは再生数を伸のばす極意も教わることだし、『花のゲームの腕を上げる会、及および俺の再生数が伸びる方法を探る会』とかいうよりも具体的なサークル名があったほうが便利だろう。

「サークル名は何にするんだ？」

　カズキがすかさず手を上げる。

「血ち塗ぬられし龍りゆうの騎き士し団だんっ！」

「怖こわいよ」

「もっと可愛かわいいのがいいわ。スイートベリーパンケーキとかどう？」

「すいーつ（笑）」

「なんか言った、性悪スピリチュアル女!?」

「いいえ、何も？」

「ぉ、おぼえやすいのが、いい、です……」

　頭を悩なやませたのだが、いい考えは浮かばなかった。

「じゃ、この話題は次に持ち越こしね。あんたも考えてきなさいよね」

「私？」

　目をしばたたかせる紗々乃に、花は泰たい然ぜんと髪かみを払はらう。

「あんた友達いなさそうだし、さっきのプレイもけっこー勉強になったし……仕方ないから仲間に入れてあげる」

「…………」

　紗々乃はしばらく言葉に詰つまっていたが、微かすかに笑み──やがて上品な仕草で髪をかき上げた。

「そこまで言うなら入ってあげてもよくてよ？」

「はあ!?　人がせっかく誘さそってあげたのに、偉えらそうに！」

　賑にぎやかに言い合う中、紗々乃の耳がほんのり赤くなっているのに気付いて、俺は小さく笑った。最初はどうなることかと思ったが、まあ、悪い奴やつじゃなさそうだし、花のゲームの腕を上げるためにも幅はば広ひろい人材が集まるのはいいことだ。

「じゃ、サークル名が決まる日まで、仮に『　　くうはく』とするわ！　合い言葉はノーゲーム・ノーライフね！」

「その合い言葉はちょっと危ないかなぁ！」

「じゃあノープレイ・ノーライフよ！　活動場所はここ！」

　部屋主の意向は問わない方針らしい。もういい、諦あきらめよう、その方が早い。

　紗々乃がきょろきょろと周囲を見回す。

「それにしても、なんだか統一感のないお部屋ね」

「ああ。浮ういて見えるのはだいたいこいつらの私物だ。フィギュアとか、紅茶ポットとか、クッションとか、好きなゲームとか。良かったら紗々乃も自分の部屋だと思ってくつろいでくれ……ちょっと狭せまいかもしれないけど」

「まあ、ありがとう。それではお言葉に甘えて」

　紗々乃はすっくと立ち上がるなりスカートの裾すそに手を掛かけた。啞あ然ぜんとする俺たちの目の前で、そのままするすると裾を持ち上げ──

「待て待て待て、待って!?」

「ちょ、なにいきなり脱ぬごうとしてんのよー!?」

　ワンピースをまくり上げようとした紗々乃の両手をすんでのところで押さえると、紗々乃は澄すんだ瞳ひとみで俺を見つめた。

「あら、自分の部屋のようにと言ったのは宗彦くんだわ？」

「だからってまさかいきなり脱ぐとは──って待て、いつも全ぜん裸らで過ごしてんの!?」

「ふふ。裸はだかこそが人間のあるべき姿なのよ、宗彦くん」

「やー！　痴ち女じよ！　痴女よー！　ヘンタイじゃん！　やー！」

「自然派志向と言ってくださらない？」

「それはいいんだがっ、いや、だから、ちょ、待て、今はこらえて……！」

「ちょっとおにーちゃん、うるさいんだけど──」

　階段を上がる音がして扉とびらが開く。ありすが目にしたのは、見ようによっては年上お姉さんのワンピースを脱がせようとする俺の姿──

「あ、ありす、待ってくれ、これは……！」

「は……破は廉れん恥ち！　不潔！　変態バカ色しき魔ま、セクハラ大だい魔ま神じん！　汚きたないオトナ！　おにーちゃんなんか大っ嫌い！　うぇぇぇぇえん!!」

「嫌い!?　待てありす！　あり──！」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていると、花が俺の肩かたに手を置いた。

「あんたに妹泣かせの称しよう号ごうを授けるわ」

「嬉しくねぇよ！」










「じゃあ、こいつらのこと頼たのんだぞ」

　なんとか妹をなだめ、若干やつれつつ玄げん関かんから手を振ふる。三人は紗々乃が車で送ってくれるという。これから夕飯を作らなければならないので正直助かる。

　花は紗々乃に借りを作るのが気に入らないらしくむっすりしていた。

　仲良く帰れよと念を押すと紗々乃が微笑ほほえんだ。

「ええ。……とても楽しかったわ、ありがとう」

　それが本心であることは、柔やわらかな表情を見れば一目で分かった。たぶん素直になれないだけで、そう悪い奴でもないのだろう。

「次はマフィンが食べたいから頼んだわよ」

「また約束の地で相まみえる刻を楽しみにしているぞ、主あるじ！」

「……おじゃま、しました……」

　手を振って少女たちの背中を見送る。

「ああ、そういえば私の車、三人乗りなのよ。体力の有り余っているギャルは走って帰ってくださる？」

「はあ!?　どこにそんな車が存在すんのよ、あんたの車は人力車ですかァ!?」

　さっそく罵ののしり合っている花と紗々乃に苦笑しながらドアを閉める。

　一人になったとたんどっと疲つかれが押し寄せた。

「なんか濃こい一日だったな」

　さて、ありすのご機き嫌げんを取るために特製メニューを考えなければ。

「……あ」

　そういえば、また今日も実況についてのコツを聞くのを忘れた。

　最近どうも花の腕を鍛きたえることに集中しがちだが、俺の有名実況者になりたいという野望も忘れてもらっては困る。

　せっかくメンバーも増えたんだし、次回はちょっとみんなの意見を聞いてみよう。

　……まさか花のやつ、忘れてたりしないだろうな？










　　　■第六章　キャラ付け







「ところで、そろそろ俺の実況を見て欲しいんだが……」

　五人が集まった日曜日、ついに勇気を出して切り込むと、今日も今日とて美少女大戦をプレイしていた花はなは豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらった鳩はとみたいな顔で振り返った。

「……え？」

「完全に忘れてんじゃねーよ！」

「あーもーうっさいわね、忘れてないって！　はいはい、再生数を伸ばす極意ね！　あー……世界中に散らばった小さなメダルを攻こう略りやくを見ずに全部集めたら考えてあげる」

「条件違ちがってんじゃねーか！　しかも難易度えげつねぇし！」

「だから言ったじゃん、あたしのゲームの腕を上げてくれたらって」

「……それじゃ永遠に有名実況者になれねーよ」

「えっ、何勝手に諦めてんの!?　いいからさっさとあたしを凄すご腕うでゲーマーにしてよ！」

　ポテチ食べながらだらだらゲームやってる奴の台詞せりふじゃないと思うんだが……

　と、ベッドに腰こし掛かけてＰＳＶｉｔａをしていた紗さ々さ乃のが目を上げた。

「そういえば、宗むね彦ひこくんはどんな動画を上げているの？」

「見たことないか？」

「ええ。再生数五〇万以下の実じつ況きよう動画を見たところで何か得られるものはあるのかしら？」

　息をするように底辺実況者を殺しにくるのやめてくれませんかね。底辺実況者ってのは繊せん細さいな生き物なんだよ。

　紗々乃がちびっ子二人を振り返る。

「カズキくんとゆえちゃんは見たことあるの？」

「むろん！　我はかの魔ま手しゆに魅み入いられた故！」

　一方ゆえは首を振って否定。

　花が身を起こす。

「一回見てみる？　コイツの実況マジでヤバイから」

「そんなに褒ほめるなよ」

「褒めてない。マジでヤバイ方のヤバイだから」

　ヤバイのはおまえの語ご彙い力だよ。なんでもかんでもヤバイで済ませるのやめろ。

「そうね、下しも々じもの実況者がどんな取るに足らない実況をしているのか少し興味があるわ」

　紗々乃の言い方は引っかかるが、まあ要約すると見たいということだろう。仕方ねぇなぁと呟つぶやきつつもちょっとわくわくしながらパソコンを立ち上げる。

「ちょうど昨日ＵＰした動画があるんだよ」

　実は花のアドバイスを受けてから、俺なりにいろいろ研究したのだ。有名実況はもちろん、花や紗々乃の動画を何度も見て学んだ。そしてようやく俺らしさにたどり着いたのだ。

　動画のタイトルは『生まれ変わった俺が旧世代の機体で一度もゲームオーバーになることなくこの空を制せい覇はする　ｐａｒｔ１』。

　花たちがパソコン画面を囲む。視し聴ちよう者のリアクションを生で見るのは初めてだ。さあ研究の成果を見るがいい！　俺は緊きん張ちようしながら再生を押した。

『えー、こんにちは。ねむひこです。今日は『ガイアデストロイアー』を、やっていきます。あー……これは数年前にちょっと有名……その、話題になった？　いわゆる縦シューテングで……昔一回だけ、あ、違ちがうな、二回？　くらい、やったことあるんですけど……クソゲーとか呼ばれてますけど、僕はけっこう好きで……ま、やっていきましょうかねぇ。……曲いいっスね、やっぱ』

　敵の攻こう撃げきが飛び交う空間を、銀の機体が紙一重で進んでいく。はー、ヤバイ。かっこいい。痺しびれる。

『アーここ、画面の右みぎ端はしにいたらかわせますんで……ザコがうざい……ぼふっ（ため息）。初めてやったのは中学生の時だったんですけど、まあ、ね、けっこう難しいですよね。そういえば俺が中学生の時、修学旅行が北海道だったんですけど、──』

「………」

　俺の華か麗れいなプレイと軽快なトークに、花たちは言葉もなく見入っている。

『ぁー、こいつがボスですね。……なんか、こいつ、アレ……なんだっけ……八つ橋に似てるな……ぼふっ（笑う）。似てません？　八つ橋。ぼふぼふっ（笑う）。空飛ぶ八つ橋トカ。あ、フレイムランチャーきましたね、そんで、ここを……こう……あ、うん。はい。……これ、もう少し……こう……（無音状態）……ああ、ハイっと、やりました。まあこんなもんですね、ぼふっ（吐と息いき音）。そうなんですよ、まー見てたら分かると思うんですけどこのボスの攻撃は広こう範はん囲いで非常に厄やつ介かいなんですがフレイムランチャーを撃うった直後だけ必ず隙すきができるからその間にアームの下に潜もぐり込んじゃえば比ひ較かく的てき楽に倒たおせるっていう、まー結構そのタイミングがシビアっていうか制作者がよく考えて作ってるかなってとこでもあるんですけどまーその要点さえおさえちゃえば意外と楽に倒せるっていうか、まー良かったらやってみてください。……つーかやってみてくださいって、スゲー上から目線。何様なんですかね俺、スイマセン。ぼふぼふっ（笑う）。じゃ、次回はこの続きからやっていきたいと思いまーす。ありあっしたー！』

　動画が終わった。

　ふぅ、我ながらほれぼれするぜ。どうだ見たか、この超ちよう難易度のゲームで一回も死なない無む双そうプレイ、しかも態度は終始クール！　さらに所々で的確にアドバイスを入れつつも自分でツッコむことによって気さくでフランクな感じを醸かもし出す演出！　これが俺のたどりついた俺らしさだ！

「ふふ、どうだ？　完かん璧ぺきな実況だったろ？」

　水を打ったような沈ちん黙もくの中（きっと感動して声も出ないのだ）、花が代表して口を開く。

「……ヤバイ」

「だろ!?」

「違う。褒めてない。死ぬほどつまらなかった」

「えっ!?」

「サムい。ヤバイ。キモチワルイ。何なのこのサムさ。逆に才能感じるんだケド。こんなつまらない動画を最後まで見続けたあたしを褒めてほしい」

　腕うでを抱だいて震ふるえる花の隣となりで、紗々乃が上品に小首を傾かしげる。

「そうね。控ひかえめに言って胎たい児じからやりなおした方がいいのではないかしら」

「そんなに!?」

「……わたしの、時間を、返してください……」

「ゆえまで!?」

　ゆえにまでダメ出しをされて落ち込む俺に、カズキが縋すがり付く。

「わ、我はそうは思わぬぞ！　襲おそい来る闇やみの住人を退けるあの手しゆ腕わん、まさに王者の風格！　それでこそ我が剣けんを捧ささげし主に相応ふさわしい！」

「ありがとうカズキ！」

　握あく手しゆのつもりで手を差し出すと、カズキが嬉き々きとして舐なめようとしてきたので、俺はそっと手を引っ込めた。なんでこの子隙あらば俺の手を舐めようとするの……？

　花が重苦しいため息を吐つく。

「言いたいことはいろいろあるけど、まず肝かん心じんの実況が致ち命めい的てきにおもしろくない。てか、前より悪化してる」

「ウソだろ!?　今までで一番手応えあるんだぞ！　この調子でいけば再生数六〇〇はかたい──」

「六〇〇ぅ？　あんたが目指すところは何？」

「ゆ、有名実況者……」

「でしょ？　いい？　今のやり方を続けてる限り、九九パーセントの底辺から抜ぬけ出せないから。せめて再生数一万超こえてから偉えらそうな口叩たたきなさいよね」

「うっ……！」

　これでもすごい考えたんだけどなぁ。いったい何がダメだったんだろう？

　花は腕を組んで真しん剣けんな顔で問う。

「実況はただしゃべればいいってもんじゃないの。まずいくつか聞きたいんだけど、動画時間五〇分って何なの？」

「……長時間じっくり見たいってコメントがあったから」

「なんでこんなゲームに関する解説多いの？」

「ゲームについても説明欲しいって、コメントで」

「どうして全編ノーカットで流してんの？」

「コメントで、カットしないほうがいいって言われたから」

　花はくわっと牙きばを剝むいた。

「ちょっとコメントの言いなりすぎない!?」

「だってコメントだぞ!?　貴重な意見だぞ!?」

「じゃああんたコメントで素すっ裸ぱだかにコート一枚で逆立ちしながら通学路を往復しろって言われたらやるの!?」

「……やぶさかではない」

「ヤダなんでちょっと嬉うれしそうなの!?　コワイ！　おまわりさーん！」

「例え話だろ!?」

　その隣でカズキが目を血走らせながら「あ、主あるじはコメントの奴ど隷れい!?　ということはコメントでお願いすればあんなこともこんなこともしてくれる……!?」と呟きながら怒ど濤とうの勢いでメモを取っている。言っとくけどおまえのＩＤはすでに押さえてるから無む駄だだぞ？

　俺は必死に反論する。

「いや、このゲーム、本当はすげーおもしろくてっ……！　あんま知名度ないけど、たくさんの人に広めたくて、だから『こうしてほしい』っていうコメントがあるとできる限り応えたいっつーか……！」

　もともと俺がゲーム実況をしているのには、おもしろいゲームをたくさんの人と共有したい、自分の好きなゲームを広めたいという思いが根っこにある。だからこそ見てくれた人のコメントは積極的に取り入れたいのだ。

　しかし花はため息を吐いた。

「コメントに応えたい気持ちは分かるわ。見てる人の意見を反映させるのはもちろん大切なことよ。でも、全部を聞いてたらキリがないっしょ？　まず自分の軸じくを決めるの」

「軸？」

「そー。あんたの場合は、まず見やすさを第一に考えること。そのためにはまず、動画の時間はだいたい一五分～三〇分におさめる！　自分語りは少なめに、画面内で起こってることに対してちゃんとリアクションする！　不要な箇か所しよ、特にぐだぐだして見どころのないシーンは適てき宜ぎカットする！　みんなが知ってるような浅いうんちくを長々と語らない！　タイトルとキャプションは簡潔に！」

「うっ……！」

「あとドヤ顔うざい。同じこと何回も言うし。『俺いまおもしろいこと言ったよ～？　これコメントきちゃう～？　盛り上がっちゃう～？』　みたいな下心が透すけてる」

「ぬうう!?」

「そう思ったところはだいたいスベるから、肝きもに銘めいじておいて」

「ふぐぅ……！」

　返す言葉もない。そうなんだよ、あれなんでだろうな？　コメントに限らず、会心の出来だと思った動画ほど再生数がふるわなくてしょんぼり、なんてことはしょっちゅうある。自分がおもしろいと感じるものと視聴者が求めるものの差を思い知らされる瞬しゆん間かんだ。

「あとは声質ってゆーか、まずは滑かつ舌ぜつに気を付けたほうがいいと思う。なんかもごもごして聞く気うせるってゆーか……実じつ況きようは三〇分とか、長い時間同じ人の声を聞き続けるわけだから、声がこもってたらそれだけでストレスになるの。ほら、しみＴの授業とかストレスはんぱないっしょ？」

　しみＴこと清水しみず先生テイーチヤーは現国の先生で、もういい歳のおっさんなのだが声が異様にもにょもにょして聞き取りづらく、授業の後は必ずぐったりするのだ。

「できるだけはっきりしゃべること。あと、音にムラがあるから、マイクとの距きよ離りを見直したほうがいいと思う」

　思わず感心してしまう。こいつ、いちいち核かく心しんを突ついてくる。俺よりもよっぽどシビアに実況を捉とらえてるな。

「んー、あとは前にも言ったけど、武器っていうか、カラーがあればいいんだケドね。例えばトーク力だったり、声質だったり、企き画かく力、発想、ずば抜けた個性だったり……」

「……それなんだよなぁ」

　実際フローラはアイドル性というか、甘い声やゲームが下手な部分もウケていて、本人もそれを分かって売りにしている。紗々乃は透とう明めい感かんのある声と、ホラーなのに落ち着いた実況というギャップがあるし……

「俺のカラーってなんだろ」

「……お菓か子し作り？」

「ゲーム実況関係ねーな」

　もしかして才能ないのか？　と落ち込みそうなところに、カズキがククククと割り込んだ。悪の魔ま王おうよろしくポーズを決める。

「貴公、常とこ闇やみに眠ねむりし第二の魔ま龍りゆうを解放せよ！」

「はっ、そうね、そうよ、さすがカズキ！」

「なんで普ふ通つうに通じるようになってんだ。通訳してくれ」

「きゃ、キャラを作っては、どうですかって、言ってます……」

　花はびしりと指を突きつける。

「ここは思い切って、視し聴ちよう者に受けるキャラを演じてみればいいのよ！」

「演じるったって、どんなキャラを作ればいいんだよ」

　と、紗々乃が妙みようにきらきらしたパステルカラーのパッケージを掲かかげた。

「それならば、こういった乙女おとめゲームを参考にしてはどうかしら？　乙女ゲームに出てくる殿との方がたは、おおよそキャラクターが濃こいと思うのだけれど」

「へー、あんた乙女ゲーとかするんだぁ、カレシいないの？　さみしー！　かわいそー！　喪も女じよなんですかァ？　ぷぷー！」

「そうね。ところでこれ、あなたの鞄かばんからはみ出ていたものなのだけれど？」

「ぎゃー！　勝手に漁あさんなー！」

「ポンコツちゃんはどうしてこんなものを持っているのかしら？　カレシがいないの？　寂さびしいの？　喪女なのかしら？　可哀かわい想そうにね」

「うるさいっ！　た、確かにカレシはいないけど、あたしにはヒメリカちゃんがいるし！」

「あら、なのに乙女ゲームをするの？　それを人は浮うわ気きと呼ぶのではないの？」

「!?」

　花は蒼そう白はくになり、イケメンだらけのパッケージを抱だきしめてぶんぶんと首を振ふる。

「ち、違ちがうもん、あたしはヒメリカちゃん一筋だもん！　これはただ美少女大戦と同じメーカーだったから気になって、みんなで話のネタにできればと思って買っただけだし！　本当だし！　浮気じゃないしっ！」

　いーよいーよ、そんな必死で言い訳しなくても。それほど興味ないのに何となく弾はずみで買っちゃうことってあるよな、分かるよ。

「で、どういうキャラがいるんだ？」

　花は長い爪つめで、すかした笑みを浮うかべている男たちを示す。

「えっと、たとえばこれは俺様、こっちは熱血に子犬系でしょ、あとは王子に秀しゆう才さい、天然、爽さわやか、わんこ……」

「待て、わんこと子犬って違うのか？」

「は？　本気で言ってる？」

　花は盛大に眉まゆをよせ、薄うすピンクの爪でキャラを交こう互ごに示す。

「こっちがわんこで、こっちが子犬」

「？？？　……？」

「だーかーらー！　しっぽぶんぶん振りながら『撫なでて撫でて～！　かまってかまって～！』ってまとわりついてくるのがわんこで、目がうるうる、切な声きゅんきゅん、あーん守ってあげたぁい！　って母性本能をくすぐってくるのが子犬！」

　よく分からんが、それを俺に演じろと？

　試しに両拳こぶしを口元に持っていって、

「……きゅんきゅん♡」

「はァ？　頭沸わいてんの？」

「なんでだよ!?　やれっていうからやったのに！」

「あんたが子犬系はないわ～。ここはさー、やっぱ王道に王子系じゃない？」

　なぜかちょっと口元を緩ゆるめつつ金きん髪ぱつのイケメンを指さす花だったが、

「あら、王道なら俺様でしょう」

　紗々乃の言葉に、二人の間で真紅の火花が飛んだ。

「……は？　なに言ってんの？」

「アニメでもゲームでも、一番人気になるのは大たい概がい俺様だと思うのだけれど？」

「はああ!?　俺様が人気!?　『俺Ｓだからさ』とか言いながら心身を虐しいたげてくるＤＶ男のどこがいいワケ!?」

「愛があるからこそよ。やはり男性に尽つくすことこそが女の喜びだと思うの。口先ばかりの優男の方がよほど信用ならないわ？」

「へー、言ってくれるじゃん。でもやっぱさ～男は女子に優しくできる度量がないとダメだと思うのよね～。歪ゆがんだ愛情表現しかできない薄っぺらい男がいいなんて、趣しゆ味みわるっ」

「あら、あなたこそ殿方に夢を見すぎていると痛い目に遭あうわよ？」

「[image: あ゛][image: あ゛]!?　じゃあそーゆーあんたは──」

「や、やめろおまえら、俺のために争うな！」

「「は[image: ァ゛]!?」」

「ごめんなさい！」

　怖こわい！　でもカズキとゆえはもっと怯おびえてるから！　っていうか乙女ゲーム談義でこんな白熱できるなんて逆に仲良いだろ！

「わ、分かった、どっちも取り入れるから！　それでいいだろ!?」

　二人は牙きばを剝むきだして唸うなりながらもなんとか矛ほこを収めた。っつーか勢いで言っちゃったけどどっちもって何だよ、俺は一体どこに向かおうとしてるんだよ!?

「ほ、他にいい案はないか!?」

　場を保もたせるために案を募つのると、ゆえが控ひかえめに手を上げた。

「か、過激に、煽あおると、いいです……」

「え？　煽る？」

　花が「なるほどね」と頷うなずいた。

「あえて炎えん上じようさせるってことよ。炎上するとコメントが賑にぎわって、コメントが多いと面白い動画なんだと判断されてとりあえず見てみる人が増えるわ」

「でもそれって印象悪くないか？」

「それではノリの良さを表すために、ところどころでノリツッコミをしてはどうかしら？」

「ふんふん、フランクさを演出するわけだな？」

　次々出てくる案を書き留めていく。カズキが元気に手を上げた。

「我は絶対なる王者を求めるっ！」

「そうね、確かに高貴で孤こ高こうなかんじはあってもいいかも。あ、あと最近は家庭的な男がモテるらしいから取り入れてみたら？」

「ゆえ、ねこ、好き。かわいい、から……」

「けれどあまり女ウケを狙ねらいすぎても滑すべるのではなくて？　殿方に向けたアピールもしなければ」

「なるほどな。俺様で王子で過激に煽りつつも高貴、かつノリツッコミするくらいフランクで、ねこで女にも男にもウケる、と……」

　こうしてメモ帳には俺が取り入れるべきキャラクター像がずらりと並んだ。

「このキャラでｐａｒｔ２を上げるのよ！」

「おう！」

　かくして『ガイアデストロイアー実況プレイ　ｐａｒｔ２』の録画が始まった。




「い、いくぞ……！」

　録画、編集を終え、ネットにアップする前の動画チェック。

　花たちが緊きん張ちようした面持ちで頷く。

　震ふるえる指で再生ボタンをクリックすると、パソコンから俺の声が流れ出した。

『は？　また俺の動画を見に来たのか？　ふん、あんたも物好きだな。ホラ、てめぇのために用意した天てん蓋がい付きのソファーでゆっくりおやすみ、子こ猫ねこちゃん。掃そう除じ洗せん濯たく、花か壇だんに水もやっておくから。はは、そうだね。僕はそんなつもりはないけれど、よく家庭的だって言われるニャン。でもこう見えて、意外と孤こ独どくと地じ獄ごくの業火を愛する者なり！　矮わい小しようなる愚ぐ民みん共よ、我が偉い大だいなる闇やみの前に跪ひざまずけ！　って、何でやねーん★　……男もイケます（イケボ）』

「ど、どうだ……!?」

　おそるおそる尋たずねると、──花たちは感動に打ち震えていた。

「す、すごい！　俺様で王子でツンデレで過激でノリのいい実況者の爆誕だわ！」

「これは……とんでもないモンスターを生み出してしまったのではないかしら……」

「魂たましいの波動を感じるッ！」

「……いいと、思います……！」

「よし、早速投とう稿こうしよう！」

　俺は胸を高鳴らせながら動画を投稿した。見よ、新生ねむひこの誕生だ！

　数分後、どきどきしながらリロードすると、コメントが付いていた。

「！」

　緊張と期待に胸を高鳴らせながら全員で動画を見守る。

　そしてついにコメントが流れた。




【キモヒコ】




　すーと画面を横切っていく白い文字。さらに容よう赦しやなく繰くり出されるコメント群。

【なにこれ】【頭おかしい】【イラつくｗｗｗ】【金返せ】

　金取ってねーよ無料奉ほう仕しだわちくしょう。

　それきりコメントは途と絶だえた。待てど暮らせど何度リロードせど、うんともすんとも言わない再生数。お通夜ムードの中で、俺は血けつ涙るいを流さんばかりに吠ほえた。

「やっぱりダメじゃねーか!!」

　まあ半ば分かってたけどね!?　むしろなんであの実じつ況きようでイケると思っちゃったんだよ、俺!?　キャラが濃いっていうか切り貼ばりしすぎてただのクリーチャーだし、迷走にも程があるわ！　一いつ時ときのテンション怖い！

「っつーかキャラ作りすぎて実況のセオリーガン無視してんじゃねーか！　まったくゲームについて触ふれてなかったよ！　ただひたすらに俺がキモチワルイだけだったよ！　あーもう黒歴史！　今すぐ消したい！　数少ないファンも離はなれたー！」

「もともといないでしょ、そんなの」

「そうくよくよしないことよ。きっといい思い出になるわ？」

「いらねぇよこんな汚よごれちまった思い出は！」

　有名実況者への道のりは遠そうであった。




　そして、その夜。

　俺は昼のダメージから回復しないまま自室に引きこもっていた。ああ、なんであいつらの言うこと聞いちゃったんだろう、もう削さく除じよしてしまいたい。

　俺はぐったりしながら動画を開き──

「ん……？」

　思わず目をこらす。なんか、再生数が地味に伸のびてる……？

　今までは大体六時間たてば再生数はぴたりと止まっていたのだが、今になってじわじわと上がってきていた。一体なぜ……

「…………」

　ふと思いついてＴｗｉｔｔｅｒでエゴサしてみると、動画のＵＲＬを紹しよう介かいしている呟つぶやきがいくつかヒットした。

「うおっ！」

　こんなことは初めてだ。興奮しながら紹介文を読んでみると、

『これ見てみ、マジでキモイからｗｗｗ』

『狂きよう気きを感じる』

　さらにはそれを見た人がリプを返したりいいねしたりしている。

　俺は思わず「う、ううーん……？」と唸った。これは喜んでいいのか？　決してプラスの評価とはいえないが、おもしろがってくれていることには違ちがいないし……

　そうこうする内にも再生数は増えていく。ああ、口コミで俺の恥はじが広まっていく……でも、おかげで再生数が伸びていることは確かで。

「実況って奥が深いな……」

　俺は小一時間ほど悩なやんだ末に、動画を削除するのは思いとどまったのだった。










　　　■第七章　群馬ジャングル







　六月の第三土曜日。

　俺は机に向かって次に実況したいゲームをリストアップしていた。有名なゲームの方が視し聴ちよう者にはウケがいいと分かっていつつも、やっぱり隠かくれ名作に心こころ惹ひかれてしまう。でも埋うもれつつも実況映えするインパクトのあるゲームって、なかなか難しいんだよなぁ。

　窓を細かな水すい滴てきが叩たたく。雨は好きだ。存分に引きこもっていても許される気がする。……まあ晴れていたところで「熱射病になったら大変だから！」などと言い訳をつけて引きこもるのだけれども。

　作業が行き詰づまった。休きゆう憩けい＆ネタ出しがてらベッドに仰あお向むけになって漫まん画がを読んでいると、階段を上る足音とドアが開く音がして、視界が灰色に染まった。

「これ」

「……なんだよ」

　鼻先に突つきつけられたゲームのパッケージをよけると、花はなが傲ごう然ぜんと見下ろしていた。

「中古で安かったから買ってきたの。たまにはほのぼのしようと思って」

「凄すご腕うでゲーマーになるっていう目標はどうした」

「激しいゲーム難しいんだもん。今日はこれやるから、操作に慣れるまで付き合ってよ」

　……今日は一人でゆっくりゲーム実況について考えたかったんだけどなぁ。というか鍵かぎをかけ忘れた俺も悪いけど、チャイムくらい鳴らせ。

　カズキたちは用事があるらしく、久々に花と二人っきりだ。

　まあ、ヒメリカ廃だった花もみんなでゲームをしている内に目覚めたのか、他のゲームにも興味を示すようになってきた。ゲームの腕うでを鍛きたえる上ではいいことだ。

　仕方なくパッケージを受け取る。灰色の廃はい墟きよとやけにリアルな動物が描えがかれていた。タイトルは『群馬ジャングル』。

「……これ本当にほのぼのゲーか？」

「知らない。でも『あにまるの森』とか『ナンテンドッグス』みたいな、動物とわちゃわちゃできるかんじでしょ？　……チュートリアル飛ばそっと」

　説明書とか絶対読まないタイプだな、こいつ。

　ため息を吐つきつつ漫画を置いて説明書に目を通す。なになに？　『人類が死に絶え、ジャングルと化した群馬。プレイヤーは動物を操作し、生き残りを賭かけて過か酷こくなサバイバルに挑いどむ』……絶対ほのぼのゲーじゃない。

　花はのんきに動物を選せん択たくしている。最初はごく限られた動物しか選べないようだ。

「ん～、ポメラニアンにしよ。えへへ、可愛かわいい～。女の子かな。ヒメちゃんって呼ぼっと」

　整った顔がふにゃりと緩ゆるんでいる。本当に動物が好きらしい。

　ゲームが始まるなり、花が歓かん声せいを上げた。

「わ、すごいリアル！　ヒメたんトコトコ歩いてる～かわいい～」

　場面は元駅前らしく、ビルの窓という窓は割れ、コンクリートを突き抜ぬけて草木が生おい茂しげっている。その中を可か憐れんなポメラニアンがもふもふと動き回る。確かに可愛い。が、こんな脆ぜい弱じやくな生き物が過酷な群馬で生き残れるのだろうか。

「ねえ、これ撫なでたりできないの？　どうやったらあたしに懐なつくの？」

　こんな殺さつ伐ばつとした背景なのに、花は未いまだに動物育成ゲームだと思っているようだ。

「腹減ってるな」

「え？　そこのポテチでも食べてれば？」

「俺じゃなくてヒメが」

「あ、そっか。どうやってエサあげるんだろ？　ドッグフードとかあんのかな？」

「画面右に移動してみて」

　ヒメが移動すると、草むらでもぞもぞ動くものがあった。

「あ、ひよこだ！　小さい、ふわふわ！　ヤバイかわいい～！　これも飼えるのかなー？」

「もっと近づいて。んで、Ｒ１を押して」

　花が素直にＲ１ボタンを押した途と端たん、ヒメがひよこに襲おそいかかり、血しぶきが道路を真っ赤に染めた。




「ひ……ひよこ───────っ!!」




　花の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたる中、ヒメはがつがつとひよこを貪むさぼる。

「ひ、ひよこ───────！」

「やっぱポメラニアンも肉食なんだなぁ」

「ちょっと、何なのこのゲーム!?」

「ジャングルと化した群馬で生き残るサバイバルゲームだってよ」

「はあ!?　先に言ってよ!?」

「おっ、うさぎいるぞ、うさぎ。追いかけろ」

「いやよ！　また食べるんでしょ!?　そんな残ざん酷こくなことできない！」

「捕ほ食しよくすることでランクが上がるそうだ」

「……ううっ、しょせんこの世は弱肉強食……！」

　花は涙なみだぐみながらも次々と小動物を捕食する。意外と切り替かえ早いな。

　花が下手なりになんとか動物たちを捕食している間に、俺は説明書をめくった。

「えーと、他の肉食動物に狙ねらわれることもあるから気を付けろってよ……」

　言いながら目を上げると、ポメラニアンは虎とらと交戦していた。

「なんで明らかに格上の相手にケンカ売ってんだ！」

「ねえ、こいつって食べられないの？」

「食えねーよ！　悪あく食じきにも程があるだろ！　ちょ、逃にげろ逃げろ！」

「いやよ！　ヒメリカちゃんならどんな強い敵にも立ち向かうもん！」

「いいから逃げろって！」

　俺の指示に花は慌あわてて逃げ出すが、

「ちょっと、急に進まなくなったんだけど!?」

「壁かべだからだよ！」

　必死の逃とう走そう虚むなしく、ヒメは虎に食らいつかれた。ああ～……ぁー……食べられてる……

「そ、そんな……！」

　花は口を押さえ、目にいっぱい涙をためて呻うめいた。

「群馬……許さない……っ！」

　群馬は悪くない。悪いのはおまえのゲームの腕だ。

　タイトル画面に戻もどって仕切り直し。

　少しはコツを覚えたのか、花は大型肉にく食しよく獣じゆうから身を隠かくしつつ順調にランクを上げていく。

　……腰こしを据すえてやれば結構上達するのに、なんで美少女大戦はいつまで経たっても巧うまくならないんだろう。やっぱりヒメリカが絡からむとポンコツ具合に拍はく車しやがかかるんだろうか。

「……なんかあたしもお腹減ってきた」

　これ見て腹減るのか、すごいな。

「ポッキー食べたーい」

「ポテチしかないぞ」

「あたしの鞄かばんに入ってるから取って」

　仕方なく鞄をあさると極太ポッキー（いちご味）が出てきた。いつも菓か子し持ち歩いてんのか。なんで太らないんだろ。

「ほら」

　箱ごと渡そうとすると、花は画面を睨にらんだまま「んぁ」と口を開けた。

　……え？　…………え？　何これ、食べさせろってこと？

　箱を開けると一本取り出し、おそるおそる近づけていく。

　ええ～……？　学校一の美少女にあーんさせるなんて……本当にいいんだろうか……？　う、うわ、唇くちびるつやっつや……てか、口小さい……っ

　薄うすく開いた桜色の唇にポッキーの先せん端たんが近付き──花がじれったそうにこちらを見た。俺と目が合ったとたん、ぶわっと赤くなって後あと退ずさる。

「ちょ、何してんのよっ!?」

「いやおまえが食べさせろって……」

「ち、違ちがうから！　サキたちと一いつ緒しよにいる時のクセが出ただけだからっ！」

　なんだ、そういうことか。

「ってゆーか命令されたら何でもすんの!?　何なのマジでっ……！　もっと自分を持ちなさいよね……！」

　花はなにやら顔を真っ赤にしながら怒ど濤とうの勢いでポッキーを平らげていく。

「……で、次どーすればいーの？」

「えーと、駅前に数カ所あるポイントをマーキングして、縄なわ張ばりを占せん拠きよするんだそうだ。そうすると住すみ処かが作れるって」

「ふーん。この程度で占拠できるなんて群馬もたいしたことないわね」

　群馬舐なめんな、死ぬぞ。

　油断しがちな花を慎しん重ちようにガイドしてやる。……というか、今日は一人でまったりしようって決めてたのに、なんで協力してやっているんだろうか、俺は。

　草むらに隠れながら移動していると、前方にふわふわした物体が現れた。

「あっ、ポメラニアン！　友達になれるかな!?」

　どうやら仲良くなったようで、ポメラニアンはヒメのあとをとことこ着いてくる。

「見て見て、友達できた！　名前はリカちゃんね。住処に連れて帰ってあげよーっと」

　殺伐とした世界で仲間が見つかって嬉うれしいのだろう、花はリカと名付けたポメラニアンを意い気き揚よう々ようと住処に案内した。

「どう、リカちゃん？　ここがあたしたちの巣よ」

　ヒメはリカのしっぽ（というか、おしり？）のにおいをくんくんと嗅かいでいる。

「えへへ。仲良し～可愛い～」

　じゃれあうポメラニアンたちを微笑ほほえましく見守る花。

　俺はふと説明書に目を落とし、

「あ、待て、これ──」

　忠告する前に、ヒメがリカの背後からのしかかり──




　ふわぁ～お♥




「……ちょっとナニこれ!?　ねえナニしてんの!?」

　ナニです。

「ええと、メスを住処に連れ込むと、交こう尾びして子孫を残せるそうだ。ちなみにヒメは雄おすな」

「交尾!?　ちょっと、やだ！　こ、こここんなの十八禁じゃん!?」

　いや、十八禁とまでは言わないけど……ギャルと見守るポメラニアンの交尾……気まずい。すごく気まずい。家族でドラマを見ていたら熱ねつ烈れつなキスシーンが始まったくらいの気まずさだ。何してくれてんだリア獣じゆうめ……

　ちらりと花を見ると、これまた耳まで赤く染めていて……いやなんでこいつ動物の交尾でこんな真っ赤になってんだ、ますます恥はずかしいわ！

　互たがいに顔を赤らめたまま無言で目を逸そらしていると、画面が暗転。

　再び明るくなると、巣の周囲にはたくさんの子ポメラニアンたちが群れていた。

「……子ども生まれたわね」

「……生まれたな」

「…………」

「…………」

「……ううっ、生命の神秘……！」

　えっ、なんで泣いてんの!?　今の感動するとこあった!?

「あたしダメなの、ダーウィンがきたとかはじめてのおつかいとか馬の出産とか……絶対泣いちゃう……」

　マジか……ギャルってそういう番組見るんだ……

　花は「良かったね。ヒメちゃん、リカちゃん……！」と涙を拭ぬぐっている。なんつーか、つくづく純じゆん粋すいなやつだなぁ……

「ねえ、あたし決めた！　群馬をポメラニアンの楽園にする！」

「そうか、がんばれ」

　操作には充じゆう分ぶん慣れただろう。お役やく御ご免めんとばかりにベッドに寝ね転ころがって、読みかけの漫まん画がを手に取る。

　その後しばらく「このっ、このっ！」という声と甲かん高だかい悲鳴が響いていたが、やがて静かになった。
















「……花？」

　ベッドから身を起こすと、花はカーペットの上にうずくまって寝ていた。テレビにはゲームオーバーと映し出されている。ポメラニアンで群馬を制圧するのは難しかったか。

「おい、起きろ。身体からだ痛くなるぞ」

　花は床ゆかが硬かたいのかうんうん唸うなっている。おおかたゲームがうまくいかないもんでふて寝したんだろう。いかにもこいつらしいが……でもちょっと無防備すぎやしないか……？　リラックスしてくれるのはいいんだけど、俺だって一応男なわけで……寝てるギャルをどうこうしようという気も勇気もないんだけどさぁ……

　それにしても可愛かわいい。ほぼすっぴんだと思うのだが、肌はだは抜ぬけるように白くて一点の曇くもりもない。小さな顔には整ったパーツが正しく埋うめ込まれ、まつげだって、つけま？　なんてなくても充分長い。遠い雨音に交じってすうすうと規則正しい寝息が聞こえる度、甘やかなにおいが立ち上って──

　なんだか変な気分になりそうで、俺は身を乗り出すと細い肩かたを揺ゆさぶった。

「花、起きろって。風か邪ぜ引くぞ」

「んん～」

　花が不ふ機き嫌げんそうに寝ね返がえりを打ち──腕うでをぐいっと引っぱられた。

「うわっ!?」

　たまらずベッドから転がり落ち、とっさに腕を突つっ張ぱってどうにか花を押しつぶすことだけは避さける。ほっと息を吐ついたところに、今度は細い四し肢しが絡み付いてきた。

「うふふ、ヒメリカちゃん～」

「ちょ、おい!?」

　花に覆おおい被かぶさった体勢のままがっちりホールドされる。ちょちょちょちょっと待って、これはさすがにマズいのでは!?　っていうか女の子の胸って思ってたよりも硬い!?　いや嬉しいことには変わりないんだけど、なんかスカスカした綿の塊かたまりみたいっつーか……カズキの胸はもっともっちりマシュマロみたいだったような気が……!?

「花、おま、離はなれっ……！」

　必死に引きはがそうとするが、花は抱だき枕まくらと勘かん違ちがいしているのか全力でしがみついてくる。さらには俺の首にすりすりと額を擦こすりつけつつ、

「ああーん、好き、大好きぃ……もうどうにでもして～……」

　ああああダメだってこれ、目が覚めたら絶対ぼこぼこにされるパターンだよ！　早いとこ抱き枕と入れ替かわらなければっ……ヒャーすごいいいにおいする～！

　花を押しつぶさないよう左腕で身体を支えながら、壁かべに立てかけてある抱き枕へと右手を伸のばす。使ったことのない筋肉たちが全力で悲鳴を上げる。あと、もう少しっ……！

　その時、

「んぁ？」

　花のまぶたが持ち上がり、目が合った。

「…………」

　今にも唇が触ふれそうな至近距きよ離り。完全に花を押し倒たおした体勢のまま、俺は、

「……お……おはよう、子こ猫ねこちゃん（イケボ）」

　んああああああ無む駄だに前回の訓練の成果を発揮してしまった!!

　花の顔がみるみる赤くなり──ヤバイ、ビンタ来るっ！

　思わず身構える。が、花はそのまま華か麗れいな巴ともえ投なげを決めた。

「もぎゃあああああああああああ!?」

「うぐぅ!?」

　勢いよく壁に叩たたき付けられたのち、ベッドに落下。

　花は荷物を抱だきしめて立ち上がった。

「信じらんない！　ばか！　ケダモノ！　ポメラニアン！　群馬ーッ！」

　そのままスカートをひるがえして飛び出していく。

　一人取り残された俺は、ベッドに投げ出されたまま灰色にけぶる窓の外をぼんやりと眺ながめた。えー、俺が悪いの、これ……？

　痛めた首をさすりつつのそりと起き上がる。投げ出されたパッケージを手に取った。

「……結構おもしろかったな、群馬ジャングル」

　ゲームを立ち上げ、試しに録画しながらプレイしてみる。

「あー、ポメラニアン……名前……ポメでいっか」

　実じつ況きようしつつ操作する。さっきまで花がいたせいか、花と一緒にやっている感覚になって、ちょっと丁てい寧ねいに解説を入れた。

「ここでひよこを捕ほ食しよく、……っと。時々出てくるミッションをこなすことで、だんだんランクが上がっていくらしいですね。いかに強敵から身を隠しつつ生き残っていくか……ああ、逃にげられた。これ見てるより難しいな」

　花と掛かけ合いしながらゲームを見ていた感覚が残っていて、素直な感想がするすると出てくる。なんか実況っぽくないけど、まあいいか。

　俺は苦戦しつつも順調にランクを上げ──と、繁しげみに潜ひそんでいたライオンが飛びかかってきた。あっという間に餌え食じきになる。

「ぽ、ポメエエエエエエエエエ!?」

　花の影えい響きようか、俺らしくもない悲鳴が上がってしまった。

「あ、あー、食べられた……弱肉強食の世界怖こわい、群馬怖い。じゃあ次回はこの続きからお送りします。果たしてポメラニアンは過か酷こくな群馬を生き抜けるのか？　それでは、また」

　編集してニヤニヤ動画にＵＰしたところで、ありすが帰ってきた。ちょうどいい時間だったのでそのまま夕飯の準備に取りかかり、数時間後動画を見てみると、

「あれ？　けっこう伸のびてる」

　再生数が四〇〇を超こえていた。初動としてはこれまでで一番多い。

　コメントもちらほらあり、ポメがライオンに襲おそいかかられるシーンでは、コメントも【ポメ─────────!!】一色になった。なんか視し聴ちよう者とひとつになれたようで嬉しい。

　Ｔｗｉｔｔｅｒで検けん索さくしてみると、いくつか呟つぶやきが上がっていた。

『コイツの実況、けっこうおもろい』『新作来てた。今回はまともだった』

　その中の何人かに見覚えがある。「もっちり太た郎ろう」さんに「ねこまんま」さん……確かガイアデストロイアーの時も呟いてくれた人たちだ。また見てくれたのかと胸が熱くなる。

　まだまだ数は少ないけれど、注目してくれている人がちょっとだけ増えたみたいだ。まだ迷走は続いているけれど、俺は自分の実況に少しだけ手応えを感じていた。










　　　■第八章　３Ｄプリンタ







　今日も今日とて集まったいつもの面子めんつ。某ぼうゲーム雑誌に美少女大戦が特集されたとかで花はなが切り抜きに勤いそしんでいるさなか、俺とカズキは格かく闘とうゲームで対戦していた。

「やっぱ強いなぁ」

　思わず呟く。使い慣れたキャラにもかかわらず、俺はカズキに押され気味だ。

　カズキとはほとんど力が拮きつ抗こうしていて、けっこういい勝負になる。今度この対戦を実況動画として上げてみるのもいいかもしれない。

　なんとか隙すきをうかがい、仕留めようと近づいてきたところをカウンターからの連打。コントローラーが派手にカチャカチャと鳴り──するとカズキの動きが急に鈍にぶった。

　チャンスとばかりに一気に畳たたみ掛ける。投げ技に持ち込んで、コンボからの遠えん距きよ離り攻こう撃げきを放ってフィニッシュ。

「おっし、これで二七勝一五敗、一〇引き分けだな！」

　返事はない。怪け訝げんそうに振ふり返ると、カズキは俺の手元を一心に見つめていた。

「カズキ？」

「は！　あ、い、いや、……うむ、さすがは我が主あるじっ！」

　明らかに様子がおかしい。実をいうと、こういうことは今までもよくあった。本気を出せばもっと勝てるだろうに、俺が攻こう勢せいに転じるとなぜか途と端たんに動きが悪くなるのだ。時々こうしてぼーっとしてるし……。何か心配事でもあるのだろうか。

「どうした？　悩なやみがあるなら聞くぞ？」

　コントローラーを置いて余よ裕ゆうたっぷりに構える。たまには年上らしいとこ見せないとな。

　カズキはもじもじしていたが、やがて頰ほおを染めて小さく呟いた。

「その……じ、実は……主の、魔ま力りよくが……我を惹ひきつけてやまず……っ」

「え？」

「あ……えと、その……」

　カズキはそれきり黙だまりこくってしまった。代わって声を上げたのは、隅すみの定位置で俺たちのプレイを見守っていたゆえだ。

「あのっ……か、カズキは、ねむひこさんの手が、好きなんですっ……」

「よ、よせ、使い魔よ！」

「どういうことだ？」

「えと……ねむひこさん、前に、手を映した、動画、上げてました、よね……？」

　そういえば以前格ゲーの動画を上げた時、「コンボすげぇ」「指どうなってんの」「手元が気になる」というコメントをもらい、要望に応えて手を映しながらプレイする実況動画を上げたことがあった。

「カズキ、その動画を見てから、ずっと、ねむひこさんの、ファンなんです……」

「そうだったのか」

「いわゆる手フェチというものかしらね？」

　紗さ々さ乃のが小首を傾かしげる。なるほど。世の中には脚あしフェチとかにおいフェチとかいろいろな種類のフェチがある。で、カズキはどうやら手フェチらしい。ああ、だからＴｗｉｔｔｅｒで絡からんできてくれたのか。初対面でいきなり指を舐なめられた謎なぞもようやく解けた。

　と、花がええ～？　と半笑いになる。

「こいつの手のどこがそんなにいいの？　よく分かんないってゆーか」

「同じく、理解に苦しむわね」

　なんでこんな時だけ息ぴったりなんだよ。まあ確かに俺自身、他の人と何が違ちがうのかよく分からないけど……

　しげしげと自分の手を見ていると、カズキは真っ赤な顔で俺の手をバッ！　と摑つかんだ。

「貴公らには分からぬのか！　この厚み、形！　縦長の爪つめにくっきりした節！　透すける血管！　少し武骨なこのフォルム！　まさに理想……っ！」

　今にもしゃぶりつきそうなカズキを花が慌あわてて止める。

「か、カズキ、落ち着いて!?」

「はっ！　ご、ごめんなさいっ！」

　カズキは手を離はなしてしょんぼりと俯うつむいた。

　赤らんだその顔は今にも泣き出してしまいそうで、俺は慌てて笑いかけた。

「そう落ち込むなよ。俺の手なんかで良かったらいくらでも眺めていいからさ」

　フェチとかよく分からないが、少しでも元気を出してくれればと思って提案したのだが、

「それでは我が暗き深しん淵えんは満たされぬ！」

「うわっ!?」

「我が闇やみは主が思うよりも昏くらく激しいのだ！」

「どうしろと!?」

　カズキはぷるぷると震ふるえながら言い放った。

「き、貴公の魔の宿りし右手で我が魂たましいを解き放て……ッ！」

「と、言いますと……？」

「あ、頭撫なでてくださいって、言って、ます……」

「……え!?」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が出る。頭を撫でる？　じょ、女子中学生の？　いいの？　事案になったりしない？　妹ならまだしも……っていうか妹ですらここ数年撫でたことねーよ。

「ちょ、ちょっと、噓うそでしょカズキ～？」

　なんだか焦あせったみたいな花の声に見向きもせず、カズキは一心に俺を見上げている。その潤うるんだ瞳ひとみは今にもこぼれ落ちてしまいそうで……

「えーっと……き、期待に応えられなかったらごめんな……？」

　どうかがっかりされませんようにと願いながら、おそるおそるカズキの頭に右手を置く。

　細い髪かみが指の間を擦すり抜ぬけていく。うわ、頭小せぇ！　髪さらっさら……！

「…………」

　カズキは目を細めて気持ちよさそうだ。もし尻尾しつぽが生えていたら絶対にぱたぱたと元気よく振られていると確信できる。最初はちょっと戸と惑まどったが、というか今も正直どぎまぎしているが……こんなに幸せそうにしてくれると悪い気はしない。

「……何がそんなにいいものなのかしら？」

「へ？」

　気付くと紗々乃に左手を取られていた。紗々乃は俺の手をしげしげと見つめていたが、やがて控ひかえめに頰ずりした。

「!?」

「あら……そうね、確かに気持ちが良いかもしれないわ。適度にごつくて、けれどすべすべしているのね」

　すべすべしているのはそちらですけれども!?　手の甲こうをひんやりと滑なめらかな頰が滑すべる度にくすぐったさがこみ上げる。

「ちょっと!?」

「あら羨うらやましそうね、ポンコツちゃん？」

　紗々乃の流し目に、花がぶわっと顔を染める。

「は、はあ!?　誰だれが！　てかあんた鼻の下伸ばしすぎ！」

　喚わめく花に、紗々乃はなおさら見せつけるように頰ずりする。

　と、服の裾すそをぎゅっと握にぎられた。こちらを見上げているゆえと目が合う。

「……え？」

「…………（じーっ）」

「ええと……」

「…………（じーっ）」

「……な、撫でようか？」

　無表情＆無言の訴うつたえに戸惑いつつダメ元で提案すると、

「…………」

　こくりと肯こう定てい。

「「「!?」」」

「う、うそでしょゆえち!?」

　左手は紗々乃にホールドされている。一いつ旦たんカズキから手を離し、おそるおそるゆえの頭を撫でてみた。お、こっちは猫ねこっ毛というか、細くて柔やわらかい。結構違うもんなんだな。

「……ほわぁ」

　ぴょんと飛び出してくる癖くせ毛げが面白くて何度も撫でると、ゆえはほわほわと頰を緩ゆるめた。

「あ、主よ！　我も！　我も撫でよ！」

「あ、お、おう」

　左手を紗々乃に頰ずりされたまま、右手で交こう互ごにカズキとゆえを撫でる。

「な、なんなのこの空間!?　頭おかしいんですけど!?」

「あら、興味がないポンコツちゃんは、黙ってあじぽんちゃんを愛めでていなさいな？」

「あじぽんって誰よ!?　ヒメリカちゃんだって言ってんでしょ!?」

　自分がポンコツ扱あつかいされてることはいいのか。

　紗々乃は俺の手に頰ずりしながらうっとりと目を細める。

「ああ、一家に一本欲しいわね。もぎ取ってもよろしくて？」

「よろしくない」

「それならば仕方ないわね。──じいや、じいや！」

　紗々乃が指を鳴らすと、黒服に身を包んだ若い女性がドアを開けて登場した。長い髪をひとつに結んで、怖おぞ気け立つほど整った顔立ちをしている。え、だ、誰？

「お呼びですか、お嬢じようさま」

「紹しよう介かいするわ。うちの執しつ事じの治じ井い谷やよ」

　いやここ俺んちなんですけど!?　どっからどうやって入ってきたの!?　っていうかじいやって名字なんだ！

「治井谷、例のものをここに」

「かしこまりました」

　やがて執事が運んできたのは一ひと抱かかえほどの黒いボックスであった。

　謎のボックスを示して、紗々乃はにっこりと微笑ほほえむ。
















「宗むね彦ひこくん、ここに手を入れて？」

「嫌いやだよ怖こわい！　紗々乃の黒い箱なんて絶対ロクなことにならない！」

「あら、失礼ではなくて？」

「入れてみなさいよヘタレ。別に蛇へびが入ってるわけじゃあるまいし」

「フラグ立てんのやめろ、他ひ人と事ごとだと思って！」

　俺は怯おびえつつもおっかなびっくり箱の中に右手を突つっ込んだ。蛇に嚙かまれることもなく、うぃぃーんという機械音が低く唸うなる。

「もう手を抜いて大だい丈じよう夫ぶよ」

　びくびくしながら手を抜くと、内部に歪いびつな何かが精製されはじめた。

「これって……」

「そう、３Ｄプリンタよ」

　か、家庭用３Ｄプリンタ……噂うわさには聞いていたが実在するのか。金持ちの道楽だな。

　そして数十分後。俺の手が五個、床ゆかから生えていた。

「……シュールすぎるんですケド、マヂうける」

「……某ぼうＲＰＧにこんなモンスターいたなぁ」

　紗々乃たちはできたてほやほやの俺の手（レプリカ）をほくほくと撫でさすっている。

「これでいつでも宗彦くんの手を愛でられるわねぇ」

「我が血族に伝える家宝とする！」

「大事に、します」

　え、こいつらの家に俺の手が常備されるの？　何そのクレイジーな状態。

「こんなの家に持ち帰ってどうするんだよ……」

「我が翼つばさを疼うずきから解放せんとす（背中がかゆい時にかきます）！」

「孫の手を使えばいいのでは？」

「ゴキブリを、たたき、つぶす……」

「やめて、ゆえ！　なんか嫌だから！」

　俺はおそるおそる紗々乃に視線を移した。

「紗々乃は？」

「…………（ニコッ）」

「エッ、何!?　待って、何に使うのマジで!?　黙だまって微笑むのヤメテ怖い！」

「ふふ、冗じよう談だんよ。アクセサリーを飾かざってツリーオブジェの代わりにしようかしら。それとも応接間にある鹿首の剝製ハンテイング・トロフイーをこれに替かえてもいいかもしれないわね？」

　こんなん応接間に飾ってたらもれなくシリアルキラー認定されるよ？　ちょっとした猟りよう奇き殺人事件だよ？　カズキはめっちゃ舐なめてるし……レプリカとはいえ本人の前でそういうことするのやめて……？

「ていうか、なんで俺の分まで作っちゃったの？　いらないんだけど」

「文ぶん鎮ちんくらいにはなるかもしれなくてよ？」

　試しに机に置いてみたが、普ふ通つうに邪じや魔まだった。それ以前に自分の手を机に飾るとかどんなサイコナルシストだよ。

　と、さっきから不ふ機き嫌げんそうに黙り込んでいる花に紗々乃が声を掛かけた。

「ポンコツちゃん？　あなたの分も作ってあげたのよ、遠えん慮りよせずにどうぞ？」

「あ、あたしはいらないし。部屋に手があるとか、ホラーじゃん」

　ごもっとも。

「てか、喉のど渇かわいたんだけどー？　麦茶って冷蔵庫？　持ってきていい？」

「おまえの家じゃないんだが」

　まあいいか。セルフサービスになればいろいろ楽だし。

　花がそそくさと部屋を出て行く。

「っつーか紗々乃んちってホント金持ちなんだな。３Ｄプリンタなんて初めて見た。こんなことに使っちゃって良かったのか？」

　紗々乃はにこりと微笑んだ。

「ええ。両親は、私がすることには何も言わないから」

　その穏おだやかな笑みとは裏腹に、声にはいつもの傲ごう慢まんさはなくどこか寂さみしげですらあった。

　俺はその様子を少し不思議に思いつつも、手型（？）の置き場所を求めてさまよい──

「あ」

　そういえば麦茶のストックを切らしてた気がする。緑茶のペットボトルならシンク下に入ってるはずだが、見つけられないだろう。

「ちょっと行ってくる」

　ついでに一階に飾ってみようかと手のレプリカを持ったまま、まだ盛り上がっている部屋を後にして階段を下りる。

　そしてリビング側のドアから入ろうとした俺はすごいものを目もく撃げきしてしまった。

　ドアに嵌はまったガラスの向こうで、花が警けい戒かい心しんの強い猫みたいにきょろきょろと辺りを見回している。

　……あいつ、リビングで何してんだ？

　なんとなく入り損ねている内に、花が俺の手（レプリカ）を持っていることに気付いた。

　花はじっと俺の手（レプリカ）を見つめていたかと思うと、おそるおそる頭上へ持っていき──自分の頭を撫なでた。

「!?」

　な、何やってんだあいつ!?

　俺が見ているとも知らず、花はなでなでと俺の手を動かす。さらにはまだ納得いかないのか、強く押し当てたり髪かみを梳すいたり、しまいには真っ赤な顔で頰ほおずりしたり……いやマジで何やってんの!?　こそばゆいというか居たたまれないというかすごい照れるんだけど!?　俺はいま見てはいけないものを見ているのでは……!?

　花は紗々乃たちがしていたことをひとしきり試してみて、やがて不満そうに呟つぶやいた。

「……あたしも本物が良かった……」

　あ、あー……そうか。そうだよな。そりゃああれだけみんなが楽しそうにしてればな。カズキはともかく、ゆえも紗々乃も雰ふん囲い気きに流されただけなんだろうが、あれだけ盛り上がってればそりゃあ仲間はずれにされた気にもなるか……素直に言い出せないのが花らしくもある。次からはもっと気を配ってやろう。

　しかしどうする、あいつのプライドを傷つけないようにこのまま引き返すか、それとも素知らぬ顔で入るか？　いやでも……

　ドアノブを摑つかんだまま一人悶もん々もんとしていると、ふと振ふり返った花と目が合った。

「やべっ！」

　俺が身をひるがえす前に花は山やま猫ねこみたいにソファーを飛び越こえ、勢いよくドアを開いた。

「べぶっ！」

　ドアに顔面強打して身み悶もだえていると胸ぐらを摑まれる。

「みみみみみみみ見た!?」

「みみみみみみみ見てな、」

「[image: あ゛][image: あ゛]!?」

「見ましたっ！」

　真っ赤だった花の顔がさっと青ざめた。

「い、いいっ!?　ぜぜぜぜ絶対誰だれにも言うんじゃないわよ!?　だだだだ誰かにしゃべったら殺すからねねねねッ!?」

「いや別に誰にもしゃべる気なんかないけど、手の持ち主本人に見られるよりも恥はずかしいことってある!?」

　すでに最大の恥ずかしポイントを天てん元げん突とつ破ぱしているのでは!?

「ち、違ちがうからっ!?　今のは、そう、キモいし邪魔だし何の役にも立たなそうだけどせめてツボ押しの代わりくらいにはなるかと思って試しただけだからっ!?」

「あ、ああ、そうだよな!?　ツボを押してたんだよな、ツボを!?」

「そうよ当たり前じゃんッ！　でも全然気持ちよくなかったし！　マヂ使えない！　こんなもの──こうだからッ!!」

　花は俺の手（レプリカ）を握にぎるや、膝ひざで蹴けり上げてバキィッ！　と粉ふん砕さいした。

「俺の手ぇぇぇえええええええ!?」

　花は息を荒あららげて得意げに手を払はらう。

「はぁ、はぁ、ふん、こんなもの、こ、こんなっ、こん……う……うああああああああん！」

「おいどうした！　泣くな！　何がそんなに悲しいんだ！」

「分か[image: ん゛]な[image: い゛]ぃぃぃ[image: い゛]い[image: い゛]いい[image: い゛]い！」

　情じよう緒ちよ不安定か!?

「えっと、ほら、代わりに俺のやるからっ！」

「ううっ、ひっく、いらないぃぃぃ……！」

　と言いつつ俺の手をしっかり抱だきしめている。言ってることとやってることがちぐはぐだぞ、大丈夫か!?

「お、落ち着けよ。仲間に入れてもらえなくて寂さびしかったんだろ？　な？」

「ぐすっ……そうなのかな。……う[image: ん゛]、そうか[image: も゛]……」

「うんうん。じゃあ次から、わたしも仲間に入れてって言えるな？」

「は？　何保護者ぶってんの、わけ分かんない」

　その急に塩対応に戻もどるのどうにかなんない？　まあ落ち着いたならいいけどさ。

「とにかく、みんなと同じ話題で盛り上がりたいなら、つまらない意地張らないで言ってみろよ。な？」

「そ、そんなの分かってるし！」

　まだ鼻をぐすぐすいわせている花を連れて階段を上がり、部屋の前に立つ。

　花は大きく息を吸うと、勢いよくドアを開けた。

「あ、あたしも仲間に入れてっ……！」

　勇気を振り絞しぼってそう叫さけんだ花が見たものは、

「あ、主あるじっ！　主ぃぃ～ッ！　あっ、あ、あ、主の手ぇぇえ～～～！　そ、そんな主、そこは我が深しん淵えんっ……！　触ふれれば闇やみの龍りゆうが目覚めてしまう～！　はあはあ……！」

　ベッドに寝ね転ころがり、マタタビを与あたえられた猫ねこみたいになっているカズキの姿であった。

　ぱたん。扉とびらを閉める。

「……やっぱ仲間になるの無理そう」

「……そうか」

　花があまりにも真顔だったので、俺はヒメリカを愛めでている時のおまえとそう変わらないぞという言葉をすんでのところで吞のみ込んだのだった。




　四人が帰った後、花が粉砕したレプリカの破片をほうきとちりとりで回収した。

　いくらレプリカとは言え自分の手を捨てるのは忍しのびなかったので、破片を接せつ着ちやく剤ざいでくっつけ、泥どろ棒ぼう避よけにでもなればと玄げん関かんの棚たなに飾ってみたのだが、夕食後には消えていた。

「ありす、玄関に置いといた手型しらねー？」

　そう尋たずねるとありすはテレビを見たまま、

「さあ？　猫にでも持って行かれたんじゃないの？」

　とプリンを食べ続けていた。

　猫ねぇ。換かん気きしてる間に忍び込まれたか？　まあいいけど。

「じゃあ俺、試験勉強するから、何かあったら呼べよ」

「はーい」

　自室に上がり、机に座ってカレンダーを見み遣やる。もうすぐ期末試験、それが終われば夏休みだ。夏休みを心置きなく謳おう歌かするためにも、せめて前の試験くらいの順位は保っておきたいところだ。

　俺は気持ちを新たにして机に向かったのだった。










　　　■第九章　夏合宿







　期末試験も終わり、夏休み。さすがのダメゲーマーたちもそれぞれ夏の用事に忙いそがしく、サークルは一いつ旦たん活動を停止……することもなくうちに入り浸びたっていた。

「……おまえら、夏の予定は？」

「主と共に悠ゆう久きゆうなる時を過ごす！」

「……カズキと、一いつ緒しよに、いる」

　カズキとゆえについては予想通りと言えば予想通りだが。

「花はなは？　いつもつるんでるギャルたちと遊ばなくていいのか？」

「あー。あたしの友達、夏休み前半は家族旅行とか親しん戚せきの家とかに行く子多くて。後半に遊ぶ予定だから～」

「ああ、なるほどな。……紗さ々さ乃のは？」

「大学なら九月までお休みよ。一年で一九〇日もお休みがあるのだから、人生の夏休みとはよく言ったものね」

「そうじゃなくて、まあ大学もそうなんだけど……家族でホームパーティーとかバカンスとかないのか？　別べつ荘そうに遊びに行ったりとか……」

　お嬢じようさまの夏といえばそんなイメージがあるのだが……

　しかし紗々乃は長い髪を払ってにこりと微笑ほほえんだ。

「あら宗むね彦ひこくん、お金を持て余している人たちのすべてがすべて、家族仲良くバカンスすると思ったら大おお間ま違ちがいだわ？」

　ふーん。今時はどこの家庭も個人主義なのかな。

「まあでも、別荘ならいくつかあるわね」

　紗々はしばし首を傾かしげていたが、ぽんと手を打った。

「そうだわ。もしよければ、泊とまり込みでゲーム実じつ況きようの強化合宿をしてみない？」

「強化合宿？　泊まり込みで？」

「ええ。せっかくの夏休みだし、サークルらしいことをしてみるのもいいと思うの。海の近くだから、ゲームに飽あきたら泳いだりもできるわよ？」

　美少女大戦をプレイしていた花が「ん[image: ぇ゛]～」と首を絞しめられた羊みたいな声を上げた。

「海とか無理、めんどーい。海水で髪かみごわごわになるし爪つめに砂入るし日焼けしちゃうし。遠出するくらいならここでダラダラヒメリカちゃんを愛でていたいってゆーかぁ～」

「我が漆しつ黒こくの翼つばさは、光の前に無力（日差しで溶とけます）……」

「外、怖こわい、です……」

　カズキとゆえも口々に花に賛同して、紗々乃は小首を傾げる。

「いつもと違う環かん境きようだからこそ得られるものもあると思うのだけれど……どうかしら、宗彦くん？」

　なるほど、紗々乃の言うことももっともだ。思い切った環境に身を置くことこそ有名実況者への近道かもしれない。……が。

「夏の海なんてリア充じゆうの巣そう窟くつだぞ。せっかくの休みなのにイチャつくリア充たちなんて見たくない。夏を満まん喫きつしたいなら『オレのなつやすみ』で充じゆう分ぶんだ」

「「「さんせー」」」

　世の中の人々がレジャーだなんだと汗あせをかいている中、クーラーががんがん効いた部屋でゲームをすることこそ夏の醍だい醐ご味みだろう。いい実況は家でもできる。たぶん。

「そう、残念だわ」

　紗々乃はひとつ頷うなずくとＰＳＶｉｔａに目を戻し──バーン！　と扉が開いてありすが乗り込んできた。

「いやいや夏だよ!?　海だよ!?　別荘だよ!?　行こうよ!?」

「可愛い妹ありすがそう言うなら！」

「主が行くなら！」

「か、カズキが、行く、なら……」

「え、ちょ、みんな手の平返しすぎじゃない？」

「では決まりね。ビッチちゃん、お留守番よろしくね」

「なんでよ!?　あたしも行くわよ！」

　というわけで『　　くうはく』＋ありすは二泊はく三日でゲーム合宿をすることになったのだった。

　……の、だが。










「うっ、う……」

　森の中を快調に滑すべる某ぼう高級ワゴン。その後部座席で、俺はうずくまって泣いていた。

　ハンドルを握った紗々乃が苦笑する。

「残念だったわね、妹さん」

「うう……ありす……ありすぅ……」

　俺に注がれる呆あきれた視線の中にありすはいない。なんでも出発の前日、同級生のみーちゃんに誘さそわれて泊とまりがけでキャンプに行くことになったのだという。「俺とみーちゃんどっちが大事なんだ！」と詰つめ寄よったら「みーちゃん」と一刀両断にされたので、俺は生しよう涯がいみーちゃんという名の女性とは付き合うまいと心に決めた。

「ありすのおニューの水着……せっかく一いつ緒しよに選んだのに……」

「いつまでしょぼくれてんのよ、シスコン」

「あ、主よ！　我を妹と思って良いぞ！」

　けなされたり慰なぐさめられたりしている内に車が止まった。

「着いたわ。ここよ」

「ほら、着いたってよ」

　俺は花に押し出されるようにしてしぶしぶ車から降り──声を失う。目の前に豪ごう邸ていがそびえていた。

「おお……？　おおおお……!?」

「私の別荘へようこそ」

　落ち着いた色調で統一された、北ほく欧おう風のログ・ハウス。窓は大きく開放的で、一階にも二階にもバルコニーが見える。その豪ごう勢せいなたたずまいに思わず感傷も吹ふっ飛ぶ。ええええ、これで別荘？　紗々乃って普ふ段だんどんな豪邸に住んでるの？

　怖おじ気づく俺たちをよそに、紗々乃は玄関の鍵かぎをあけるとすたすたと中に入った。

「ここがリビング、キッチン。お風ふ呂ろは廊ろう下かの突つき当たり、トイレは左側。寝しん室しつは二階よ」

「うっわ、すご。ゲームは？　どこですんの？　リビング？」

　真っ先にゲームの環境を気にするあたり、花は立派なゲーム廃だ。

「こっちよ」と歩き出す紗々乃に続いて階段を上がる。

「ここがゲーム部屋よ」

　紗々乃が扉を開いて、俺たちは歓かん声せいをあげた。

「おおおおーっ！」

　大きなベッドが三つ並び、壁かべ際ぎわには大画面テレビがでーんと構えている。さらには据すえ置きゲーム機も各種そろっているという充じゆう実じつっぷりだった。

「事前に治じ井い谷やに言いつけて整わせておいたの。お気に召めしていただけたかしら？」

「す、すごい……！」

　ただでさえうなぎ登りだったテンションが最高潮に達する。ここに二泊もできるのかよ!?　夢のようだ。

「すげーな。やっぱ紗々乃の両親にお礼を言わないと──」

　すると紗々乃は振ふり返りもせずつっけんどんに言った。

「親は私のすることになど口を出さないわ。好きに使ってちょうだい」

　……合宿前にも、一度ご挨あい拶さつしたいと申し出たのだが、同じようにあしらわれてしまった。……冷たい口ぶりからして、何か複雑な事情があるのかもしれない。

「さあ、いろいろ用意してあるけれど何をしましょうか？」

　紗々乃が小箱をベッドの上でひっくり返すと、大量のゲームパッケージが滑り出た。

「あ、trialsだ。ちょっと興味あったんだよな」

「我が鋼の拳こぶしが唸うなる！（鋼拳やりたいです）」

「……人生、ゲーム……」

　と、パンパンと手を打ち鳴らす音が響ひびく。見ると、花がベッドに仁王立ちになっていた。

「ねえ聞いて！　あたし考えたんだけど、せっかくだから合宿でしかできないことしたいと思うのよね！　ってわけで、これどう!?」

　花がドヤ顔でゲームを掲かかげた。それは、よく見慣れたカーレースのパッケージ。

「モリオカート？」

「ふふふ、ただモリオカートをするわけじゃないわ。二四時間耐たい久きゆうチキチキレースよ！」

「「「「二四時間!?」」」」

　仲良く声をそろえたあとで、代表して俺が口を開いた。

「それって……」

「そう、縛しばりプレイよ！」

　縛りプレイとは、独自のルールを設けたり目め隠かくしをしたりと、自らハンデを課してゲームに挑いどむというプレイスタイルだ。ゲームそのものというよりは、くだらないチャレンジやぐだぐだ感を楽しむもので、今回はそれを、『寝ねない』という極限状態に設定するつもりらしい。が、

「二四時間はさすがにキツくないか……？」

　しかし花は自信満々だ。

「縛りは過か酷こくなら過酷なほど盛り上がるっしょ？　『足モリオ』とか、『泥でい酔すいゲノムハザード』とか！」

　足モリオとは、肘ひじだけで某有名なアクションゲームをプレイするもので、くだらないだけかと思いきや実況主の根性が伝わってきて非常に熱かったりする。泥酔ゲノムハザードは、一度ゲームオーバーになるごとにテキーラを一杯ぱい飲みながらホラーアクションをプレイするというもので、実況主がどんどんぐでんぐでんになっていく様子が笑いを呼ぶ。

　……そういえば昨日、『肘モリオ』の最新作がネットに上がっていた。おそらくそれに影えい響きようされたのだろう。

「ね、どう!?　いつか縛りプレイを実況する時の予行演習にもなるでしょ!?」

「ククク、我が秘められし血が騒さわぐ……！」

「お、おもしろ、そう、です」

　カズキとゆえはかなり乗り気だ。まあ、俺も昔は徹てつ夜やでゲームとか憧あこがれてた口だしな。寝落ちしたらベッドに運んでやればいいか。

　紗々乃も「とても興味深いわ？」と微笑んでいる。

　花が嬉うれしそうに肩かたをそびやかす。

「ってわけで、寝ないで耐久レースよ！」

　紗々乃がコントローラーを配る。

「参加できるのは四人までだから、順番で回していきましょう」

　じゃんけんに負けた俺は、ベッドに座って四人の背中を眺ながめることになった。

　四人は気合い充分。どうやら実況強化合宿の名目にふさわしい幕開けになりそうだった。




「ああああっ、またコースアウトしたーッ!?　ふっざけんなこの陰いん険けんスピリチュアル！　赤あか甲こう羅ら持ったまま待機してたわね!?　根暗！　喪も女じよ！　ロハスかぶれーっ！」

「あら、なんて汚きたない口をきくのかしら、お里が知れるわよポンコツビッチちゃん？　その暴言を吐はくしか能のない可愛いお口を塞ふさいでさしあげようかしら、アロンアルファで」

「くっ、今に見てなさいよ、バナナの皮仕し掛かけてやるーっ！」

「ヒャッハァッァアア！　ザコは一生アタシのケツを追いかけてなァ！　この＊＊＊の＊＊＊野や郎ろう、悔くやしいか！　悔しかったら掛かかってこいよォ！」

「ククク、昏くらき深しん淵えんにうつろいし者どもめ……この紅ぐ蓮れん騎き士しの鉄てつ槌ついを喰くらうが良い……！」

　花たちがゲームを始めてから三時間が経たっていた。戦いはヒートアップしていく。

　俺はといえば、ゲームをしている四人を後ろからぼーっと眺めていた。……なんか、一回もコントローラーが回ってこないんだけど……。いつ誰だれが交代すんの……？　俺、隣となりの部屋で実じつ況きようの練習しててもいいかなぁ？

　ふと窓の外に目を移す。外は雲一つ無い青空。絶好の海日和びより。テレビの前に目を戻もどせば、がんがんにクーラーを効かせた豪ごう華かな部屋でアイスをくわえながらゲームをしている絵に描かいたようなダメゲーマーたち。

　……ああ、最高の夏の無む駄だ遣づかいだ。楽園はここにあったのか。

「……それにしても、おまえ本当にうまくならないよな」

　花の後ろ頭に呟つぶやくと、

「あんただって実況ぜんぜんうまくなんないじゃん」

　とブーメランになって返ってきた。

　そ、それは今関係ないだろ。

「っつーか、モリオカートで三周遅おくれって初めて見たぞ」

「だってベリー姫ひめが言うこときいてくれなくて──んあああああ誰よこんなところにバナナの皮置いたやつ!?」

　おまえだよ。

「せめてドリフト覚えたらどうだ？」

「ドリフトって何？」

　なんでショートカットとかコアな知識は持ってるくせに基本操作に疎うといんだよ。

「ジャンプして、着地と同時に十字キーを入れるんだ。そうすると速度を落とさずに曲がれるから」

「えっ、何言ってんのか全然分かんないんだけど！」

「だから、こう──」

　俺はベッドから身を乗り出すと、横からコントローラーのボタンを操作した。

「な？　けっこう違ちがうだろ？」

　返事がない。ふと横に目を移すと、花は耳まで真っ赤にしていて──

「く──くっつくな、暑苦しいーっ!!」

「ぐぇぶ！」

　いきなり突き飛ばすヤツがあるか！

　ベッドに投げ出された俺に、紗々乃が流し目を寄よ越こす。

「ねえ宗彦くん、私にも教えてくださるかしら？　手取り足取り腰こし取り」

「え、でも、紗々乃は普ふ通つうにドリフトできてるし……」

　俺が答える前に花が慌あわてたみたいに叫さけぶ。

「だ、だめー！　部外者の手出し厳禁っ!!」

「部外者って、俺も一応サークルメンバーなんだが……」

　すると紗々乃は今度は俺が作った一口サンドイッチに目をやった。

「では宗彦くん、そこのサンドイッチ、食べさせてくださらない？」

「はあ!?　ちょっと!?」

「今手が離はなせないのよ」

「だからって、ダメに決まってんじゃん！」

「あら、ポンコツちゃんだけ宗彦くんを独ひとり占じめなんてずるいわ？」

「ち、違う！　さっきのはこいつが勝手にっ！」

「主あるじ、我も、我も！」

　収拾がつかなくなって、花が叫んだ。

「ね、ねえ、ポテチ切れたんだけど、コーラも！」

「んなもん自分で持ってこいよ」

「見て分かんないの!?　今忙いそがしいの、早く持ってきて！」

　今にもこぼれそうな大きな瞳ひとみでキッ！　と睨にらみ付けられて、俺はため息を吐いた。

　ほんと人使い荒あらいよなぁ。

　やれやれと肩を落としつつ階段を下りる。しかし紗々乃……花をからかうのが面白いのは分かるけど、俺をダシに使うのはやめてくれないかなぁ……




　ゲームは白熱し、やがて日はとっぷりと暮れた。

「ふん、またバナナの皮ぁ？　その手には乗らないわよ……あ、違う、コインだった……」

「ふふ、へろへろね、ポンコツちゃん。もうねんねしたほうが良いのではなくて？」

「紗々乃、逆走してるぞ」

　レース開始一〇時間にしてこの消しよう耗もう具合。……やっぱり二四時間は無理があるのではなかろうか……？

「ふふ……我が闇やみの翼つばさに……なんか、あの……むにゃ……」

　カズキなんか頭がぐらんぐらんしてるし、ゆえは座ったまま完全に眠ねむっている。それでもレースを続行しているあたりただ者ではない。が、

「……ぴ」

　ついにゆえが断だん末まつ魔まの呟きとともにポテッと倒たおれ、続いてカズキがひっくり返った。

　そろそろ限界だろうと待ち構えていたので、すかさず二人の頭に枕まくらを差し込んでタオルケットを掛ける。

「おい、おまえらもそろそろ……」

「誰が……この陰険女の最期を見届けるまでは……死ぬもんですか……っ」

「ふふふ、いい心意気だわ。その鼻へし折ってさしあげる」

「紗々乃、そっちは壁かべだ」

　二人がリタイアする様子がないので、俺も仕方なくコントローラーを握にぎって参戦する。

　部屋を支配するのは軽快なＢＧＭと車のモーター音、キャラクターが発する鬨ときの声。一方の俺たちは終始無言。実況者としてこの状じよう況きようはどうなのと思いつつも、眠ねむ気けと戦うので精せい一いつ杯ぱいだ。

「……誰か、なんか何か目が覚める話してよ……」

　がさがさした花の呟きに、紗々乃が眠そうな目をしばたたかせ、

「夏の海……閉ざされた別べつ荘そう……次々と起こる殺人事件……」

「にゃああああああああ!!　怖こわい話やめてよおおおおおおおお!!」

「風ふ呂ろ場ばに残された水すい滴てき……回る洗せん濯たく機き……すり減っていく歯ブラシ……」

「[image: に゛]ゃああああああああ!!」

「それ本当に怖いか……？」

　ぼやいていると花が強引に身を寄せてきた。

「ちょ!?　お、おい、何っ……」

「ねえ、寝ないでよ!?　絶対寝ないでよ!?　寝たらワセリンの刑けいだからね！」

　ワセリンの刑ってなんだよ。

　触ふれ合う腕うでから滑なめらかなぬくもりが伝わってきてゲームどころじゃない。こいつ、さっき暑苦しいとか言って突つき飛ばしたくせに、自分から密着するのはいいのかよ……ああもう、操作しづらいし気が散るしいいにおいするし……っ！

　と、今度は反対の腕に紗々乃がぴたりと寄より添そった。

「では、私はこちらに失礼しようかしら？」

「ちょっと何してんのよ!?」

「二人があんまり仲良しなので、寂さびしくなってしまったの」

「はああ!?　違うし、そんなんじゃないし！　てか、離れなさいよね！」

　花が叫ぶたびに肌はだを通して振しん動どうがダイレクトに響ひびいてくる。

　そんな花を楽しそうに眺めている紗々乃に、こっそり耳打ちする。

「……紗々乃ってさ、なんだかんだ花のこと好きだよな？」

「え？」

「いや、けっこうちょくちょく絡からみにいってるし……どこがそんなに気に入ったんだ？」

　紗々乃はじっと考えて、俺にしか聞こえない小さな声で答えた。

「……ヒメリカちゃんを好きなところ、かしら？」

「？」

「ファンの間では、ヒメリカちゃんはいらない子と呼ばれているのでしょう？　なのに、そんなこと全然気にもしないで、あんなに好き好きって大おお騒さわぎして……」

　紗々乃はぶるぶる震ふるえている花を見て、くすっと微笑ほほえむ。

「いったいどんな子か、会ってみたいと思ったの」

　その穏おだやかなまなざしは、妹を見守る姉のようで──やっぱり、花のことが可愛かわいくて仕方ないらしい。

　薄うす着ぎの美少女二人に挟はさまれたまま、レースは続く。何この状況。うしろからゆえとカズキの健やかな寝ね息いきが聞こえてくるのが妙みように罪悪感を煽あおる。

　ふと気付くといつしか窓の外が白み始めていた。ほどよくクーラーが効いていて、伝わってくる二人の体温が心地よくて……

「ちょっ、寝ねないでよ……!?　ねえ、寝ないでよぉ……！　寝たら爪つめの間にワセリン塗ぬり込めるんだからね！　ものすごい不快なんだからね！　ねぇって……！」

「ん[image: ぁ゛]……」

　俺を揺ゆさぶる花の声も眠そうだ。

「寝ないでってば、ぁ……！」

「あー……うん……」

　頷うなずこうとして限界が訪れた。俺はベッドに倒れ込むとまどろみに引きずり込まれ──




「ん……」

　陽ひの光が眩まぶしくて目を覚ました。窓の外に広がる青空を見て、ようやくここが別荘であることを思い出す。どうやら布団も掛かけずに眠ってしまったらしい。テレビには投げ出されたままのゲーム画面が映っていた。……やっぱり二四時間耐たい久きゆうは無理があったか。

　起き上がろうとしてふと気付く。右半身になんだか柔やわらかくてすべすべしたものが触れている。見ると、右みぎ腕うでに紗々乃が絡からみ付いていた。しかもあろうことか一糸まとわぬ姿で。

「へぅ……!?」

　なななななんでぇ!?　慌てふためきつつ腕を抜ぬこうとするが、むにむにと弾だん力りよくのある谷間にがっちりホールドされている。

「ちょ……!?」

　その上、気付くと左手のすぐ傍そばに花の寝ね顔がおがあった。さらに足下にはカズキとゆえが丸まっている。なんだこの享きよう楽らくの限りを貪むさぼり尽つくしたハーレム王みたいな光景は!?　俺女の子に囲まれて寝てたの!?　そして紗々乃はなんで裸はだかなの!?

「んー……」

　紗々乃が目を擦こする。薄うすい瞼まぶたがほどけ、俺を見て微笑んだ。

「あら、宗彦くん。おはよう？」

「ささささ紗々乃っ、な、なんで脱ぬいでっ……！」

「私、裸でなければ眠れないの。下着の締しめ付けが苦手で……」

　紗々乃が頭を起こす。長い髪かみがさらりと肩かたに零こぼれて、その艶なまめいた肢し体たいに一いつ瞬しゆん釘くぎ付づけになりそうになって慌てて目を逸そらす。

　すると紗々乃が艶つやっぽく微笑んで、ぐいと腕を引っぱった。

「うわ!?」

「ねえ、宗彦くん、もう少しこうしていない？　あなたの体温、とても安心するのよ」

　剝むき出しの腕を心地よい弾力が包む。頰ほおを甘い吐と息いきがくすぐり──

　刺さすような視線を感じて振ふり返ると、いつ起きたのか花がわなわなと震えていた。

「あ、あんたっ、な、なな、何してっ……!?」

「い、いや、これは……！」

　紗々乃のやつ、花が目覚めたのに気付いてて仕し掛かけてきやがったな!?

　言い訳をする前に顔目がけて枕が振り下ろされた。

「ふざけんな！　出てけー！」

「わ、分かった！　分かったから！」

　追い立てられて、俺は逃にげるように出口まで退散し──花がうつむきがちに呟つぶやく。

「……や、やっぱり……胸が大きいほうが好きなわけ？」

「え？」

　そりゃああるに越こしたことはないよな……？
















「うん」

「…………そう」

　花はさっきまでの威い勢せいが噓うそみたいにしょんぼりして扉とびらを閉めた。

　……なんなんだ、一体。




　着き替がえると一階に下り、朝食（というか時間的には昼食）作りに取りかかる。

　冷蔵庫にはいかにも高級そうな食材が詰つまっていて、テンションが上がった俺はそれらをふんだんに使って、目玉焼きにベーコン、サラダ、フレンチトーストを作った。……不ふ可か抗こう力りよくとはいえ女の子の寝顔を見てしまったお詫わびも込めつつ。

　全員が揃そろうのを待ってテーブルに着く。花たちは俺の作った朝食をかなり気に入ったみたいで、「おいしい！」を連発していた。そう喜んでもらえると作りがいがある。

　今日もいい天気だ。開け放した窓から潮風が吹ふき込んで、ゆえが気持ちよさそうに目を細める。

「波の、音が、聞こえます……」

「ええ。海まで歩いて三分なの」

「あー、海なぁ……」

　一応水着やタオルなんかは持ってきてはいるが、暑そうだし混んでそうだし、こういう日はやっぱだらだらゲームするに限る──

　その時ポケットの中でスマホが震えた。見るとありすからのＬＩＮＥだった。

　可愛らしい水着で川遊びするありすと友達（たぶんみーちゃん）の写真の下に、一言。

『お兄ちゃん、そっちはどう？　こっちは川の水が冷たくてきもちいいよ。海の写メも送ってね』

「行くぞおまえら！　今すぐ支度をしろ！」

「あんたどんだけありすちゃんの言いなりなのよ」

　花が呆あきれているが、兄貴ってのは妹がいれば甘やかしてしまう、そういう生き物なのだ。




「うわっ、すッごー！」

　白い砂、青い海。真夏の太陽に照らされた浜はま辺べは、周囲の別荘に泊とまっているらしい人たちがまばらにいるばかりで、ほとんど独ひとり占じめ状態だ。

「なにこれ、プライベートビーチってやつ!?　すごーい！」

　花が着ているのは意外にもシンプルなビキニだった。余計な装そう飾しよくのない布地がすんなりと伸のびた四し肢しを引き立てている。いつもはポンコツな言動で忘れがちだが、こういう時にこいつが学校一の美少女だということを思い出す。本当に可愛い。こんな女の子と海辺で追いかけっこしたい。「そぉれ☆」パシャッ！「やだ、冷たぁい☆　やったわね～っ？」「ははは、ほぉら、捕つかまえてごらん☆」「待ってよぉ～」きゃっきゃうふふ……

「ねえ」

「はい!?」

　本人に突とつ然ぜん話しかけられて激しく動どう揺ようする。

　花は胸の下で腕を組むと、怒おこっているみたいにそっぽを向いた。

「どうなのよ？」

「え、な、なにが？」

　いつにも増して大きな胸が強調されて、目のやり場に困る。花はなお胸を寄せるようにしながら恥はずかしそうに目を伏ふせ、

「だから、さ、紗々乃と比べて、その……あたしの、む、む──」

　と、波打ち際で向かい合う俺たちを、バシャアアアアア！　と派手な水柱が襲おそった。

「あら、ごめんなさい」

　ジェットスキーで華か麗れいに登場したのは紗々乃だった。パレオ付きの大人っぽい水着が非常に似合っている。
















「こっ……の根暗女！　やったわね!?」

「うふふ、ほぉら、捕まえてごらんなさいな☆」

「あっ、こら、待ちなさ──（バッシャアアアアアアアアア！）べぶーっ！」

　いやジェットスキーと生身じゃ無理だろ。

　顔を拭ぬぐいつつ荷物を置く場所を探す。タオルだのビーチパラソルだのアイスの入ったクーラーボックスだのと、異様に荷物が多い。女の子と海に来るって大変なんだな。

「主あるじ、我が力が必要か!?（お手伝いしましょうか）」

「ああ、ありがとう」

　砂をならして拠きよ点てんを作りつつ、いつものゴスロリ服を着ているカズキを見下ろす。

「……眼帯外さないのか？」

「フ。これは我が闇やみを封ふう印いんする魔ま力りよくが込められている故」

　変な日焼け跡あとが残ってしまうのではないだろうか。まあ本人がいいならいいけど……

「じゃあせめて水着になったらどうだ？」

「えっ？　あ……えと……」

　カズキは胸元でもじもじと指をすり合わせている。何だろう、脱ぎたくない理由でもあるのだろうか？

「無理にとは言わないけど、せっかくの海だし……第一、暑くないか？　熱ねつ中ちゆう症しようとか……」

「っ……あ、主が、そこまで言うなら……！」

　いや別に強要するつもりはないけれども。

　カズキは裾すそをたくし上げるとゴスロリ服をすぽん、と脱ぎ捨すて──思わずその胸に釘くぎ付づけになった。大きい。意外にもフリルの付いた可愛い水着を着ているのだが、却かえってその愛らしさと豊満な胸がアンバランスで──……！

「あ、主……あまり、見られると、その……」

「あ、ああ、ごめん!?」

　俺は慌あわてて目を逸らすが、カズキはそっと俺の指に指を絡めてきた。ポッと頰を染め、

「……あ、主の手になら、揉もみしだかれるのもまた一興……」

「いや揉まないよ!?　犯罪者になりたくないし！」

「ひ、怯ひるむことはない！　ほら！　思い切って！」

「遠えん慮りよします！　遠慮しますって！　やめ、やめなさい！」

　絡み付いてくるカズキの手を振り払はらおうとしていると、白い水着を着たゆえが小さな手にビーチボールを抱かかえて不安そうな声を上げた。

「カズキ……」

「はっ！　い、今行くぞ、我が使い魔まよ！」

　カズキは真っ赤な顔をしてゆえの下もとへと走って行った。

　ほっとしつつ、（それにしても）とビーチを眺ながめ渡わたす。夏の海、水着の女の子たちに囲まれて……これってもしかしてすごいおいしい状じよう況きようじゃないか？　オタサーの姫ひめみたいな？　いや姫じゃないな。なんだろ。ゲームサークルの殿との？　あんま嬉うれしくない。まあとにかく、これで俺も立派なリア充じゆうの仲間入り──

「ねえ、早くビーチパラソル立てて」

　違ちがった、ギャルの召めし使つかいだった。

　パラソルを立てて一休みしていると、左さ官かんもかくやという勢いで日焼け止めを塗ぬっていた花がふと顔を覗のぞき込んできた。

「……寝ね不ぶ足そく？」

「そりゃあな」

　重たいまぶたを擦る。

　まさか徹てつ夜やでモリオカートをする羽目になるとは思わなかった。耐たい久きゆうレースとかやるもんじゃないな、カズキは途と中ちゆうからわけ分からんことしゃべってたし、紗々乃は逆走しまくってたし……

　昨夜のぐだぐだ加減を思いだして、思わず噴ふき出す。

「うわ、何よ、いきなり」

「いや、なんか、すげーなぁと思って」

「え？」

　きらきら輝かがやく海を見て、眩まぶしさに目を細める。

「最初は、俺とおまえだけだったのにな」

　絶対に関わることなんかないと思っていたクラスのギャルが、ヒメリカ廃のゲーム実じつ況きよう者だと知って、協定関係なんか結んで。それだけで驚おどろいたのに。

　砂すな浜はまでビーチバレーをしている紗々乃とカズキ、ゆえを眺める。

　ゲーム実況をきっかけに、個性も年ねん齢れいもばらばらのやつらが集まって、徹夜でゲームをして、挙げ句の果てに海なんかに来ちゃったりして。こんな生活、つい三ヶ月前までは考えもしなかった。大変なことも多いけど、なんだかんだ楽しんでいる自分がいて──

「……それは、うん、そうかも」

　風になびく髪かみを押さえて、花が笑う。

「なんか他にも、おもしろいことしたいのよねー。せっかくサークル作ったんだしっ」

「ああ、チーム実況とかか？」

　花がぱちぱちとまばたきして、「チーム実況……？」と繰くり返す。

　チーム実況とは読んで字のごとく、二人以上でゲームの実況をするというものだ。全く違う個性を持つ人間たちが集まることで、個人実況とはまた違ったグダグダ感や盛り上がりを楽しめる。

「そう。チーム実況。あんまり見ないか？」

「や、見たことはある、けど」

　花はなんだか虚きよを突つかれたような顔をしている。

　学校では人気者の花だが、ゲームに関してはずっと一人でやってきたみたいだから、チームで実況するという考えが頭になかったのだろう。

　スマホをタップし、目に付いた動画を見せる。

「ほら、こういうのとか」

　選んだのは、最近よく名前を見かける四人組だ。掛かけ合いがおもしろいばかりではなく、メンバー同士がとても仲が良くて、お互たがい助け合う様子に心が温まる。

　花はじっと動画を見ていたが、ぽつりと零こぼした。

「なんか、いいね、こーゆーの」

「ああ。まあ、この他にもいろんなタイプのチームがあるから──」

　と、足下にビーチボールが転がってきた。

「宗彦くん、ボールを取ってくださらない？」

「おー」

　拾いついでに、ひと泳ぎしてこようと立ち上がる。

「おまえはいいのか？」

「あたし、もうちょっとこれ見てから行く」

　花はきらきらと画面に見入っていた。その様子に笑みがこぼれる。あとで、他にもおすすめチーム実況動画を教えてやろう。

　その後、俺たちはバナナボートやビーチバレーでひとしきり遊んだ。ゲームもいいけど、女の子と海に来るなんて、よく考えたら一生に一度あるかないかだ。この夏は忘れられない思い出になりそうだ。

　夕飯は合宿の醍だい醐ご味み、カレーを作った。

　その後、おなかいっぱいになってリビングでくつろぐ一ひと時とき。

　ゆえはソファーに座ってテレビを見ていて、カズキは机に突っ伏ぷしている。やっぱり眼帯の日焼け跡が残ってしまったらしい。

　と、紗々乃が髪を拭ふきながらリビングに入ってきた。

「宗彦くん、シャワーどうぞ？」

「おー」

　全員入ったか確認しようとリビングを見み渡わたす。

「あれ？　花は？」

「さあ？　ゲーム部屋ではないかしら？」

　また美少女大戦でもやっているのだろうか。一いつ旦たん自分の部屋に戻もどって風ふ呂ろの準備をし、ぺたぺたと廊ろう下かを歩く。身体からだ中が日焼けでひりつく。お湯が染みそうだと思いながら脱だつ衣い所のドアを開けると、そこには全ぜん裸らの花がいた。

「……へ？」

「っ……!?」

　ぽかんと力の抜ぬけたあどけない顔。水に濡ぬれた髪。透すけるような素す肌はだ。曲線で構成された瑞みず々みずしい身体。そして胸のほのかな膨ふくらみ──

「!?」

　ふと明らかな違い和わ感かんに気付く。花の胸は、水着を着ている時に比べて明らかにボリューム不足で──

「あっ!?　もしかして、今まで胸パッ──」

「ふんっ！」

　言い切る前に、花の右フックが閃ひらめいた。







　はっと飛び起きるとそこはゲーム部屋だった。

「うっ、頭がいたい……なんか見てはいけないものを見た気が……っ」

「気のせいじゃない？」

　花がそっけなく言う。そうか、気のせいか……いや気のせいか？　心なしか顎あごがずれてる気がするんだけど。

　部屋にはもうすっかりゲームサークルの面々が集まっていた。

「それで、今日は何をするのかしら？　また縛しばりプレイ？」

　紗々乃に促うながされて、花が胸を張る。

「ううん。今日はチーム実況をするわ！」

「チーム実況？　それはいいけれど……どうしたの、急に？」

「えっ!?　えっと、その、せっかくサークル作ったし、なんか新しいことしてみたいってゆーか……っ!?」

　しどろもどろになる花の横で、思わず噴き出す。こうなることはなんとなく予想がついていた。まったく、影えい響きようされやすいというか、ほんと素直なやつだよな。

　紗々乃が微笑ほほえむ。

「チーム実況ね……初めてだけれど、悪くないかもしれないわね？」

「でしょ!?　ってわけで、今回はメインクラフトをやるわ！」

　メインクラフト、通つう称しようメイクラは世界中で大人気のものづくりゲームだ。プレイヤーはフィールドの住人となり、さまざまな素材（木や鉱石など）を採取して、道具を作ったり家を建築したりする。明確な目標やゴールは設定されていないので、自分たちで好きにルールを決めることができ、まさに遊び方無限大だ。

「ククク、我らの力を結集し、天地を創造するということか。よかろう、興が乗ったぞ！」

「めいくら、好き、です」

「じゃあ、さっそく録画してみるわよ！」

　勇んで録画しようとする花を、俺は慌あわてて遮さえぎった。

「あ、悪いが、俺は外れるよ」

「えっ!?　なんで？」

　花は言わずもがなランキング入りする有名実況者だし、紗々乃も固定ファンが多くいる。二人がチームに入っている時点で、ある程度の視し聴ちよう数は約束されたようなものだろう。チームとしての注目度が上がれば、必然的に個々の動画も再生数は上がるだろうが──それはやっぱり邪じや道どうな気がするのだ。

「あんまり花たちの人気に頼たよりたくないっていうか、自分の力で名を上げたいっていうかさ」

「そんなの、だってせっかく──」

　食い下がろうとする花を、紗々乃が止めた。

「いいではないの、宗彦くんの言うことはもっともだわ。それともポンコツちゃんは、私たちだけでは不満なのかしら？」

「……別に、そんなことないけど」

　花はしぶしぶ納得したようだった。

「だったらあんた、ご意見番ね！　そこで見てて、何かあったらアドバイスしてよねっ！　あんただってサークルメンバーなんだから！」

「おう」

　花の剣けん幕まくに苦笑しつつも、ちゃんとメンバーとしてカウントされていることがちょっと嬉うれしい。

　部屋には人数分のパソコンまで用意されていた。パソコンを立ち上げて各自ログインする。複数人で参加できるマルチプレイ、サバイバルモードを選せん択たく。このモードではプレイヤーたちが協力しながら巨きよ大だい建造物を造ったり、あるいはプレイヤー同士で競ったりといろいろな遊び方ができる。

「それじゃ、録画するわよ！」

　花がボタンをクリックして、いよいよ録画スタートだ。

「初めまして、『　　』（仮）です！　今日は四人でメインクラフトをやりたいと思いまーす！　じゃ、ひとりずつ自己紹しよう介かいね！　あたしはフローラ！　みんなご存じ、美少女大戦のヒメリカちゃん親衛隊隊長（希望）よ！」

「我が名は紅ぐ蓮れん騎き士し！　矮わい小しようなる愚ぐ民みんどもよ、我が絶大なる魔ま力りよくの前にひれ伏ふすがいい！」

「えと……ゆえ、です……と、ときどき、生放送、してます……」

「初めまして、ＳＳＳよ。いつもはホラーを実じつ況きようしているわ」

　全員が自己紹介を終えると、花が不自然なくらい甘い声で付け加えた。

「あたしたち、とっても仲良しでーす！」

　……いや、待て待て。言うほど仲いいか？　確かにチーム実況というのは楽しさや仲の良さもポイントにはなってくるが、むしろ個性と個性がぶつかり合ってカオスなのがこのサークルの持ち味なのでは……？

　紗々乃も小首を傾かしげて花を見ている。

　微かすかな違和感を口にする前に、花が「じゃあさっそく始めるわよ！」と画面を進めた。

　現れたのは緑豊かな島だった。このフィールドで、四人は協力しながら家を建てたり食料を集めたりするのだ。

「メイクラはいろんな遊び方があるけど、今回はみんなで協力してサバイバルしていきまーす。くじで役割を決めるわよ！　あたしは……やった！　家の建築を担当しまーす！」

「我は血肉となるものたちの楽園を創造する！（畑を作ります）」

「ゆえ、家か畜ちく、担当……牛、集める……猫ねこも、飼いたい……」

　そして──

「今回の役割は──あら、ポンコツちゃんと同じく家の建築ね。どうぞよろしく」

「ぐぬぬ、なんでよりによってあんたとなのよ！　っていうかポンコツって呼ばないでよねこの陰いん険けんスピリチュア──こほん、よろしくね、ＳＳＳ！」

　いつもなら食ってかかるのに、花は珍めずらしく矛ほこを収めた。どういう風の吹ふき回しだ？

「さあ、サバイバル生活の始まりよ！」

　ひととおり自己紹介を終えて、花は意い気き揚よう々ようと足を踏ふみ出し──画面から消えた。

「あーっ!?　死んだぁぁぁあ!?」

「あら、ごめんなさい？　そこ、落とし穴があるから気を付けてね？」

「遅おそいっつーの！　てかなんで開始数秒で落とし穴なんか作ってんのよこの根暗──」

　花ははっと我に返って、ニコ[image: ォ゛]っと口元を引き攣つらせる。

「仲良く、仲良く……！」

　ええ？　さっきから花、なんか無理してないか？　大だい丈じよう夫ぶかなぁ……？

　俺の不安をよそに、カズキは着々と穀物を採取し、ゆえもおとなしく取りかかっている。どうやら炎えん上じよう人格は白熱する対戦ゲーム以外では出ないらしい。

　一方、建築組は家の素材となる木や鉄鉱石などを集めている。

「どんな家にしよっかな～？　せっかくだし、やっぱファンシーなかんじがいいな！」

「あら、品格こそが大切ではなくて？　マホガニー製の扉とびらに大理石の床ゆかは外せないわ」

「はああ!?　あんたサバイバル生活にどんだけ夢見てんの!?　それサバンナでも同じこと言えんの!?」

「その言葉、そっくりそのままお返しするわ？　それに過か酷こくなサバイバルだからこそ、心に潤うるおいが必要ではなくて？」

「潤いっていうならあたしが作るファンシーな家のほうが絶対心潤うから！」

「設計は私に任せてほしいわね。上質な生活こそが人間の人間たるゆえんなのだわ？」

「じゃああたしはこっちで作るから！　あんたはあんたで作りなさいよ！　絶対こっち来ないでよね!?　──あっ！　違ちがうから！　いつもはもっと仲良しだからね！」

　さっきから妙みように仲良しアピールを挟はさみ込んでくるな。……これってもしかしなくとも、俺が見せた実況動画が原因だったりするのだろうか……？

　当初の目的はどこへやら、花と紗々乃はそれぞれ別の場所で家を建築し始める。

　と、洞どう窟くつを探たん索さくしていたゆえが悲鳴を上げた。

「どうした？」

「スイーパー、の、巣……が、ありました……！」

　スイーパーとは自じ爆ばくしてプレイヤーや建物を攻こう撃げきしてくるモンスターで、プレイヤーに気付くとしつこく付いてくるため非常に厄やつ介かいである。

「そうか。あんま近づかない方がいいな」

　四人はしばしそれぞれの役割をこなし──

　数十分後、花がふんすと意気込んだ。

「見て、できた！　ヒメリカタワー！」

「おおー」

　それはヒメリカカラーの可愛らしい家だった。ヒメリカをドットにした感じで、中も凝こっていて結構な力作だ。

「えへへ。可愛いっしょ～！　あたしって建築の才能あるかも！」

　女子高生にはあまり必要のない技術だが、まあ嬉しそうだからいいか。

「ほら見なさいよスピリチュアル女、略してスピ子！　これが匠たくみの技ってやつよ！」

　ヒメリカタワーを見た紗々乃が歓かん声せいを上げる。

「まあ！　ステキな犬小屋！」

「はあああ!?　家ですけどォ!?」

「あら、そうなの？　そんな狭せまい家のどこで眠ねむるの？」

「お、お嬢じようさまには分かんないかもしんないけどねぇ、こんだけあれば充じゆう分ぶんだし！　っていうか何その家、悪あく趣しゆ味み！　広すぎ！　家の中で迷子になって孤こ独どく死しすんじゃないの!?」

「狭い家で窒ちつ息そく死しするよりはマシだと思うわ？」

「うっわ、てかなにそのカーペット！　今そーゆーの必要ある!?」

「そうね、ポンコツちゃんには上質なものは分からないかもしれないわね？」

「～～～っ！」

　花はぎりぎりと歯を軋きしらせていたが、おもむろに紗々乃ハウスに突とつ進しんした。紗々乃ハウスのドアを外し、入り口を鉄鉱石で塞ふさいで紗々乃を閉じ込める。

「あはは、いい気味！　やーいやーい！　恵めぐまれたお嬢さまはお嬢さまらしく、豪ごう邸ていにでも引きこもってればいいじゃん！　そうやって閉じた世界で一生を終えればぁ!?」

　子どもかおまえは……いつもみたいに返り討ちにされるぞ。

　俺は紗々乃をちらりと横目で見み遣やり、

「…………」

　あれ、と思った。いつもなら打てば響ひびくように花をやり込めるのに、紗々乃は黙だまりこくったままだ。

　気になって見ていると、紗々乃は無言のまま入り口を塞ぐ鉄鉱石を打うち壊こわし、とある洞窟へと向かった。

「え、紗々乃、そっちは……」

　紗々乃は迷いなく洞窟──スイーパーの巣に入る。

　紗々乃に気付いたスイーパーたちがまるでゾンビのようにぞろぞろと寄ってきた。

　大量のスイーパーを引き連れて、紗々乃はそのままヒメリカタワーへと向かっていく。

「ちょ、おい、紗々乃？」

　押し寄せる緑の群れに、ヒメリカタワー建設に夢中になっていた花が気付いた。

「え、ちょ、何……こないで！　こないでってば!!」

　紗々乃はヒメリカタワーの足下にスイーパーたちを誘さそい込むと、一言呟つぶやいた。

「スイーパー先生、お願いします」

　そしてスイーパーを攻撃。スイーパーたちが一いつ斉せいに爆ばく発はつして壁かべが吹っ飛んだ。

「あああああっ!?」

　ヒメリカタワーの足下は無残にえぐれている。

「な、何すんの!?　信じらんない！　ほんっと陰いん湿しつ！」

　あれだけ一いつ生しよう懸けん命めい作っていたのだ、花が怒おこるのも無理はない。今回のはさすがに紗々乃がやり過ぎだろう。

　俺は口を開き掛かけ……──紗々乃の表情を見て声を失う。

　長く垂れた髪かみからのぞく紗々乃の横顔は、今にも泣きそうに歪ゆがんでいた。

「……どうせ私は陰湿で根暗で、一人では何もできない箱入りお嬢だわ？」

「はあ!?　誰だれもそんなこと言ってないじゃん！　なんでこんなことすんのよ！」

「……だって、あなたがあんなことするから……っ！」

「はああ!?　あんなイタズラで!?　だからってここまでする!?」

　紗々乃は唇くちびるを嚙かみしめたまま黙っている。どうも様子がおかしい。

「花、待て……」

「ふざけないでよ！　せっかくチームでプレイしてんのに、あんたのせいでめちゃくちゃじゃん！」

「ちょ、落ち着け、って。何か事情が……──」

　慌あわてて口を挟むも、花の勢いは止まらずみるみる涙なみだ目めになる。

「あたし、がんばって作ったのに……！　みんなで仲良くできればって、そう思って、なのにっ……こんな、こんなっ……！」

「花！」

　嫌いやな予感が走ってとっさに止めようとするが間に合わなかった。

　花は涙目で大きく息を吸い、

「もう知らない！　二度とあんたとゲームなんてしないから！」

　そう叫さけんで飛び出していった。

「ちょ、おい……！」

　乱暴に閉じられた扉と紗々乃を見比べる。

　紗々乃も唇を嚙んでうつむいていたが、やがてふらりと立ち上がると部屋を出ていってしまった。

「おいおいおい……!?」

　いつものいざこざと言ってしまえばそうなのだろう。けれど、今にも泣きそうな花と、何か思い詰つめたような紗々乃が目に焼き付いていて──おろおろしているカズキとゆえの頭を撫なでた。

「ちょっと待ってろ。大丈夫だから」

　二人は俺を見上げて小さく頷うなずいた。

　部屋を出ると、階下から乱暴な足音と玄げん関かんの戸が閉まる音がした。花が外に出たらしい。あいつ、勢いで何をしでかすか分からないからな。こっちを追いかけるのが先だ。慌てて階段を駆かけ下りる。

　とはいえどうしたものか。ケンカの仲裁なんて柄がらじゃない。面めん倒どうごとには首を突つっ込まず、目立たず地味にをモットーに生きてきた。

（でも……）

　脳裏に、紗々乃と言い合いながらも楽しそうにゲームしている花の笑顔が蘇よみがえる。あーもうっ……！　こんなんでケンカ別れしたら、一番悲しむのはおまえだろうが!?

　俺はスニーカーを履はくと別べつ荘そうを飛び出した。小石に足を取られながら海岸へと走り──

「花！」

　夜の浜はま辺べにその姿を見つけた。

「おい！」

　花は俺の声を無視して、砂を踏んで歩く。サンダルなのにぐんぐん先へと行ってしまう。

「っ……！　ちょ、花……おい……っ！」

　ぜいぜいと喉のどが鳴る。砂に足を取られながらようやく追いつき、その手首を摑つかんだ。

「待てって！」

「うっさい！」

　乱暴に振ふり払はらわれてたたらを踏む。

　心がくじけそうになったが、勇気を振り絞しぼってもう一度摑んだ。

「っ……！」

　花が振り返って、大きな瞳ひとみで俺を睨にらむ。

　涙の滲にじんだ強いまなざしに、ぐ、と胸が詰まった。

　潤うるんだ眼球が燃えるような星明かりを宿している。摑んだ手首は冷たくて、折れてしまいそうに細い。

　ああ、さざ波の立たない平へい穏おんな生活をこそ愛していたのに──ギャルなんて遠い世界の人間だと線を引いていたのに、自分でもなんでこんなに必死になっているのかよく分からない。

　……でもたぶん、絆ほだされているのだ。花と言い合う紗々乃の、どこか楽しそうな表情に。カズキのいきいきとした声に。ふとした瞬しゆん間かんにゆえが見せる笑顔に。その中心にはいつだっておまえがいたのに──そんな顔したおまえを放っておけるわけがあるかよ！

「落ち着けって。一いつ旦たん頭冷やして、話し合おう。このままじゃ、」

「離はなしてよ」

　その呻うめきがあまりに低くて、また怯ひるむ。

　それでもなんとかとっかかりを摑みたくて、一か八か、発破をかける。

「ああ、そうだな。仲直りする必要なんてないか。もうあいつらとゲームすることもないだろうし？　無理にチーム実じつ況きようなんかしなくたって、おまえはヒメリカさえ布教できれば、それでいいんだもんな」

「よくない！」

　返ってきたのは夜を裂さくような叫びだった。

「そりゃ最初は、ヒメリカちゃんの魅み力りよくを布教できればそれでいいと思ってたの……でも、今は違ちがうの」

　湿しめった風が吹ふいて、桜色の唇から本音が零こぼれていく。

「……みんなでゲームするの、すごく楽しい。いろんなゲームして、くだらないことで笑って、迷走して、一いつ喜き一いち憂ゆうして……」

　花はじっと夜の海を見つめる。長いまつげが風に震ふるえていた。

「あたし、自じ慢まんしたかったの。こんな変なやつらと出会ったんだよって。それで、見てる人も一いつ緒しよに楽しんでほしくて……面白い奴やつらだなって思ってほしくて……」

　……そうだよな。分かるよ。そうだろうと思ってた。

　俺がゲーム実況を始めた根っこも同じだ。自分の好きなものを、たくさんの人と共有できて。どんなにくだらないことでも、一緒に笑ってくれる人がいて。

「なのに、なんでこんなことになっちゃったの……？」

　砂の上に涙なみだ声ごえがぽとりと落ちた。

　本当は心の中で、あんなことを言って飛び出してしまったことを後こう悔かいしているのだろう。花はしょんぼりと肩かたを落として、まるで見捨てられた子犬みたいだ。

　その頼たよりない姿に、手首を摑んだ指が緩ゆるむ。

　勉強も運動もできて、クラスではいつも仲良しなギャル友に囲まれて、羨せん望ぼうのこもった視線の中心にいる花。俺なんか足あし下もとにも及およばないくらい、上手じようずに生きているように見えたけれど……たぶんこうして友達と正面からぶつかることは初めてで、仲直りの仕方も知らなくて。──見た目よりもずっと不器用なんだな、おまえ。

　俺はしばらく言葉を探して、ためらいがちに口を開いた。

「あの……俺さ、楽しいよ」

「え？」

　こちらを見上げる花に笑いかける。

「あ、えっと……おまえら、ほんとお似合いの、いい友達だと思うよ。一緒にゲームして、だらだらして、あんだけ本気で言い合ってケンカできるなんて、友達以外の何なんだっつー話で……その……なんだかんだ言い合ってるおまえと紗々乃を見るのも好きだし。またバカやってんなーってさ」

　よく人から、『何を考えているか分からない』と言われる。それはそうだろう。思っていることを直接相手に伝えるのはあまり得意じゃないのだ。……けれど、今は、今だけは、少しでも伝わって欲しいと、そう願って、自分の中から言葉を探す。

「おまえと出会ってから、ペース狂くるわされっぱなしだけど……そうやって、好きなことを好きって言って、夢中で、全力で向かってるおまえって、すごい、あー……魅力的、だと、思うし……」

　シャツの裾すそに手を擦こすりつけて、滲んだ汗あせを拭ぬぐう。

「さ、紗々乃も、カズキも、ゆえも……ほんと変わった奴らだけど、……本気でぶつかったり、茶化し合ったり……その、好きなんだよ、そんなおまえらと一緒に過ごすのが。もう生活の一部っていうか……だから、その……あいつらにも、おまえにも……笑顔で、いてほしいって、いうか……」

　星を映す双そう眸ぼうに笑いかける。

「だから、無理に取り繕つくろう必要なんかない。ありのままのおまえでいいよ。何にも飾かざらない、いつもどおりの『　　くうはく』を見せてやろうぜ。見てるやつらも、俺も、その方がずっと楽しいと思うから」

　花が目を見開いた。

「今回のは、紗々乃もちょっとやり過ぎだったかもしれないけど……何か事情あったんだと思う。……話を聞いてやらないか？」

「…………」

　花は黙だまって俯うつむいている。飛び出してしまった手前、ふんぎりがつかないらしい。

　どうしたものかと泳がせた視界に、ふとピンクの欠片かけらが入った。

　俺はかがみ込むと、足下に落ちていたそれを拾って、花に手て渡わたした。

「……なにこれ」

「紗々乃と仲直りできるように……おまじないだ」

「……ただの貝かい殻がらじゃん」

　手のひらに載った桜色の貝殻を見つめながら、花は「子どもじゃないんだから」と口を尖とがらせる。その通り、妹が友達とケンカした時、よくこうしておまじないを掛けてやっていた。子どもだましかもしれない、それでも、

「気休めでも、あったほうがいいだろ」

　花はしばらく貝殻に目を落としていたが、やがてぐすりと鼻を鳴らした。

「……あんたって、ほんとお人好よし」

「よく言われる」

「……あの動画だって──」

「え？」

　花は何でもない、と顔を背けてしまう。でもその仕草には先程まで纏まとっていたとげとげしさはなかった。

　ふ、と息を吐はく。

「帰ろう。カズキもゆえも、心配してた」

「……うん」

　月明かりの下、波の音を聞きながら、別荘に向かう道を並んで歩く。

　玄関の前で、花はもじもじと足をすり合わせた。

「あの……あたし、砂、洗い流してから行くから」

　まだ心の整理が必要なのだろう。

　分かった、と頷いて先に玄関をくぐる。

　リビングに入ると、すらりとした人ひと影かげがソファーに寂さみしげに座っていた。紗々乃だ。

「……花、もうすぐ帰ってくるから」

「そう。良かった」

　その声には元気がない。少し迷って、おそるおそる隣となりに腰こしを下ろす。

　紗々乃は俯いている。どうやら落ち込んでいるようだ。

　……どうしよう、こういう時、女の子にどんな言葉を掛かければいいのか見当も付かない。

　散々迷ったすえ、直球で切り込むことにした。

「えっと……さっきはどうしたんだ？」

「…………」

「珍めずらしいよな、紗々乃が、あそこまでするの……？」

　普ふ段だん花をからかうことはあっても、スイーパーでの爆ばく破ははいつものじゃれ合いの範はん疇ちゆうを超こえていた。

「何か、理由あるのか？」

　紗々乃は身じろぎすらせず座っていたが、やがてぽつりと呟つぶやいた。

「……私、姉がいて」

　先を促うながすでもなく黙って頷うなずくと、紗々乃は顔を伏ふせたままぽつぽつと小さな声を零こぼした。

「姉はとても優ゆう秀しゆうで、魅力的で、けれどそれと同じくらい自由奔ほん放ぽうな人で……五年ほど前に、ふらっと家を出てしまったの。家を継つぐ予定だったのに。ショックを受けた両親は、せめて残った私妹を逃にがすわけにはいかないって焦あせったのか、私を家に閉じ込めたわ……だから私、長いこと、学校と家の中しか知らなかったの」

　それで納得がいった。花がやった『ドアを封ふうじる』というちょっとした嫌いやがらせが、紗々乃のトラウマに触ふれてしまったのだろう。それで思わずカッとなったのか。

「……私、大人げなかった」

　長い間家に閉じ込められていた紗々乃は、きっと友達と遊ぶこともなく、人付き合いもなかったのだろう。花と同じく、友達との仲直りどころか、ケンカの仕方も知らないのかもしれなかった。

　俺は思考をフル回転させながら、紗々乃にかける言葉を考え──ふと不思議に思った。
















「……そういや紗々乃は、なんでゲーム実況してるんだ？」

「なんでって？」

　きれいな黒い目に見つめられてどぎまぎする。

「あ、いや、ゲームとかネットとか、なんか、そういうの……お嬢じようさまの生活からは遠いところにある気がしてさ」

　ましてゲーム実況なんて、見るのを趣しゆ味みにしている人はいても、実際に自分でやろうと思う人は少ない。

「……画面の向こうにいる人たちは、私が何者だって、気にしないから」

　紗々乃はそう呟いて髪かみを耳にかけた。

「これまで出会った人たちは、それまでどんなに仲良くしていたって、私の家のことを知ると変わってしまったわ。萎い縮しゆくしたり、あるいは媚こびへつらったり……。でも、画面の向こうにいる人たちは、私がどんな家に生まれて、どんな大学に通っていて、どんな生活をしていたって関係ないの。ゲームや実況が楽しければ楽しいって、あなたの実況が好きなんだって、そうコメントをくれて……」

　ふと、先程の花の様子が蘇よみがえった。

『あたしたち、とっても仲良しでーす！』

　不自然なくらい甘い声に、作ったような笑顔。無理に仲の良さを取り繕おうとした花の態度が、紗々乃の根っこにある不安を刺し激げきしてしまったのだろう。

「やっぱりダメなんだわ。所しよ詮せん私なんてコミュ障の陰いん険けん根暗女なのよ」

　紗々乃はすっかりしょげかえっている。いつも自信と気品に溢あふれているのに、ちょっと新しん鮮せんだ。もしかするとこれが本来の紗々乃なのかもしれない。

　──不器用な二人がきっと初めて出会った、何でも言いあえる仲間。本当はお互たがい大切に思っているのに、距きよ離りが分からなくて、ぶつかり合って、すれ違って。

　思わず笑っていた。

「やっぱ紗々乃と花、よく似てるよ」

「え？」

「あ、いや」

　頭を搔かきつつ言葉を探す。

「その、さ……俺たちは、おまえがお嬢さまだからじゃなくて、ゲーム実じつ況きようをする仲間として出会ったんだ。だから、金持ちだろうと貧びん乏ぼうだろうと関係なくて……花もきっと、そう思ってる。さっきはちょっと空回りしてたけどさ」

「…………」

「じゃなきゃ、こんなすごい別べつ荘そう持ってるお嬢さま相手にタメ口きいて、ガチ喧げん嘩かするなんて、普ふ通つうなら恐おそれ多くてできないっつーの」

　俺は顔を上げ、まだ不安そうな紗々乃に笑いかけた。

「大だい丈じよう夫ぶ。紗々乃は紗々乃だ」

　目を丸くしてまばたきしている紗々乃は、いつもより少し幼く見える。

　これが紗々乃の素顔なんだなと、思わず笑みがこぼれた。年上で、お嬢さまで、いつだって冷静な紗々乃だけど……ちょっとだけ近づけたみたいで、なんだか嬉うれしい。

　紗々乃はじっと俺を見つめていたが、やがて小さく笑った。

「ありがとう、宗彦くん」

　その笑顔は、これまでに見たことがないほど柔やわらかくて──

　と、気配に気付いて振ふり返る。そこには花が立っていた。

「花」

　今の話、聞いていたのだろうか？

「あ、私……」

　何か言おうとした紗々乃を遮さえぎって、花は傲ごう然ぜんと顎あごをしゃくった。

「ゲーム実況。続き、やるわよ」










　部屋に戻もどると、俺たちの帰りを待っていたらしいゆえとカズキがピャッ！　と背筋を伸のばした。説明は後回しにして、とりあえず安心させようと笑いかけながら頭を撫なでると、二人は心配そうに顔を見合わせた。

　そんな中、花は機材を整えて、再び録画を始める。

「えー、初めまして。『　　くうはく』よ。記念すべき一発目はメインクラフトをやりたいと思うんだけど、まずは自己紹しよう介かいから。あたし、フローラ。で、こっちはＳＳＳ。……なんかクールな美女っていうイメージが定着してるみたいだけど、こいつすごい陰険だから。マジ性格悪いから」

「！」

　目に見えて萎縮していた紗々乃が弾はじかれたように顔を上げる。

　俺とカズキ、ゆえが思わず顔を見合わせる中、花は淡たん々たんと紹介を続ける。

「ぶっちゃけあんま性格合わないんだけど、なんか友達少ないみたいだし、仕方ないから遊んであげてんのよね～」

　それは、わがままで直情的でばか正直な、いつもの花と寸すん分ぶん違たがわなくて──

　紗々乃がくすりと笑みを零す。

「あら、心外だわ？　というか、これでは他己紹介になってしまうのではないの？」

「いーの！　んで、三人目は紅ぐ蓮れん騎き士し、あたしのライバルね！」

「我が深しん淵えんに触れる者、死を覚かく悟ごせよ！」

「そして最後はゆえちゃん、『　　くうはく』の可愛い妹分、兼けんマスコット！」

「よ、よろしく、おねがい、しま、す……っ」

「ってわけで、変なメンバーばっかりで、ぶっちゃけ団結力とかないし、ケンカとかも多くて、いつも仲良しってわけじゃないけど……これはこれで、けっこー楽しいっていうか……──あたしの自じ慢まんの仲間だから」

「……！」

「そういうの含ふくめて、ありのままのあたしたちを楽しんでもらえたらなって思うの」

　紗々乃の驚おどろいた視線に、花は照てれ隠かくしみたいに一際声を張り上げた。

「ま、こんな感じでやっていきまーす、よろしくね！」

　そこにあるのはいつも通りの花だった。

　ゆえやカズキと目を交わして微笑ほほえみ合う。

　いよいよメインクラフトの開始だ。

「さー、これからサバイバルが始まるわけだけど、まずはみんなで力を合わせて家を建てるわよ！」

「役割分担はしなくて良いのかしら、ポンコツちゃん？」

「うん。まずは全力で家を建てる。夜が来る前に、ある程度拠きよ点てんを構えておきたいっしょ？　つかポンコツって呼ぶな！」

　というわけで全員で力を合わせながら家を建てたが、それぞれの個性が爆ばく発はつしてひどくちぐはぐな家ができあがった。

「ちょ、台所にベッドがあるっておかしくない!?　寝ねてる間に調理されそうで怖こわいんだけど！　なんでこんなん作ったのよ!?」

「畑のド真ん中にお手洗い……とても開放的だわ？」

「矮わい小しようなる者どもよ、我が勇姿を見よ！（屋根に銅像作りました！）」

「部屋に、猫ねこ、いっぱい、呼んで、いい……？」

　とんでも設計に笑いながら花の横顔を見み遣やる。最初はポンコツ具合に辟へき易えきしたりもしたが、やっぱりぎゃーぎゃー言いながら楽しそうにゲームやってる花が一番しっくり来る。

　その楽しそうな横顔に、ふと遠い昔、俺のゲーム実況の原点になった出来事を思い出した。道ばたで泣いていた、見知らぬ女の子。涙なみだでくしゃくしゃだった顔が、俺のゲームを見る内にみるみる笑顔になっていったっけ。

　……画面の外の人間とどんどん繫つながって、賑にぎやかな仲間ができて、「おもしろい」を共有して。一いつ緒しよに楽しんでくれる人がいると思えば、どんなハプニングでも笑いに変わる。こういう時にふと、やっぱりゲーム実況っておもしろいなって実感するのだ。

　喧けん噪そうの中、花がふと呟いた。

「……ごめんね」

　その手には、おまじないの貝かい殻がらが握にぎられている。

　小さく零されたその言葉を、けれど紗々乃はきちんと掬すくい上げた。

「……私こそ、ごめんなさい」

　花と紗々乃が一いつ瞬しゆんだけ目を合わせて、微かすかに笑い合い──

「～～～……っ！」

　ゆえがパソコンを投げ出して花に抱だきついた。

「わっ!?」

　花は眉まゆを下げて、ゆえの頭を撫でる。

「ごめんねゆえち、不安にさせちゃったね」

　カズキも「それでこそ我が宿敵！」と笑っている。

　ゆえとカズキも、このチームを、この空間を失いたくないと思っていたのだろう。

　どうやら丸く収まったようだ。俺はやれやれとため息を吐つきつつ笑った。

　──せっかく撮とったメインクラフトの実況動画だが、結局ネットにＵＰすることはなかった。内容があまりに内輪向けになってしまったのがその理由だが、何より花が恥はずかしがったのだ。それこそ編集すればいいと思うのだが、この動画を見る度にこの事件を思い出すのが耐たえられないらしい。

　──結局お蔵入りになってしまったけれど、チームとしてはじめて撮ったこの動画は、後々まで俺たちの宝物になる。




　その後、せっかく夏なのでというよく分からない理由でスプラシューンをすることになった。スプラシューンはペンキをぶちまけて陣じん地ちを取り合うアクションゲームだ。

　ゲーム開始と同時に花の先制攻こう撃げきを受けて、即そつ効こうで紗々乃が死亡する。

「へっへー！　どんなもんよ！」

　紗々乃は怒おこるかと思いきや、

「ポンコツちゃん、少しうまくなったのではない？」

「そ、そう!?」

　確かに、最初と比べたら少し勘かんが良くなっている気がする。

「ねえ、どうなの!?」

　花に問われて、頷うなずく。

「うん。ちょっとコツつかんできたんじゃないか？」

「やった！」

　大はしゃぎの花を見て、紗々乃はにこりと微笑み、

「貝殻の守しゆ護ご霊れいのおかげね？」

「あたしの守護霊貝かい殻がらになったの!?　いつ!?」

　花は嬉しそうにディスクを入れ替かえた。

「ひ、久しぶりに美少女大戦やってみるっ！　もしかしたらヒメリカちゃんで無む双そうできるかも……!?」

「うむ！　見守っているぞ！」

「がんばって、ください……！」

　花は鼻息荒あらくコントローラを構える。

　そしてゲームスタート。

「んっはぁぁぁあ可愛かわいいよヒメリカちゃんヒメリカちゃんヒメリんああああああああ!!」

　ヒメリカは敵に追い詰つめられてあっさり死亡した。

　……やっぱりこいつがヒメリカで無双するにはもう少し時間がかかりそうだ。










　その夜。

　いろいろあった合宿も明日で終わりだ。自室で帰る準備をしていると、控ひかえめなノックの音が響ひびいた。

　ドアを開けると、顔を赤らめた花が立っていた。

「えっ、え、え、なに……！」

　長い髪かみがふんわりと身体からだを覆おおい、寝ね間ま着きの半はん袖そで短パンから細くて白い手足が剝むき出しになっている。無防備な姿に思わずヨバイの文字が脳裏を過よぎる。が、

「あ、あんた、今回の合宿で、全然実じつ況きようの練習できてないでしょ？　だから、その……ちょっとだけ、付き合ってあげてもいっかなって」

　ああ、と苦笑する。確かにこの合宿中、俺はあまり自分のためのゲームや実況の練習はできていなかった。それを気にして、わざわざ来てくれたのか。紗々乃とのケンカでいっぱいいっぱいだっただろうに、律りち儀ぎなやつだな。

　部屋に入れると、花はぺたぺたとスリッパを鳴らしてベッドに座った。小こ脇わきにはヒメリカの抱き枕まくらを抱かかえている。どんだけ好きなんだ。まあせっかくの機会だし、ありがたく見てもらおう。……自分の実況スタイルについてはまだ模も索さく中だけどな。

　配線を繫いで実況の準備をしていると、不意に小さな声がした。

「ねえ。あんたこそ、ありのままでいいんじゃない？」

「え？」

　振ふり返ると、花がこちらを見ていた。

「さっきあたしに言ってくれたじゃん、もっとありのままでいいって。それを聞いて思ったの。あんたの実況ってぎこちないっていうか、自分を作ってるかんじがするなって。……前に、キャラを作れとか言って迷走させちゃったけど……」

「あれは忘れてくれ」

　思わず苦く呻うめく俺に、花は真しん剣けんな顔で続ける。

「あんたって、なに考えてるかよく分からないって言われるでしょ」

「あ、ああ」

「それってさ、なんか、自分を出さないように抑おさえてるのかなって」

　図星を突つかれて声に詰まる。……そうだ。俺はずっと、何を考えているか分からないと言われてきた。それはそうだろう、俺自身がそういうふうに……面めん倒どうごとに巻き込まれないように、声を小さく、無難に、極力目立たないよう生きてきたのだから──ある意味では自分を殺して。それがゲーム実況にも出てしまっていた……？

「あんたってさ、その……優しい、じゃん？　ゲームのルール分かりやすく教えてくれたりとか、あたしの思いつきに辛しん抱ぼう強く付き合ってくれたりとか」

「そ、そうか？」

「うん。クラスではあんまりしゃべんないし、とっつきにくい奴やつかなと思ってたけど……こうして仲良くなってみたら、全然そんなことなくて。むしろ小うるさいってゆーか」

　思わず「それはおまえのせいだろ」と笑うと、花は不思議そうに首を傾かしげた。俺が素の自分を出せているとしたら、それは花が自然体で接してくれるからだ。

　花は髪をいじりながら俯うつむく。

「あんたと言い合いながらゲームするの、すごい楽しくて。さっきだって、チームのことやあたしのことをどう思ってるかとか、すごい一いつ生しよう懸けん命めいに伝えてくれて……嬉うれしかった」

「…………」

「だから、実況だって同じ。もっと考えてること、口に出していいと思う。素の自分を出していいと思う。ってゆーか、絶対その方が人気出る。あたしが保証する」

　さっきは無我夢中だったし、花との言い合いに関してはただ思ったことを口にしてるだけだけど……そんな風に思ってくれるなんて。

　熱っぽい瞳ひとみに圧あつ倒とうされていると、花は言い足した。

「あんたはそのままでいいの。あんたのそういうとこ、あたし、好きだから」

「!?」

「あっ、ち、違ちがうからね!?　今のはっ……！」

「わ、分かってる！」

　花はしばしヒメリカの抱き枕に顔を埋うずめていたが、やがて恥ずかしそうに目を上げた。

「えっと、だから、もっと自然体で……視し聴ちよう者の顔を、具体的に想像してみたらいーんじゃないかなって思うの」

「具体的に？」

「うん。このマイクの向こうに実況を見てる人たちがいると思って、その人たちと会話するイメージで、問いかけたり、教えたり。……あたしと一緒にゲームしてる時みたいに」

　首を傾げて想像してみる。画面の向こうで、俺の動画を見てくれている人たち。Ｔｗｉｔｔｅｒで俺の動画を紹しよう介かいしてくれていた「もっちり太た郎ろう」さんや「ねこまんま」さん──だがそのやり方は、今までの実況スタイルと随ずい分ぶん違ちがってくる。いきなりそんなことできるのだろうか？

　すると花が言った。

「今日は、あたしが横から口を出す。もちろんなるべくあんたの声に被かぶらないように。それで、編集であたしの声をカットして、その動画をＵＰしてみてよ」

　なるほどと頰ほおを搔かく。花に対しては割と条件反射的に思ったことを口に出してしまうところがある。うまく嵌はまれば、これまでにやったことのない実況ができるかもしれない。

「……やってみるか」

　選んだのはシャドウソウルというアクションＲＰＧだ。

　花と顔を見合わせて頷くと、さっそく録画ボタンを押した。

「えー、今回はシャドウソウルというゲームをやっていきます。ご存じの方も多いと思いますが、かなり難易度が高いゲームでですね、何度も死にながら攻こう略りやくしていくゲーム──いわゆる死に覚えゲーと言われています。今回はこれを初見でやっていきたいと思います」

　主人公の容姿と素性を決め、細かい設定を調整する。満を持して本編をスタートさせると、主人公が暗い建物の中に立っていた。どうやら何かの遺い跡せきらしい。

　細部まで作り込まれたグラフィックに、隣となりの花が感かん嘆たんの声を上げる。

「うわ、すご」

「おお。やばいな、グラフィックすごいな」

「…………」

「…………」

「……プレイしないの？」

「あ、見とれてた」

「ちょっと」

「ごめんごめん。じゃあ探たん索さくしていきます」

　周囲を探りながらアイテムを集め、時々現れる亡者をなぎ払はらう。

「うまいわね」

「このへんのシステムはまあ、前作のデビルズソウルと同じだからな。さくさくいこう」

「……なんか初見っぽくないんだけど」

「いや初見だよ？　断じて初見詐さ欺ぎとかじゃないからね？」

　いつもの俺の実況に比べるとずいぶん賑にぎやかだ。こんなプレイスタイルは初めてだが、花のおかげでぽんぽんと言葉が出てくる。気が付くと肩かたの力が自然に抜ぬけていた。

　時折ピンチに陥おちいりつつも、幸い死ぬことなく遺跡の最奥に到とう達たつした。

「よし、いくぞ」

　手持ちのアイテムで回復すると、最後の扉とびらを抜け──

「ちょっと、何あれ!?」

　行く手に巨きよ大だいな影かげがそびえていた。チュートリアルボスだ。ずんぐりとした四し肢しに、天てん井じようまで届く背せ丈たけ。手にした斧おのの刃やいばだけで主人公と同じくらいある。

「うわ、でけぇな。チュートリアルから本気だしすぎだろ」

「こっち来るわよ！」

　出会い頭の一いち撃げき、振り下ろされた斧をローリングでかわす。

「えっ、すご！」

「タイミングさえ合わせれば楽勝そうだな」

　何度か攻こう撃げきをかわし、隙すきを見て肉にく薄はく、足を斬きりつける。

　が、ゲージはほんの数ミリ削けずられた程度だ。

「硬かてぇ!?　全然削れねぇ！」

　思わず叫さけんだ瞬しゆん間かん、敵が斧を振りかぶり──

「しまっ、」

　わずかにタイミングがずれた。振り下ろされた一撃をまともに食らう。一いつ瞬しゆんにしてほぼ満タン状態だったゲージが消しよう滅めつ、画面が暗転した。

「え……うそだろ……死んだ……」

「……へぼい」

「いやいや、あれは無理だろ!?　攻撃ぜんぜん通らないし、つかチュートリアルなのに一撃で死ぬってなに!?　初見であれは無理──」

「はいはい、言い訳言い訳」

「い、言い訳じゃねーし！」

　思わずムキになってしまう。今までの実況ではいかにスマートに実況するかを心がけていたので、こんなノリは初めてだ。これまでの俺なら動どう揺ようをおさえつつ、『あー、さすが死に覚えゲーですね（苦笑）』というあっさりめのコメントで終えていたところだろう。

　そうこうするうちに新たなムービーが始まった。

「あ、ああ、なんだ、負けイベントだったのか。どうりで強すぎると思った」

「よかったじゃん」

　花はそう言ったが、俺はしばし黙もつ考こうし、呟つぶやいた。

「……もう一回挑ちよう戦せんしてみてもいいか？」

「えっ、必要なくない？」

「まあ必要ないっちゃないんだが、ゲーマーの血が騒さわぐというか」

「えー、せっかくここまできたのに！　つか、無理でしょあんなの」

「いや、どんなに小さくてもダメージを受けるってことは倒たおせるってことだろ、たぶん」

「無理だって。攻撃ぜんぜんきかないし、一撃で死んじゃったの見たでしょ？」

「いや、ダメかもしれないけど、もうちょい付き合って、お願い、この通り」

　不満げな花を説得してリセットボタンを押した。

　スピードを重視するために無意味な装備を外して、再度ボスの下もとへ乗り込む。

　ボスを中心に右回りに動きながら、慎しん重ちように機会を窺うかがう。斧をローリングで避よけつつ攻撃するが、ゲージはほとんど動かない。

「ぬうう……ほんっと硬ぇな……！」

　それでも根気強く半分にまで削った頃ころ、強きよう烈れつな一撃を受けてすべてが水すい泡ほうに帰した。

「ああああああああああああ！」

「あー、ご愁しゆう傷しようさま」

「～～っ、もう一回！」

「まだやんの!?」

「倒せるまでやる！」

「意外と凝こり性しようね」

　こうなったら意地だ。死ぬ度にリセットしてやり直す。

　ボスはもちろん、ボスの下に行くまでも過か酷こくな道のりなので、挑戦は困難を極めた。

「……飽あきた」

「飽きないで！　見守ってて！」

「編集の時はちゃんと早送りしてよ？」

「分かった、早送りするから！　もうちょい付き合って！　これで最後にするから！」

　そして六度目の挑戦。ローリングで常に敵の背後を取りつつ地道にゲージを削り、ついにあと数ミリを残すのみとなった。戦いが長かっただけに俄が然ぜん力が入る。

「おし、いけるいけるいける！」

「あっ、あっ、あー！　あとちょっと、あとちょっと！」

　手に汗あせが滲にじんだ。隣の花も身を乗り出している。

　そしてついに、最後の一撃が敵の足に食い込んだ。敵が悲鳴を上げながら消滅していく。

「か……」

「かっ……」

「「勝ったー！」」

「なっ、なっ!?　どうよ!?　どうよォ!?」

「ドヤ顔うざい」

　と、画面に目を戻もどした花がぱっと顔を輝かがやかせた。

「あっ、見て！　さっきのムービーと違う！」

「専用イベントがあるのか」

「えっ、すごい、すごい！」

　花は食い入るように画面を見つめている。もちろんボスを倒すまで挑戦したのは俺の自己満だが、こうして一いつ緒しよに喜んでもらえるとやった甲か斐いがあるというものだ。

　その後正しよう真しん正しよう銘めいの負けイベントがあって結局死んだのだが、気が付くと純じゆん粋すいにゲームを楽しんでいる自分がいた。ふと、『実じつ況きよう』という言葉に捕とらわれすぎていたのではないかと、そんな思いが過った。実況を始めた頃はたしかに、好きなゲームを共有したいという一心でやっていた。それがいつの間にか、いい実況をしよう、いいプレイを見せよう、そんなことに夢中になるあまり、フィールドを探索する面白さやアイテムを見つけた時の嬉うれしさ、強敵を倒した時の達成感、何より自分自身がゲームを楽しむことを忘れていた。

　──「もっと素の自分を出していいんじゃない？」そんな花の一言が、初心を思い出させてくれた。

　チュートリアルが終わったところで録画を終しゆう了りようする。不思議と心地よい満足感があった。

「ありがとな」と言うと、花は「別に」と髪かみを弄もてあそんでいた。素直じゃないその横顔に苦笑する。

「あとは編集だな」

　花がうまいこと声が被らないようにしてくれたから、編集はそれほど難しくはなさそうだ。欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながらゲームを片付ける。

　外は真っ暗だ。窓に映る自分たちを見て、（それにしても）と不思議な感かん慨がいがこみ上げた。自分とは遠い存在で、きっと一生関わることはないだろうと思っていたギャルと、こうして深夜に二人でゲームをすることになるなんて。以前の俺からすれば考えられない。

　それだけじゃない。仲間を集めて、サークルを作って、別べつ荘そうまで来て、徹てつ夜やでゲームしたり、泳いだり、ケンカしたり仲直りさせたり。こんな日が来るとは思わなかった。

　ふと片付ける手を止めて、花を振ふり返った。

「そういやおまえさ、なんで俺に──『ねむひこ』に声を掛かけたんだ？」

　ずっと気になっていたことだった。人気実況者『フローラ』が、数いる実況者の中で、何故俺みたいな有象無象に埋うもれてしまうような実況者を選んだのか──

「……大黒屋のコロッケ見て、近所だって知ったから」

「その前から俺のことフォローしてたろ。なんで俺みたいな実況者のこと知ってたんだ？」

　花はじっと俺を見ていたが、やがてぷいと顔を逸そらした。

「あんたには関係ないし」

「え、ええ？　そうかー？」

　関係ないことはないだろう。だがまあ、今は言いたくないというのなら気長に待つか。

　そんなことを思いながらゲームを仕し舞まっていると、

「大和やまと」

「!?」

　コントローラーを取り落とすほど驚おどろいた。花はこれまで俺のことを頑かたくなに「ねえ」とか「あんた」とか呼んでいて──今、初めて、名字で呼ばれたのだ。

　さらに、

「……ありがと」

「!?　え、え、え!?　な、なにが!?」

　今、花の口からありがとうって聞こえなかったか!?

　ますますびっくりして振り返ると、花はそっぽを向きながら呟いた。

「あんたがいなかったら、その……紗々乃の本音とか、聞けなかったと思うし……ちゃんと、仲直りできなかった、かも……」

　俺に口を挟はさむ隙を与あたえず、まるで照てれ隠かくしみたいに早口でまくし立てる。

「てか、紗々乃のことだけじゃなくて、あんたがいなかったらカズキにもゆえちにも会えなかったし、ヒメリカちゃんについて語ることもできなかったし、ゲームだってきっとずっと一人でやってたし、……でもあんたと出会ってから、毎日すごい楽しくて、だから、その……」

（……もしかして、そのために？）

　ただ一言、ありがとうと言いたいがために、こんな時間に押しかけて、いつ終わるかも分からない実況に付き合ってくれてたのか？

　花は頑なに顔を背けている。けれどその耳が赤くなっていて、思わず笑ってしまった。

「いいよ。俺はただきっかけを作っただけで……がんばったのは花なんだから」

　花は俺を見てしばしぱちぱちとまばたきしていたが、やがてつぼみが綻ほころぶように、無む邪じや気きな笑みを咲さかせた。

「あんたって、ほんとお人好よし」

　学校一の美少女ギャルの、こんな無防備な笑顔を見る日が来るとは夢にも思わなかった。

　なんだか無性に照れくさくなって、俺は行き場のない手で頰ほおを搔かき──

「ねえ」

「ん」

「目、閉じて」

「へ？」

　顔を上げると、大きな目がまっすぐに俺を見つめていた。

「お礼、したいの」

　そう言う花の頰はうっすらと上気していて……え、何、……キス？　キス来ちゃうやつ？　いやいやちょっと待て、それはいろいろすっ飛ばしすぎじゃないか!?　それともそれがギャルの流りゆう儀ぎなの？　花にとっては普ふ通つうなの!?　いやいやさすがにまさかそんな──

　脳が追いつく前に、小さな顔が近付いた。

「……っ！」

　思わず目を閉じる。鼻先をふわりと甘い香かおりがかすめ、そして、柔やわらかい感かん触しよくが、唇くちびるに、触ふれ、……た……──

「ぅ……っ!?」

　全身が強こわばる。え、うそ、うそだろ？　マジか、これ……心臓が今にも破れそうなくらいどくどくいってる……あ、や、柔らかっ……ほ、ほんとに？　俺、花と……いや、つーか、長い、……えっ、長いぞ……？　息が苦しいっ……！

　おそるおそる目を開くと、目の前に可愛かわいい女の子の顔が、あって──

　それはヒメリカの抱だき枕まくらだった。

「むぐ……！」

　思わず呻うめいた俺を指さして、花が大笑いする。

「あっはー！　何期待してんの!?　ばっかじゃーん!?　めっちゃ息止めてるし、ウケるー！　やーいキモヒコ！　キモヒコー!!」

　笑うだけ笑うと、花はベッドから飛び降り、ぱたぱたとスリッパを鳴らして走り去っていった。その足音が遠ざかる。

「…………」

　俺はよろりとよろめいてベッドに手を突つき、

「……真っ赤じゃねーか……っ」

　腹を抱かかえて笑ってるくせに、花は目を潤うるませながら首まで火ほ照てらせていて……すごく……今まで見たどんな花よりも──学校でめいっぱいお洒落しやれしてる花よりも可愛かった。

　手の甲こうで口の端はしを拭ぬぐう。

　ふと顔を上げると、同じく耳まで赤くなった自分が暗くなった窓に映っていて死にたくなったのだった。




　◇　◇　◇




　廊ろう下かにばたばたとせわしない足音が響ひびく。

「何してんの!?　何してんの!?　バカじゃないの!?」

　廊下を駆かけ抜ぬけながら、花は熱をはらんだ頰を押さえた。

「あたし、なんであんなこと……っ！」

　気が付くと身体からだが勝手に動いていた。耳が熱くてたまらない。今すぐじたばたしたいくらいに、身体の内側がこそばゆい。

　自分の部屋の前まで来て、ようやく立ち止まった。

　目を閉じてと言われた時の宗彦のあっけに取られた顔を思いだして、ちょっと笑う。

「あいつ……」

　息を整えながら、ヒメリカの抱き枕を抱だきしめる。

（あいつの動画がきっかけで、あたしが実況をはじめたこと知ったら、どんな顔するかな）

　花が実況動画に出会ったのは、高校に入学したばかりの頃ころだ。厳しい両親の下もとを離はなれ、念願の一人暮らしを手に入れて初めて見た動画が、ねむひこの美少女大戦実況だった。

　最初は、声はもっさりしているし、しゃべりかたも妙みようにすかしていて変なやつだなと思った。けれどねむひこが操るヒメリカはまるで命を吹ふき込まれたみたいにいきいきとしていて、その姿に目を奪うばわれた。ねむひこはただプレイするだけではなくて、ヒメリカの魅み力りよくを引き出すみたいにいろいろなアクションをしてくれた。凜り々りしく戦い、時には躓つまずき、けれど決して弱音を吐はかない、気が付くとそんなヒメリカに夢中になっていた。ヒメリカが跳とび回る度にわくわくして、どきどきして、それと同時に、ねむひこが心からゲームを好きなことが伝わってきた。

　そして長い戦いの末に迎むかえたエンディング。ぼろぼろになりながら戦い抜き、友情を守り通したヒメリカ。その姿を見てねむひこは、嚙みしめるように呟つぶやいたのだ。

「良かったなぁ、がんばったなぁ、ヒメリカ」

　その声は、かっこつけているくせに明らかに鼻声で──気が付くと一いつ緒しよに泣いていた。

「なにこの人。変なの」

　そう笑いながら泣いていた。

　ふと、キャラクターをこんなにもいきいきと操って、泣くほど感情移入できるのはどんな人なんだろうと思った。こんな人と一緒にゲームができたら、きっと楽しいだろうな。私もこんな風に、自分の好きなものを広めたいな──

　宗彦の動画こそが、花がヒメリカを好きになるきっかけであり、実況を始めたきっかけだった。

　だから、Ｔｗｉｔｔｅｒで大黒屋のコロッケを見て近くに住んでいるのだと知った時は、嬉しくて、夢みたいで──

（なんて、ぜったいぜったい、言ってやらないけど）

　緩ゆるみそうになる口元を引き締しめる。まだ頰が熱い。

　暴れ狂くるう心臓を押し込めるようにして、花は抱き枕をぎゅぅっと抱きしめた。










　　　エピローグ







「サークルの名前なんだけど」

　夏休みが明けて最初の土曜日。いつもの場所、いつもの面子めんつを見下ろして、花はながベッドの上に仁王立ちになる。

「ゲーム実じつ況きようサークル『ぶーけ』ってどう？」

「「「「ぶーけ？」」」」

　四つの声がハモる。

　俺は他のメンバーを代表して口を開いた。

「って、あの、花束のブーケか？」

「そう。色とりどりで、華はなやかで、可愛いじゃん？　なんか、個性豊かなメンバーがそろってるってかんじしない？」

　なるほど、メンバーを花にたとえているわけだな。確かに華はあるが……

「それ、俺も入ってるのか？」

「当たり前じゃん」

「花にたとえられるような要素、一個もないんだが」

「あるでしょ、ドクダミとか、ヒガンバナとかなら」

　どんなおどろおどろしい花束だよ。

「つか花束って、なんかおまえのカラーが強いような……？」

「いーじゃん！　あたしが主しゆ宰さいみたいなものだし！」

　部屋を提供している俺の立場は？　まあ主宰とか柄がらじゃないからいいけれども。

「ね、どお!?」

　花の問いかけに、サークルメンバーたちが次々に賛同する。

「うむ、高貴なる我らに相応ふさわしい！」

「いいと、思います……」

「そんなに必死に土下座されたのでは仕方ないわね」

「はあ!?　誰だれも土下座とかしてないんですけど!?」

　ひとしきり紗さ々さ乃のといがみ合って、花はこちらを見た。

「あんたは？」

　色とりどりで賑にぎやかな花束。俺たちらしいといえばらしい。

「いいんじゃないか？」

　すると花は嬉うれしそうに顔を輝かがやかせて、鞄かばんから何か取り出した。それはドアプレートだった。可愛らしいパステルカラーで『ぶーけ』と書かれている。どうやら手作りらしい。

「でね、これをドアに飾かざるの！　いいでしょ！」

　俺は一応小さく挙手した。

「えっと、あの……ここ、俺の部屋なんだが……」

「え、何？　何か問題ある？」

　誰も疑問に思っている様子はない。どうやら全員入り浸びたる気満々らしい。俺は深々とため息を吐ついた。もう諦あきらめるしかないか。

　五人で外に出てドアを見るが、あいにくプレートを掛かけられそうなところはない。

「ねえ大和やまと、なんとかしてよ！」

「…………」

　俺は工具箱からネジ式のフックを持ってくると、ドアに取り付けた。

　花が満を持してドアプレートを掛ける。

「おお！」

「ほわぁ……」

　ドアプレートは飾り気のなかったドアにしっくりと馴な染じんでいる。

　花は自じ慢まんげに肩かたをそびやかした。

「じゃ、これからはゲーム実況サークル『ぶーけ』として活動するからね！　具体的には、ゲームしたりおやつ食べたり実況動画上げたりするわ！」

　まあ今までと変わらないってことだな。

「でね、今日はコレやんない？　『浦うら島しま太た郎ろう電鉄』！」

「うむ、面白そうだな！」

「浦うら鉄てつ、好き、です……」

「あら、手加減しないわよ？」

　花たちは賑やかに部屋に戻もどっていく。

　俺はドアプレートを見つめながら苦笑した。一人ひっそりゲーム実況をしていたはずが、なんでこんなことになったんだろうなぁ。

　平へい穏おんなゲーム生活が一番だと思っていたけど……まあ、こういうのも悪くないかな。

　俺はやれやれと首を振ふりつつ部屋に入ろうとし──花が俺を押し出すように廊下に出て、スマホ画面を押し付けてきた。

「なんだよ」

「あんた、自分の動画見た？」

「うっ」

　実は、花と撮とったシャドウソウルの動画を昨日ようやくＵＰしたのだ。

　すでに夏合宿から一ヶ月が経過している。投とう稿こうまでにこれほど時間が掛かってしまったのは、カットしたり補足したりと編集していたのと……何より、素の自分を出したのは初めてだっただけに、視し聴ちよう者の反応が怖こわくてなかなか踏ふん切りがつかず……

「これ」

「おい、ちょ、やめ……まだ心の準備が……」

　繊せん細さいな男心も知らず、花はぐいぐいと俺の動画ページを押し付けてくる。俺は覚かく悟ごを固めると薄うす目めでそれを見み遣やり──目を見張る。

　シャドウソウルの動画は、一晩で一〇〇〇──これまでの平均視聴回数の三倍近い数字をたたき出していた。

「え、う、うそだろ!?」

　なんでこんな……!?　よく見れば、コメントも三倍近い数が付いていた。

　と、花が再生ボタンを押した。俺の声とコメントが流れる。

『おお。やばいな、グラフィックすごいな』

【わかる】【臨場感すげー】

『…………』

【？？？？】【なに？　バグった？】

『あ、見とれてた』

【ふざけんなｗｗｗ】【早く進めろｗｗｗｗ】

『ごめんごめん。じゃあ探たん索さくしていきます』

　思わず呟く。

「これ……」

　まるでコメントと会話しているようだ。流れていくコメントを見ながら、俺はふと花の言葉を思い出していた。視聴者の顔を思い描えがく……──

　慌あわててＴｗｉｔｔｅｒを開いて検けん索さくする。「もっちり太た郎ろう」さんや「ねこまんま」さんといった見慣れた名前や、他にも新しく呟いてくれている人がいた。声を失っている間にも、動画は流れ続ける。

『タイミングさえ合わせれば楽勝そうだな』

【フラグ乙おつ】【その慢まん心しんが……】

『硬かてぇ!?　全然削けずれねぇ！』

【ゲージ動かないｗｗｗ硬かたすぎｗｗｗｗ】【マジか】【これ本当にチュートリアルボス？】

『え……うそだろ……死んだ……』

【一いち撃げき？】【楽勝とは】【フラグ回収乙】

「いやいや、あれは無理だろ!?　攻こう撃げきぜんぜん通らないし、つかチュートリアルなのに一撃で死ぬってなに!?　初見であれは無理──」

【必死ｗｗｗ】【声震ふるえてるｗｗｗ】【言い訳乙】

『い、言い訳じゃねーし！』

　実況がコメントと嚙かみ合いすぎていて、思わず自分で笑ってしまう。

『……もう一回挑ちよう戦せんしてみてもいいか？　どんなに小さくてもダメージを受けるってことは倒たおせるってことだろ、たぶん』

【？？？】【無理と思う】【負けイベじゃないの？】

「いや、ダメかもしれないけど、もうちょい付き合って、お願い、この通り」

【どの通り？】【どうぞどうぞ】【これは盛大な死亡フラグ】

「ああああああああああああ！」

【ちょｗｗｗｗ】【死んだｗｗｗ】【案の定ｗｗｗ】

『～～っ、もう一回！　倒せるまでやる！』

【飽あきた】【ボス撃げき破はできたら起こして】

『飽きないで！　見守ってて！　分かった、早送りするから！　もうちょい付き合って！　これで最後にするから！』

【必死ｗｗｗｗ】【期待してます】【これ本当に倒せんの？】

　流れるコメントのひとつひとつから、観みている人が心から楽しんでくれているのが伝わってくる。

　そして最後の挑戦。ボスのゲージが減るにつれ、コメントが盛り上がってきた。

『おし、いけるいけるいける！』

【お】【お？】【これはもしや】【がんばれがんばれ】

　ついにボスを撃破した瞬しゆん間かん、コメント群が画面を白く染めた。

【おおおおおおおおおおお】【マジか】【おおおおおおおおお】【８８８８８８８８８】

『なっ、なっ!?　どうよ!?　どうよォ!?』

【ドヤるなｗｗｗｗ】【うざひこさん、ちーっすｗｗｗｗ】

　流れ始めた専用ムービーに、コメントがまた沸わき返る。

【マジか。初めて見た】【おおおおおおおおおお】【知らなかった】

　動画の最後に、【乙】【続き楽しみにしてます】【乙乙】とたくさんのコメントが流れた。

　その中に交ざって、

【楽しかった】【おもしろそう。やってみようかな】

「あ……」

　胸がじわりと熱くなる。ゲーム実じつ況きようを続けている、俺の根っこ。自分の好きなゲームを、たくさんの人と共有すること──

　花が笑いながら俺を見上げた。

「あたしも改めて聞いたんだけど、ちょっとはマシになったんじゃない？　てゆーか、こっちの方が断然あんたらしいわよ」

「……っ」

　声を詰つまらせながら動画を見下ろす。これまで必死になって『俺らしい実況』を探してきた。けれど、もしかしてそれ自体が間ま違ちがいだったのかもしれない。俺らしさなんてわざわざ血眼になって探さなくても、もともと自分の中にあったのだ。思い切って素の自分を出したからこそ、こうしてたくさんの人に見てもらえて、受け入れてもらえて。

「……なあ、花」

「なに？」

　ゲーム好きな仲間に出会えて、画面の向こうの人と繫つながって、どんどん世界が広がって。

　俺は嚙みしめるように言った。




「俺、実況やっててよかった」




　花は目を見開き、それから嬉しそうに笑った。

　その柔やわらかな笑顔に、俺は声を詰まらせた。俺がようやく自分らしさにたどり着けたのは、紛まぎれもなくこいつのおかげで──

　と、ドアが開いて、紗々乃が顔を出した。

「ポンコツちゃん、宗むね彦ひこくん、早くしないと始めてしまうわよ？」

「あっ、待ってよ！　つか、ポンコツって呼ぶなし！」

　礼を言う前に、花はするりと部屋に入ってしまった。

　部屋の中から紗々乃たちが手招きする。

　四人の笑顔を見て、俺はふっと笑った。

　ダメゲーマーたちの賑にぎやかで怠たい惰だな日々はもうしばらく続きそうだ。










　　　あとがき







　初めまして、もしくはお久しぶりです。

　琴こと平ひら稜りようと申します。

　この度は『クラスのギャルとゲーム実じつ況きよう　part.1』をお手に取ってくださいまして、誠にありがとうございます。




　どこか抜ぬけてるギャルや、毒舌お嬢じようさま、中二病で手フェチな女の子に、二重人格の生放送主。騒さわがしい仲間たちとお送りするちぐはぐゲーム生活、いかがでしたでしょうか。

　この新シリーズを執しつ筆ぴつするにあたって、新たな挑ちよう戦せん尽づくしでした。

　実はこれまでファンタジーしか書いたことがなく、といいますのも、リア充とはほど遠い学生時代を送っていた私は、常に妄もう想そうに引きこもり、剣けんと魔ま法ほうの世界に想いを馳はせることでかろうじて人として事なきを得ていたのです。

　そんな私に、「現代ラブコメを書きましょう！」と提案してくださったのが今の担当編集さんです。

「現代……ラブコメ……？　ラブともコメともリア充とも、いっそ現代とも縁えんのない学生生活を送っていた私が……？」

　激しく動どう揺ようする私に、さらにはゲーム実況という題材もくださいまして、この本の執筆が始まりました。

　最初は慣れないことばかりでしたが、頭をひねりながらあれこれとこね回す内に、「こんな子と一いつ緒しよにゲームができたら楽しいだろうな」「こんな実況者がいたらおもしろいだろうな」とアイデアが出てきて、このようなお話が完成いたしました。

　少しでも楽しんでいただけましたら幸いです。




　ゲーム実況の魅み力りよくのひとつに、「画面を通して見知らぬ人と楽しい時間を共有できる」というおもしろさがあると思います。

　自分がプレイしたことのないゲームでも、まるで実況者と一緒にゲームをしているように楽しめる。私もよく、画面に向かってつっこんだり、噴ふき出したり、あるいは一緒に絶ぜつ叫きようを上げたりしています。

　新しい発見や、知らない世界がどんどん開けていく喜び、画面の向こうの人たちと一緒にゲームを共有し、繫つながっていく楽しさ。そんな魅力をほんの欠片かけらでも描えがけていたらいいなと願うばかりです。




　早速ですが、謝辞に移らせていただきます。

　新たな題材をくださり、挑ちよう戦せんさせてくださいました編集さま。ありがとうございました。これからもがんばりますのでよろしくお願いいたします。

　イラストを担当してくださいましたぺらぐらさま。ラフを見た瞬しゆん間かんに、世界が鮮あざやかに彩いろどられ、キャラクターたちがいきいきと動き出しました。可愛かわいいイラストをありがとうございます。

　コメントをくださいましたゲーム実況者の方々、お忙いそがしい所ところ本当にありがとうございます。ゲーム実況動画、いつも楽しませていただいております。動画で拝見している方々のお名前に、興奮を禁じ得ませんでした。

　細部まで丁てい寧ねいにご指し摘てきくださった校正さん。大変お世話になりました。

　また、いつも私のとりとめのない話を聞き、相談に乗ってくださる同業の先生方。

　ゲーム実況につきまして詳くわしくアドバイスをくださった先せん輩ぱい方。

　いつも応おう援えんしてくれる友人、支えてくれる家族。

　この本に関わってくださいました全ての皆みなさま。




　そして何より、この本をお手に取ってくださいましたあなたへ。

　誠にありがとうございます。

　またお会い出来ましたら、これに勝る喜びはございません。





琴平稜




























琴平稜

●ことひらりょう



初めまして、もしくはお久しぶりです、琴平稜です。早いものでデビューしてから３シリーズ目となります。今回は現代ラブコメに初挑戦です。少しでも楽しんでいただけましたら幸いです。

どうぞよろしくお願いいたします。
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